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Ⅰ.法人の基本理念 
1. 個人の尊厳 

   本法人は、福祉サービスを利用する個人の尊厳の保持を基本に、ご利用者が心身ともに健や 

 かに日々を過ごすことができるよう適切なサービスの提供に努める。 

2.  地域福祉のネットワーク 本法人は、地域社会における公共性、基幹的な社会資源であることを常に

念頭に置き、地域 の福祉ネットワーク構築の拠点的役割を果たすよう努める。 

3.  多様なサービスの開発 本法人は、地域社会を構成する一員として地域住民が日常生活を自立的に

営むことができる よう、必要とされる多様なサービスの開発と提供に努める。 

4.  職員の資質向上 本法人は、良質で多様なサービスの継続的な提供を図るため、職員の資質の向上

をはじめ勤務条件、施設整備など良好な環境の整備に努める。 

5.  社会的責務 本法人は、基本理念に基づく各種事業を誠実に実施することにより、地域社会を構成

する一 員としての社会的責務を果たすことに努める。 

 

Ⅱ.令和８年度 法人全体の取り組み 
令和８（2026）年度は、特に職員のストレス軽減や利用者支援の充実を目的として、安心で安楽に業務に

取組める職場環境の整備や、ＡＩやＩＣＴ等を積極的に活用したＤＸ化に取組みます。 

また、昨年度に引き続き、地域共生社会の実現を視野に入れた社会福祉法人としての役割を果たすため、

サービスの枠に利用者を当てはめていくいわゆる「サービス・オリエンテッド」ではなく、法人理念に則っ

てニーズに応じた支援を行う「ニーズ・オリエンテッド」な事業を展開していきます。 

 

1.【令和８年度重点事項】 

 

（１） 利用者支援の充実と職員のストレスの軽減につながる職場環境整備とＤＸ活用 

   ① 令和６・７年度のストレスチェック分析結果を真摯に受け止め、現在の法人に不足していると指

摘されたいわゆる“見えない報酬（賞賛、労い、感謝など）”を伝えあえる職場づくりを継続的

に取組む。 

   ② ＡＩやＩＣＴの活用などＤＸ化の促進を進め、記録や共有プロセスの軽減・迅速化を図り、更に

勤務シフトや業務分担を見直し、業務負担軽減や利用者支援の充実に取組む。 

   ③ ニーズ・オリエンテッドの徹底による稼働率向上（必要な人に適時サービスを届ける）により収

支の安定を図り、持続可能な法人運営と職員への還元等につなげられるようにする。 

 

（２） 全職員体制による人材確保とひとり一人の職員に即した人材育成 

   ① 今後も様々な求人サービスや機会を利用しつつ、全職員が一丸となった人材確保（仲間を増やす）

に取組む。 

   ② 職員ひとり一人にあったキャリアアップや人材育成に取組む。 

  ③ 技能実習生を含む外国人職員の育成に取組む 

  ④ 法人委員会活動を人材育成と職員交流の機会ととらえ、その取組みを支援する 

 

（３） 法人理念の再徹底と、理念に即した事業展開、発信の強化 

   ① 継続的に法人理念を全職員で再確認し、理念に基づいた事業展開になるよう点検するとともに、

社会的責務を果たせる法人づくりに努める。  

   ② 実践研究発表大会で発表された各事業所の取組みや、法人理念に合致した実践を理事・監事の役

員や評議員、各種アドバイザー等に定期的に発信していく 

   ③ ご利用者やご家族、地域や関係機関へ法人サービスや実践を積極的に発信していく 
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（４） 地域ニーズを見据えた新規サービスの開発（地域共生社会の実現に寄与する） 

   ① 各事業の運営を通して地域ニーズの変化を把握し、既存の事業が地域ニーズとマッチしているか

どうかを点検することで、事業対象者や運営方法の見直しを行う。 

   ② こども、障害者、高齢者など世代や障害種別を問わず地域生活課題が多様化する中で、法人が持

つ「ストレングス（強み）」を活かした地域共生社会の実現に向けた事業開発の検討する。 

 

（５） 事業継続計画（ＢＣＰ）の適切な運用 

   ① 法人及び各事業所の事業継続計画（BCP）を適切に運用できるようにする。 

② BCP の訓練はもちろんのこと、トヨクモの使用訓練を重ね、有事に有効に活用できるよう必要に

応じた見直しを進める。 

 

※参考（令和７年度重点項目） 

 ①法人理念の再徹底と、理念に即した事業展開 

②全職員体制による人材確保とひとり一人の職員に即した人材育成 

③地域ニーズを見据えた新規サービスの開発（地域共生社会の実現に寄与する） 

④職員のストレスの軽減と生産性の高い効率的な業務運営 

⑤事業継続計画（ＢＣＰ）の適切な運用 
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Ⅲ各種会議・委員会計画 

 

施設の経営にあたっては、組織、機構に基づく経営はもちろんのこと、それを補完するものとして、横

断的に事業推進の円滑化をはかるため、以下の会議を設置します｡ 

     

評 議 員 会 

 

理  事  会 

 

経 営 会 議 
 
    所  長  会  議 
 
    広報ボランティア委員会 
 
      研  修  委  員  会 
 
    権 利 擁 護 委 員 会 
 

医 務 衛 生 委 員 会 
 

リスク・苦情解決委員会 
 

危 機 管 理 委 員 会 
 
栄 養 ケ ア 委 員 会 
 
関係部会 

スマイルレシピ改訂作成部会 
 

職場環境・業務改善検討部会 
 

法による設置 
安全衛生委員会 
 
虐待・身体拘束防止対応委員会 

 

１ 経営会議【定例会議】月１回 

理事長、総務部長、事業推進部長、たじま施設長、ことぶき所長、家庭支援センター長、概ね７名

と総務部により、法人の経営方針、予算や組織等の運営管理に関する重要事項を審議して、理事会・

評議員会に提案していきます｡ 

 また必要に応じて経営会議下に会議・委員会を設置します。メンバーの選考や取り扱い内容について

は経営会議にて検討・決定をします。 
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２ 所長会議【定例会議】毎月１回 

各事業所の実務代表者としての所長及び施設長、理事長、総務部長、事業推進部長により、施設や

事業の運営に関する日常的な事項等を連絡・連携し協議決定していきます。また、委員会（部会）も

協議事項の対象としていきます。 

  

３ 広報ボランティア委員会 【定例会議】 毎月 1 回 

  地域や社会に、また法人職員に向け、法人の広報を目的に活動します。 

活動内容 

(1) 外部向け「機関誌ふれあい」企画、編集、発行。/年１回  

(2) 法人職員に向けた情報誌の企画、編集、発行。/年 4 回   

(3) 法人ホームページの更新、管理。 

(4) 法人内ボランティア活動の情報管理。 

  法人職員に向けた情報誌では内容を見直し、事業所や職員に必要な研修等をお知らせし、業

務に活かせる情報を発信していきます。また、紙面作成の効率化を図るため、AI を活用した画

像生成等を学び、実践できるよう取り組んでいきます。 

引き続き、地域に根差した福祉活動を展開する中で、地域住民の皆様とともに豊かな社会生

活を送ることができるように、ボランティア活動の充実と地域との連携強化を推進していき

ます。そのためにボランティア受け入れの手引きを見直し、各事業所でのボランティア受け

入れ活動の行動マニュアルの見直しを行います。 

 

４ 研修委員会【定例会議】 毎月１回 

法人研修の年間コンセプトとして、「尊厳を大切にした支援」は継続していきます。 また、

全階層共通のテーマとして「多角的な視点を持つ」とし、①ご本人・支援者・ご家族等からご

利用者の暮らしを考える。②職員自身を知る事で支援や対応について考える機会を持つ。③法

人存続のために柔軟な発想を大切に取り組んでいく。 

研修の柱として、「制度や社会資源を知ることについて」、「職員自身について」、「対人援助に

ついて」とし、研修委員会としては、階層ごとに必要な技術の習得と実践に繋げていける内容

での研修を提案していきます。 

また、法人職員として求められる職員像を明確化する為、法人から提示される『キャリアパ

ス制度』に基づいた研修の企画・運営をおこない、職員自身が自分自身の成長を実感できるよ

う、振り返りや事後課題を充実させていきます。 

法人の階層別研修で開催するもの（法人職員として学ぶ・知識を得る内容）と、外部研修

（SNS の利用・出張研修・ズーム等を活用した内容）等を活用するものと分けて考えていく。事

業ごとの具体的な業務に関する内容は、法制度に基づき、各事業所で取り組んでいただく研修

として、「ご利用者の権利擁護」、「意思決定支援」、「合理的配慮」、「虐待防止・身体拘束廃止

等」は、必須事項となります。各事業所における OIT・OFF-JT・STS 研修（技術研修・ご利用者

の特性等）が基本となります。 

定期的な人事異動を考慮し、すべての職員が研修を受ける機会を平等に与えられることが重

要であり、法人としての人材育成の基本と考えます。魅力のある法人・事業所を目指す上で

も、研修の充実度は法人の売りになると考えております。このことを受けて、法人全体の職員

研修のスキルアップを目指すための取り組みとして、下記の内容で実施します。 

法人階層別研修 内容等 

① 新人研修（福祉サービス業務を担うにあた

り、最低限の知識、技術の習得） 

・社会人として福祉サービス業とし

て、社会に通用する言動行動規範の上
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年３回開催 に、福祉の専門性が問われるため、４月

中に社会人として基本的な接遇マナー及

び、福祉職として必須である虐待防止・

身体拘束禁等について、法人本部（総

務）とコラボして集合研修を開催、サー

ビス業に求められる常識を学ぶ機会とし

ていきます。 

・「ストレスマネジメント」等の研修は

必須とし、１年間を通して自身のストレ

ス解消に向けた取り組みに取り組んでい

ただきます。 

② 一般職員研修（中堅職員） 

テーマ別研修①「コミュニケーション

技術」・②「エコグラムを通して自分自身

の傾向を知り対人関係の形成につなげ

る」 

年４コマ開催予定 

・必要と思われるテーマを選別、「各自

が受講したい研修」と「法人として必要

と考える研修」がマッチングできるよう

な内容を複数検討し、職員自身が選択で

きるような形で実施致します。 

・研修に対するモチベーションアップ

とその成果が認められ評価につながるこ

とを目的とします。 

③ リーダー研修 

年１回開催 

・チームリーダーとしての役割を担う

為に、各事業所の事業推進役として、業

務改善・人材育成を視野に入れながら、

自身のやり甲斐を見出すために、常にス

キルアップを図り、積極的な外部研修の

活用を含め、あらゆる場面でのコミュニ

ケーション力のアップが図れる研修を実

施していきます。 

④ 係長・管理者研修 

年１回開催 

・運営に関する知識・意識・技術が必

要であり、法人全体としての運営状況に

も当然関心をもつことが重要と考えて、

多角的な視点から「新規事業」への提案

も出来るような想像力、企画力も兼ね備

えていく事が望ましい為、外部講師によ

る経営に関する研修も引き続き実施して

いきたいと考えます。また、人材確保の

視点から、人材育成・職員のストレスマ

ネジメントを中心に、法人運営に関する

内容を視野に、研修を実施していきま

す。 

また、各事業所における人材育成のた

めの、ＯＪＴ・ＯＦＦ－ＪＴ・ＳＴＳの

研修立案・実施の統括責任者として、キ

ャリアアップの視点から育成対応を期待

します。 
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⑤ 法人実践・研究発表大会 

令和９年２月６日（土）開催予定 

・法人の理念に基づいた研究発表とな

るよう、法人職員が、他事業所の事業活

動を知る・参集することで交流を深める

事を目的とし、法人事業運営全体のスキ

ルアップを図る為、各事業所の取り組み

についてサポートしていきます。 

 
５ 権利擁護委員会【定例会議】 毎月１回 

「権利擁護委員会目的と活動内容」として定めた「権利擁護に関するアンケート調査」の４年サ

イクルに沿った実施と、単年度実施計画として定めている「権利擁護に関する啓蒙・啓発」を行

っていきます。また、令和７年度から引き継いだ法人「虐待・身体拘束防止委員会」を所長会議

開催日にあわせて開催します。 

権利擁護委員会として、法人内事業所に対して権利擁護に関するアドバイスが出来るように知

識の向上をはかります。 

①今年度は令和６年度に実施した、入所系事業所を対象とした「権利擁護に関するアンケート」

の結果を受け、各対象事業所で定めた「課題・対策取組み」の実施状況を確認するための追跡

調査行います。対象となる事業所は、「救護施設」、「川崎市恵楽園養護老人ホーム」、「聖風ホー

ム」、「桜の風もみの木」となります。 

②「権利擁護に関する啓蒙・啓発」をポスターやリーフレットを用いて年２回（５月・１月）に 

事業所に発信します。 

③法人「虐待・身体拘束防止対応委員会」【定例会議】年２回（９月、３月） 

障害者福祉サービス事業所に、令和４年４月１日から設置が義務化された「虐待・身体拘束防

止対応委員会」を所長会議開催日にあわせて開催します。法人「虐待防止及び身体拘束禁止・

対応指針」（令和３年１２月１日改正）にもとづき、虐待や身体拘束防止のための研修会の企画

や職員が相談できる体制の整備、発生事案の分析や再発防止策の検討等を行います。 

   ④法人「虐待・身体拘束防止委員会」の第 1 回開催前に権利擁護についての理解や、法人内委員 

    会としての在り方について、外部講師による研修会を行い、委員の知識向上をはかります。 

    

６ 医務衛生委員会【定例会議】 毎月１回 

医務衛生委員会は、各事業所で働く職員をはじめ、事業所を利用されるご利用者やご家族に

向けて、感染症等の情報発信、啓発活動に取り組んでおります。 

医務衛生委員会で作成した「感染症共通マニュアル」をもとに、職員一人ひとりの感染症予防

に対する正しい知識の習得、向上に繋がるよう情報発信や啓発活動を行い、職員、ご利用者の

健康維持・増進に努めてまいります。 

令和７年度は感染症予防等の情報発信を重点的に行ってまいりました。令和 8 年度はよりニ

ーズに沿った発信を行い、引き続き、職員およびご利用者の健康維持・増進に努めてまいりま

す。 

 
７ リスク・苦情解決委員会 【定例会議】 毎月１回 

「安心」・「安全」なサービス提供のため、各事業所で発生した事故やヒヤリハット、苦情の内

容を委員会内で共有します。そのうえで各事業所の現場での事由を検討し、委員会より必要な情

報を発します。また、現状に合わせて各種報告書の見直しができるよう努めます。そして、制度

改正などの情報は積極的に集め、都度ガイドラインを更新し情報の発信をしていけるよう努めま

す。 
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８ 危機管理委員会 【定例会議】 毎月 1回 開催 

令和8年度、危機管理員会は各事業所の地域での役割として災害時、利用者及び職員の生命を守り、

継続的・安定的にサービスを提供する事業継続計画（BCP）による各事業所の訓練の実施や更新を必

要に応じてサポートします。 

導入した緊急時の職員等の安否確認システムの法人の訓練を計画し提案、定期実施していきます。

災害に備える体制のサポートを行います。 

 

９ 栄養ケア委員会 【定例会議】 原則毎月１回 

     給食を提供する聖風苑（救護、デイ、アトリエ）、恵楽園（養護、デイ）、たじま（生活介

護、短期入所、日中一時）、聖風ホームの４事業所における給食提供や栄養ケアの充実に対

し、引き続き外部アドバイザーの協力を得て、法人全体で取り組む体制を強化していく。 

令和８年度は、「管理栄養士及び栄養士業務に関する要綱」と「検食の手引き」、「給食委員

会の手引き」の運用状況および恵楽園で試行中のフードロス対策について、定期的にモニタ

リングを実施する。また、各事業所における栄養ケア・マネジメントの実施体制を整え、食

事支援の質の向上に繋げていく。 

 

【法による設置】 

 安 全 衛 生 委 員 会   虐待・身体拘束防止対応委員会（法人） 
１ 安全衛生委員会【定例会議】 毎月１回 

職員の労働災害の未然防止、職業病等の疾病予防、健康維持を目的に、職員が安心して安全に働

ける職場環境づくりのため次の項目に取り組んでまいります。 

(1) 法令に定められた５０人以上の事業所に対する産業医による職場巡視に加え、対象外の事業

所に対しても委員会独自での職場巡視を行います。また、現場責任者による職場点検を年２回

実施し、事故や怪我を発生させない職場づくりを目指します。 

(2) メンタルヘルス対策として、ストレスチェックを実施し、不調のリスクを低減させるととも

に検査結果を集団的に分析し、職場環境の改善につなげます。また、メンタルヘルスに関する

研修会及びハラスメントに関する研修会等を実施し、セルフコントロールやラインケアの取り

組みによるメンタルヘルス不調の未然防止や、適切なコミュニケーションによる風通しの良い

職場風土づくりを進めてまいります。 

(3) 職員の安全衛生意識を醸成させるため、季節やテーマに応じた啓発メッセージを発信してま

いります。 

(4) 労働災害、労働災害には至らなかった軽微な事故及び車両事故等の事例を共有し職場内で起

こり得る様々なリスク低減を目指すとともに安全運転表彰制度を活用し安全運転に対する意

識の醸成及び運転道徳の向上を図ります。 

 

【施設間の連絡会】 
  １ 聖風苑運営会議 

聖風苑内の全事業所が一体的に多機能施設として機能するために必要な事項を協議します。 

本会議には、施設長等を構成員とした「代表者会議」と、担当職員を構成員とした「担当者会

議」、テーマ別の「部会」を設置することができる。 

（１） 代表者会議(1 ヵ月～3ヵ月に１回、適宜） 
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① 聖風苑全体の多機能化を含めた中長期事業計画、年度事業計画の立案に関すること 

② 経営会議への報告、提案に関すること 

③ 聖風苑内事業所職員間の連携・協働方針に関すること 

④ 部会、担当者会議の進捗把握に関すること 

⑤ 設備運用等について市所管課との協議に関すること 

（２）担当者会議（毎月１回） 

① 聖風苑内各事業所間の運営調整に関すること 

② 聖風苑内の各事業利用者間の交流に関すること 

③ 聖風苑内事業所職員間の連携・協働の具体策に関すること 

（３）部会 

  ① 具体的事業計画、そのためのプロジェクト設置に関すること。 

② 職員の相互協力に関すること 
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Ⅴ.各事業所事業計画 

１．ノーマ・ヴィラージュ聖風苑 救護施設 
 

種 別    救護施設 

開 所 年 月 日  １９９２年４月１日 

定 員  ８０名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町三丁目１番地８ 

          TEL044-287-2235   FAX044-280-6680 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

          土地 1615.80 ㎡  建物 3460.81 ㎡ 

床 面 積 地下  637.02 ㎡  １階  658.48 ㎡  ２階 623.14 ㎡    

３階 525.91 ㎡   ４階  507.97 ㎡  ５階 508.29 ㎡ 

責 任 者  中 石 浩 二   

事 業 所 番 号  川崎市指令民指第１１２号   

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

苑長（施設長） 

所長 

事務員 

栄養士 

生活指導員 

介護職員 

地域移行支援員 

看護師 

介助員 

清掃員 

警備員 

1 

１ 

2 

1 

2 

15 

0 

2 

1 

0 

0 

1 

１ 

4 

1 

3 

15 

1 

2 

0.6 

0.3 

2 

1 

１ 

4 

1 

3 

10 

1 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

１ 

2 

1 

4 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定 員 目 標 

入所  ８０ ８０ 

(1) 事業所の基本方針、事業内容 

① 重点目標 

全国救護施設協議会が掲げる「救護施設が取り組む生活困窮者支援の行動指針」を基に以下を重

点目標と定め取り組んでいきます。 

ア 居宅生活訓練事業 

ご利用者が円滑に居宅生活に移行できるよう法人で借り上げたアパート等で実際の居宅生

活に近い環境で実体験的に日常生活訓練・社会生活訓練を行い、スムーズな移行へ繋がるよう

継続支援を行います。川崎市から事業認可を受け、2 名を対象とし、原則 1 年間で地域に移行

出来るよう継続支援を行います。また、担当実施機関と連携を図ります。 

イ 苑内のご利用者の日中活動として、また居宅生活訓練の訓練者に対して居場所づくりとして苑

内作業の充実を図ります。 

9



ウ 聖風苑まつりの開催及び地域交流 

      昨年も地域の方々をお招きし開催いたしました。新型コロナウイルス感染予防対策は引き続

きの継続が求められますが、感染防止対策を図りながら前年同様に地域の方々をお招きし、

より一層の地域交流が図れるように努めます。また、施設ご利用者も地域の一員として、近

隣地域町内会（住民）と交流・連携の強化を図り施設機能を活かせる活動の場づくりとしま

す。 

エ 個別支援計画作成の制度化を踏まえ、所管福祉事務所とのより一層の連携強化を図り 

  ます。 

オ 救護施設の見える化が求められている事と、積極的な地域の会議体への参画が求め 

  られている事を踏まえ、会議体への参画を図ります。 

 

② 主な取り組み 

ご利用者一人ひとりの意向を尊重しながらそのニーズを把握し、その人らしい豊かな生活の実

現に向けて、ご利用者の立場に立った支援を行うことが必要と考えます。そこで、この実現に向

けて次のとおり支援事項を定めます。 

ア ご本人理解 

ご利用者は、それぞれ異なる人生を歩んできた“唯一無二の存在”です。ご利用者の話に耳

を傾け受容し、コミュニケーションを充分にとることでご利用者の理解を深めます。職員は接

遇のスキルを向上させ、話しやすい雰囲気をつくります。 

イ 権利擁護 

職員一人ひとりが、ご利用者の権利侵害をおこさないよう継続的な教育、意識啓発に努めま

す。また、職員同士がお互いに気付きあえるような職場づくりを図ります。 

ウ 個別支援計画 

ご利用者のニーズをもとに一人ひとりの個別支援計画を作成します。さらに、その計画に沿

った支援が適切に実施されているか検証し、適宜修正を加えます。 

エ 情報の共有 

職員によるご利用者への対応にバラつきがないように、どの職員が行っても一定の質が確保

できるように職員会議や朝・夕の申し送りをとおして情報を共有し、業務の平準化を図ります。 

オ リスクマネジメント 

ご利用者が安全で安心して生活ができるように事故やトラブルに対する備えをマニュアル

等で整え支援をします。事故報告書をひとつひとつ検証し、未然防止や被害拡大防止に役立て

ていきます。 

カ 苦情解決 

ご利用者からの苦情は真摯に受けとめ、内容、要望等をお聞きして支援のあり方について検

証します。アンケートの集計結果からも課題を抽出し、支援の向上に努めます。 

キ 地域とのネットワーク 

他法、他機関を含めた地域の社会資源と連携し、ご利用者自らが進んで地域に貢献できるネ

ットワークを構築します。また、町内会を始め、地域や各種団体への参加を促進し交流を深め

ます。 

ク 中長期計画４年目として 

１つのテーマとしてご利用者の地域生活移行支援を継続するとともに、聖風苑内に居場所づ

くりとして苑内作業の充実を図るよう努めます。また、「聖風苑まつり」継続開催します。 
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③ 生活支援に関すること 

ご利用者個々の障害の特性を理解した上で希望や要望をお聞きし、具体的かつ段階的に個別支

援計画に反映させながら支援を行います。 

 

ア 生活リズムについて 

起床から就寝まで自身のライフスタイルを知り、希望することや趣味など生活の幅を広げ

ます。 

日常生活（１日の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 金銭管理について 

決められた範囲内でのお金の使い方や貯金の仕方などを支援します。 

また、ご利用者の金銭を預かる際は「利用者の預かり金取り扱い要領」に基づき、間違いの

ないよう取り扱います。 

ウ 生活環境の維持、改善に関すること 

(ア) 月例会   

月１回 第１水曜日 午後２時より・職員も含む全員参加 

ご利用者が生活する場においては、ご自身が主役であるという観点から、施設内での生活の

ルールまたは、集団生活を送る中で発生する問題を利用される皆様が共に話し合い、共に解

決していく場とします。 

(イ) 意見箱の設置 

４階の食堂に意見箱を設置し苦情、要望等の意見を出しやすいようにします。その意見を

基に改善できるところは改善し、ご利用者にとって過ごしやすい環境づくりを目指します。 

(ウ) 入浴サービスについて 

個々のご利用者に応じて安全でくつろいだ入浴が確保できるよう努めます。 

自力で入浴可能な方については週３回、７月末から９月にかけては日曜日にシャワー浴

の時間も設けます。また、介助入浴者については、ご自身の残存能力を活かしながら入

浴できるよう支援いたします。 

時間 日 課 

6：00 

7：20 

9：00 

9：30 

10：00 

 

 

10：30 

10：30 

12：00 

13：15 

15：00 

 

17：10 

18：00 

19：00 

20：00 

22：00 

起床・洗面 

朝食 

掃除 

体温測定 活動開始 

介助入浴開始 月・木 男性 

       火・金 女性 

（介助入浴終了時間 ご利用者状況による 最終 14：30） 

機能訓練 

散歩活動 レクリエーション 

昼食 

ラジオ体操 クラブ・サークル 

一般入浴開始 月・水・金 男性 

       火・木・土 女性 

夕食 

入浴 

就前薬配薬 

一般入浴終了 

消灯 就寝巡回 

食事時間以外は、

基本的に自由時間

です。 
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(エ) 整理整頓 

身の回りの整理から掃除に至るまで、清潔に過ごせるようにします。 

毎朝９時からは、廊下や流し場・トイレなどの共有部分はもちろんのこと各自の居室を清

掃します。  

(オ) 買い物代行支援 

    極力ご自身で購入に出掛けられるように支援しますが、困難な方には買い物代行と 

   して、必要な物を必要に応じて購入することを支援します。また、夏季・冬季の年に 

   ２回、衣類の出張訪問販売会の場を設け、買い物を楽しむ機会とします。 

 

④ 活動支援に関すること 

日常生活を豊かにするため年間行事計画から、次月のクラブ・サークル活動の月間予定表を作

成しご利用者の参加しやすい環境を整えます。      

ア クラブ、サークル活動について 

クラブ・サークル活動は、日常生活と心を豊かにします。ご利用者の興味やニーズに応じ

て、共に楽しむ雰囲気をつくりながら活動の場を広げていきます。また、積極的に地域の活動

ボランティアを受け入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 余暇活動について 

(ア) 創作活動 

食堂などを利用し、個々のペースに合わせた趣味や手作業ができる環境を整えます。希

望により材料や用具を貸し出し、創意工夫を凝らした作品づくりができるよう活動の場を

提供いたします。 

(イ) 散歩活動 

近隣の公園まで散歩に出かけます。お茶を持参し、日光浴と外気に触れることで気分転

換と身体機能の維持、向上を図ります。 

(ウ) レクリエーション活動 

クラブ活動、サークル活動のない午後の時間帯に遊具などを使用しレクリエーションを

楽しみます。 

ウ 主な年間行事について 

月例会等で希望を聞き、ご利用者の心身の状況に配慮しながら、負担にならないような行事

を企画、実施します。 

 年間行事予定         内       容 

４月 お花見 

   ５月 菖蒲湯  身体体力測定  

６月 避難訓練 大掃除 衣類購入 

７月 町内納涼盆踊り大会 大掃除 

８月   健康診断 水防訓練 

９月   団体一泊旅行 

クラブ・サークル活動 

クラブ名 実施日 時間 場所 

カラオケ 月３回（不定期） 13：30～15：30 4 階食堂 

童謡唱歌 第３（水） 13：30～14：30 2 階作業室 

映画・園芸・リラクゼー

ション・手芸・書道・苑

外清掃・脳活 

1 回/月 不定 不定 
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１０月   町内運動会 防災訓練 聖風苑まつり 団体日帰り旅行 

１１月   行事集会 衣類購入 大掃除 

１２月   冬至（ゆず湯）  年忘れ演芸会 もちつき大会 

１月   大師散策 防災訓練 鏡開き 

２月   健康診断  グループ日帰り旅行  

   ３月   お花見 

エ 就労等について 

身体的・精神的障害や本人がかかえる病状等を総合的に考慮し、就労等に繋げられるよう支

援します。 

(ア) 苑外就労（就労継続支援事業所への通所）  

障害福祉サービス（障害者総合支援法）の就労継続支援事業所への通所を支援し、継続

しながらご利用者の就労意欲の向上を図ります。 

(イ) 苑外就労（一般就労・中間的就労） 

一般就労を希望されるご利用者にはハローワーク等と連携し、本人の能力や適性に応じ

た仕事を探します。 

(ウ) 地域活動支援センターへの通所 

障害福祉サービス（障害者総合支援法）の地域活動支援センターへの通所を支援し、 

就労への足掛かりや日中活動の場としてご利用者の日常生活の充実を図ります。 

 

⑤ 健康管理に関すること 

日頃から体温測定と、血圧や体重などを把握し通院や服薬状況の確認と合わせて健康の維持を

図ります。年２回の健康診断の実施、嘱託医の診察、健康相談など健康状態を把握してまいりま

す。また、新型コロナウイルスやインフルエンザ、ノロウィルスなどの感染予防にも努めます。 

ア 食事について 

本人の嗜好や食形態に合わせた給食を提供します。毎月 1 回、昼食を選べる選択食の機会

を提供します。年１回の嗜好調査、合わせて栄養士による昼食時の食堂訪問での聴き取り並

びに食事形態を見直しなど適宜行ってまいります。 

イ 身だしなみについて 

洗面、歯磨きに始まり爪きり、着替えなど必要に応じ、介助します。 

そのために本人の状態や能力をその都度見極め、個別支援計画に反映させながら支援してまい

ります。 

ウ 機能訓練、リハビリーテーションについて 

月曜日～金曜日 午前１０時半から１時間程度実施 

生活を送る上でＡＤＬの維持は重要です。機能訓練が必要と思われる利用者には掛かり付けの

病院の医師に訓練の必要性の判断を仰ぎ、施設の訓練環境をお伝えし訓練内容の相談を行いま

す。また、訓練が安全でその時の心身の状態に適した訓練が行えるように配慮します。また、

午後１時 15 分からのラジオ体操を通して全利用者の健康管理に努めます。 

日常生活の中で箸を持って食事をする事から始まり、スーパーに行って買い物をする、趣味や

仕事にうちこむなど、基本的な生活活動ができるよう可能な限り支援に努めます。  

 

エ 感染予防について 

集団生活の特性を良く理解し、ご利用者相互、施設職員や出入りする関係者などが媒介者

とならないように感染対策を図ります。特に日頃の意識向上として「マスク着用と手洗いう

がい、換気」に努めます。 
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⑥ 人材育成・確保に関すること 

ア ケース会議について 

月２回午前 10 時～12 時 

ご利用者の支援のあり方や、活動、行事について、全職員で検討します。 

また、ご利用者からの苦情や意見、または事故について検証、検討し全職員で支援のあり方

を見直していきます。 

イ 職員学習会について 

毎月１回午後 4 時 15 分から 5 時 15 分の１時間 

職員の質の向上を図るため、権利擁護、個別支援計画を中心に学習会を計画します。その

他、福祉に関する知識、技術の習得から、日頃の業務上の疑問点など、話し合いや考える時

間を設け、職員同士の風通しを良くしていきます。 

ウ 委員会について（聖風苑内委員会）【会議】随時 

（ア） 給食委員会 

ご利用者のニーズを把握し、一人ひとりに適した安全で喜ばれる食事提供をするととも

に季節感のある食事で楽しみある献立作成に努めます。また、施設内基準に基づいた栄養

管理を行います。 

Ａ 細かい食事形態の対応が必要なご利用者には、最適な食事形態で提供を行います。 

Ｂ 利用者のニーズや嗜好を考慮し、検食日誌等による検食者の意見も参考にして、献立

内容の充実を図ります。 

Ｃ 委託給食会社と連携して給食内容の充実を図るとともに、厨房内の衛生管理を徹底し

食中毒等の発生を防ぎます。 

Ｄ 食事提供がスムーズに行えるよう、献立や調理等の面からサポートしていき 

ます。 

Ｅ イベント、行事食を通して楽しみながら食事が出来る機会を提供します。 

(イ) ボランティア委員会 

施設は、地域との関係づくりが不可欠です。ボランティア募集やボランティア参加を

重点目標に掲げ、交流を深めます。 

Ａ 日常活動ボランティア 

※童謡唱歌、理美容ボランティア  

Ｂ 一芸ボランティア 

※年忘れ演芸会での多種多様なボランティア 

Ｃ なんでもボランティア 

(ウ)  防災委員会 

聖風苑においては各種災害時に配慮を要する方が通所・入所されており、その防災対

策を確立することが強く要求されています。 

聖風苑では防災委員を選抜し、特に火災時の対策に重点をおき、定期的に避難訓練を実

施し、防災設備、消火栓、消火器等の扱いの実地訓練を行い、職員・ご利用者の消防意

識を高めてまいります。 

また、地震、水防災害等有事の際には、職員が行動できるように BCP（事業継続計画）

の確認と適宜見直しを進めてまいります。 
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年間訓練計画 

訓練種別 訓 練 内 容 実施月 

総合訓練 

ご利用者、職員の全員が参加し、通報、消火、避難誘導訓練を

実施いたします。消防署及び防災設備会社との合同訓練を実施予

定。 

１０月 

夜間・当直

体制時訓練 

深夜に災害が発生したことを想定し、夕方、救護施設当直職員

２名と警備員、救護施設ご利用者の全員が参加し、通報、消火、

避難誘導訓練を実施いたします。 

６月、１月 

水防訓練 

施設における洪水等の被害から施設利用者及び職員の生命・財

産を保護することから洪水時の円滑かつ迅速な非難ができるよ

う訓練を実施します。 

８月 

エ 職員の連携と質の向上について 

（ア） 朝と夕の引き継ぎ 

朝と夕の引き継ぎでご利用者の日常の様子を職員間で共有し、支援を充実させます。ま

た日誌やケース記録にタイムリーに記録（電子媒体）を残すことにより、職員の情報の伝

達・共有を図ります。 

（イ） 係・班会議 

月１回午後 1 時 30 分から 3 時 30 分 

職員を活動係と生活係に分け、それぞれの業務の確認と課題について検討し実施いたしま

す。 

（ウ） 外部研修について 

外部研修をとおして資質向上と問題意識の整理、そして福祉サービスの提供に対する役

割について学ぶとともに研修に参加した職員による報告、情報共有を図ります。 

 

⑦ 建物設備整備に関すること 

ご利用者が安心して生活できるように、建物、設備の維持に細心の注意を払い、万一トラブ

ルが発生した場合には、迅速に対応いたします  

ア 主な設備維持管理について 

空調衛生設備 アズビル(株) 受水槽清掃 ケージーケー(株) 

エレベーター ジャパンエレベーターパー

ツ（株） 

消防設備 ＡＬＳＯＫ㈱ 

電気設備 (財)関東電気保安協会 自家発電機 (株)赤塚防災設備 

浴槽レジオネラ水

質検査 

東工業（株） 
電話設備 大塚商会㈱ 

消毒害虫駆除 （株）シーアイシー 

イ 主な年間計画 

設備管理の保守点検予定 

５月 
消防設備  

自家発電機 

６月 全館消毒害虫駆除 

１０月 受水槽清掃 

１１月 消防設備 

１２月 電気設備停電点検 

毎月実施 エレベーター、厨房内害虫駆除、空調衛生設備 
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隔月実施 電気設備 

随時   電話 

⑧ 他法、他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

川崎市が進める「地域包括ケアシステムの取り組み」を受け川崎区でも推進が図られて 

いることから、施設としても協力に努めます。他機関との連携を図ることでご利用者の 

サービス向上に繋がるよう図ります。 

ア 社会資源との連携 

入所施設の入り口支援から出口支援機能の強化として、地域・病院や関係施設・機関と連

携を図り地域のニーズに応えるよう体制整備を進めていきます。 

また、積極的に社会との関わりを希望されるご利用者には地域活動支援センターや地域生活

相談支援センターを紹介するなど、地域社会資源を活用できるよう支援をします。 

イ 地域生活移行 

本人の希望や能力に応じて、グループホームやアパートなど地域生活へ移行できる支援を

行います。 

ウ  地域交流 

施設が所在する町内会の行事等に参加し、楽しいひと時を過ごしていただきます。ま

た、一人ひとりが地域の構成員である事、役割を担う事を理解していただくよう支援いた

します。 

 

⑨ 危機管理、安全管理に関すること 

ア 事故防止について 

リスク・苦情解決委員会の情報、資料を活用するとともに事業所内でも事故の検証検討

について体制見直しを実施し、より安心・安全な支援をすすめるために努力します。 

イ コンプライアンス（法令順守）について 

関係法令を順守し適正な施設運営に努めます。 

ウ 権利擁護について 

苦情解決責任者及び担当者を置き苦情に対しては、速やかに調査し解決に向け迅速に対

応します。また、対処した方法が適切であるか否かを、公正、中立な立場から判断してい

ただくために、地域から第三者委員を選任し、年１回、苦情解決報告会を開催します。 

エ 障害や疾病に対する差別や本人の同意に基づかない行為、暴力や言動など虐待的行為は行

わずお一人おひとりの人格を有する人として接します。 

オ 個人情報の保護について 

個人情報保護規程に基づき個人情報の取り扱いには慎重に行います。 

カ 防災管理について 

年４回の防災訓練を通して入所者、職員が迅速・冷静に対応できるよう訓練を実施いた

します。また、地域防火組織（池上新町町内会防災協定 H20.8.28 締結）として町内会と連

携し入所者の安全確保に務めます。また、川崎区内二次避難所施設連絡会に出席し有事の

際に起こりうる課題や役割分担等の意見交換を行ないます。 

 

⑩ ＳＤＧｓへの取り組みに関する事 

       社会福祉法人川崎聖風福祉会として「かわさき SDGｓパートナー」に登録し、聖風 

      苑救護施設として以下の目標に取り組みます。 

 

     ア 目標３『すべての人に健康と福祉を』に社会福祉法人施設として、聖風苑の相談 

          機能を生かし、地域の方々の福祉の推進に寄与します。 
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     イ 目標７『エネルギーをみんなに。そしてクリーンに』に対し、施設ご利用者含め 

          一人一人が出来る事として電気の節約に努めます 
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２．聖風苑デイサービスセンター 
 

種 別   通所介護・介護予防通所介護   

開 所 年 月 日  1999 年 12 月 1 日 

定 員  35  名 

所 在 地  〒210–0832 

          神奈川県川崎市池上新町３丁目 1 番地 8 

          TEL044-287-2236    FAX044-287-2265 

床 面 積 ２階 112.70 ㎡（食堂兼機能訓練室）    

責 任 者  千葉 格  

事 業 所 番 号  1475000111   

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

介護職員 

機能訓練指導員 

看護師 

運転手 

1 

1 

5 

1 

1 

 

0.2 

  2 

5 

1 

2 

3 

0.2 

1.8 

 

 

 

 

 

3 

0.5 

0.5 

 

 

 

2 

0.5 

0.5 

2.5 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

通所 35 22 

 

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

①  重点目標 

ア 聖風苑デイサービスセンターは「ご利用者が希望する介護サービスが利用できる事業所」 

と「地域の健康と笑顔を促進し、安心・安全に通所いただける事業所」を目指して持続可 

能な社会づくりに努めます。 

イ 共生型の事業展開を視野に、次のステップに移行するための準備を進めていきます。 

ウ ご利用者の社会的孤立感の解消及び身体機能の維持並びにご利用者のご家族の 

   身体的及び精神的負担の軽減を図ります。 

 エ ご利用者の尊厳を確保（意思決定支援の視点・身体拘束禁止・虐待防止等）する為、 

   個々のご利用者の想いを意識して聴き取っていきます。 

    オ ICT 化による業務の効率化を目指していきます。 

   

②  主な取り組み 

ア 認知症ケアの質向上として回想法、音楽療法、認知症予防など介護予防に力を入れて 

取り組み、健康と福祉をご利用者に提供いたします。ご利用者の健康を維持すること 

で、ご自身の生まれ育った地域で末長く住み続けられるよう取り組んでまいります。 

イ 川崎市主催の「かわさき健幸福寿プロジェクト」に参加し、ご利用者の要介護度の 

改善に努めます。 

    ウ 定期的に空き情報や活動内容・ご利用者の意見等を発信し、活動内容等を可視化して 

居宅介護支援事業所や地域に広報していきます。 
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エ ご利用者の、身体的及び精神的な状態を勘案して、通所介護計画・介護予防通所介護計 

画を策定し、定期的にアセスメントも行いながらご利用者が満足して頂ける支援を目指して

いきます。 

オ ITC 化により、日々の業務記録や各種加算の取得に繋がるような仕組みを再検討していき 

ます。 

    カ 職員の他施設見学を通して、少ないスタッフで運営できる工夫を目指し、自身のキャリ 

アパスのための単年度目標を立て、職員個々の自己研鑽を促していきます。 

 

③ 生活支援に関すること 

ア 生活リズムについて （日課表） 

時 間 ご利用者 職  員 

8：15

～ 

8：45 

9：40 

9：45 

 

10：05 

 

 

 

11：50 

 

12：00 

12：40 

 

13：10 

 

13：30 

14：00 

15：00 

15：10 

15：20 

15：30 

15：50 

15：55 

15：50 

17：00 

17：15 

 

 

全体ミーティング 

 

お迎え便到着 

水分補給、健康チェック 

朝の会 ・民謡体操 

特別入浴・一般入浴 

個別活動・機能訓練 

創作 

嚥下体操 

昼食準備 

 

昼食支援、口腔ケア 

個別活動・機能訓練 

創作 

特別入浴・一般入浴 

レクリエーション 

リハビリ体操 

カラオケ 

元気体操 

おやつ 

連絡帳 ・日記作り 

帰宅準備 

お送り便出発 

お送り業務終了 

 

全体ミーティング 

業務終了 

送迎早便出発（月・水・木・金） 

引継ぎなど（ご利用者の出欠確認等） 

送迎出発（車両 4 台） 

送迎到着、水分補給、健康チェック、排泄介助 

 

進行・促し 

着脱介助・入浴介助 

活動の支援・個別機能訓練の実施進行 

活動の支援 

活動の支援 

排泄介助 ・ 昼食準備 

 

昼食介助（交代休憩） 

昼食介助・口腔ケア介助 

活動の支援 

活動の支援 

進行・促し 

活動の支援 

活動の支援 

 

食事介助・排泄介助 

連絡帳記入・日記作り支援 

手荷物など返却 

送迎出発、見送り（車両 5 台） 

後片付け、翌日の活動準備など 

引継ぎなど、ケース記録作成 

（注意）行事・活動内容・天候によっては日課表の変更があります。 

イ 送迎サービスについて 

（ア） 当デイサービスセンターとご自宅の間をご利用者やご家族の状況に合わせながら安全

に送迎いたします。 
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（イ）  送迎車両内には、万一突発的な事態が発生した場合に備え、緊急連絡網と携帯電話を

常備いたします。（携帯電話使用についてはペースメーカーなどに配慮いたします） 

ウ 入浴サービスについて  

（ア） プライバシーに配慮し身体を清潔にすることだけではなく心身状態も観察いたしま

す。 

（イ） 季節感の味わえる入浴サービスを心掛け日常生活の中の「楽しみ」として提供いたし

ます。 

（ウ） 歩行困難・麻痺等の身体状況により、一般浴が困難な方には機械浴の対応が出来ま

す。 

エ 相談支援について 

（ア）  介護福祉士の資格を持ち、経験豊富な生活相談員を配置し、ご利用者・ご家族をはじ

め関係機関への報告・連絡・相談・面接を確実に行います。 

（イ） ご利用者の生活課題を発見し、情報共有を図ることで課題の早期解決・予防に努めま

す。 

オ 連絡帳・日記作り 

（ア） ご家族との定期的な連絡方法として、連絡帳にご利用者のバイタル、食事摂取量、入浴

の有無、活動時のご様子、センターからの連絡事項などを記載し、ご家族の思いを汲み取

る為の材料といたします。 

（イ） また、ご利用者個々の当日の活動などについて、職員と一緒に回想しながら日記作成を

支援いたします。 

 

④ 活動支援に関すること  

ア 主な年間行事 

４月 屋外でのリハビリ運動    １０月 運動会 

５月 体力測定          １１月 屋外でのリハビリ体操 

６月 お楽しみ会（ボランティア） １２月 お楽しみ会 

７月 七夕行事           １月 新年の福笑い 

８月 夏祭り            ２月 節分 

９月 敬老会            ３月 ひなまつり 

イ 余暇活動について 

（ア） 季節ごとに創作（ひな人形・壁飾り・クリスマス飾り等）を手掛けています。 

（イ） ご利用者の趣味に合わせ、麻雀・将棋を楽しみながら行えるように配慮していきま

す。 

（ウ） 機械を利用して、脳トレ・リズム体操・ダンス等を行っています。 

 

⑤ 健康管理に関すること 

ア 健康管理 

（ア） 心身共に快適な生活が送れるように、ご利用者全員の健康状態の把握をしていきま

す。 

（イ） センター到着後、血圧・脈拍・体温測定を行います。 

（ウ） 服薬・投薬を的確にします。 

（エ） 昼食前には、ご利用者全員に誤嚥防止のため嚥下体操を実施しています。 

イ 食事について 

(ア) 食事は楽しみのひとつであるとともに、健康の維持、増進を図る重要なものです。  

摂取の仕方を確認することにより現状の身体状況を伺います。 
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疾患等により食事制限が必要な方に対しては、主治医の指示のもとに管理栄養士と 

相談のうえ、食事量の調整や副食の変更などを個別に対応します。 

(イ) 食事の摂りにくい方については、ご飯を軟飯やお粥に変更いたします。副食は軟菜食に

変更でき、状態にあわせて刻み食など食べやすく嚥下しやすい食事を提供します。 

（ウ） ご利用者自身で食事摂取が難しい方については、ご意向を確認しながら食事介助のお

手伝いを致します。 

ウ 機能訓練について 

（ア） ご利用者情報をもとにソフトによる訓練マニュアルを作成し専門的な視点による機能

訓練を計画し、継続的に実施いたします。 

（イ） リハビリのための器具や用具を充実させ、楽しみながら安全に安心して実施できるよ

うに努めていきます。 

エ その他 

（ア） ご利用者の状況により食事や水分摂取量の確認、排泄有無の確認をします。 

（イ） ご利用者の状況により口腔ケアとして食後に『うがい，歯磨き』を支援いた 

します。 

 

⑥ 人材育成・確保に関すること 

ア ケース会議について 

毎月、会議を開催し職員間の意見を求めます。 

イ 職員の連携と質の向上について 

認知症の受け入れに伴い、職員の認知症基礎研修・実践者研修を取得。意思決定支援・虐

待防止・身体拘束禁止等の研修を通して、尊厳の大切さを学び、さらに状況に応じた研修等

を受講し専門性の高いケアを目指します。 

 

⑦ 建物設備整備に関すること 

ア 修繕計画について 

（ア） 安全点検の厳守、また安全、衛生に配慮した保守、メンテナンスを計画的に点検しま

す。 

（イ） 老朽化した備品に関しては、年度予算に取り入れ修繕していきます。 

 

⑧ 他法、他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

ア 地域交流について 

（ア） 地域のボランティアの方を受け入れていきます。 

（イ） 実習生を受け入れていきます。 

（ウ） ご家族・他事業者・町内会等に交流を深めるよう努め、また繋がりを深める 

    事業展開を図っていきます。 

イ 他事業との連携による運営について 

（ア） 福祉的サービスは計画に沿って職員全員の意思統一のもとで行われるものとし、計画

の見直しを定期的に行い、事業所へ報告いたします。               

（イ） 広報誌を作成し、利用者とその家族やケアマネジャーに広く配布し、当事業所 

    の情報提供を行い、利用におけるサービス選択の支援に取り組んでいきます。 

 

⑨ 危機管理、安全管理に関すること 

ア 苦情解決・権利擁護について 

21



苦情受付責任者及び担当者を明確にし、苦情が発生した場合には早急に調査し解決へ向けて

迅速に対応いたします。 

    イ 危機管理 

センターは万一事故が発生した場合は、ご利用者に対して最善の努力をもって対応いたし

ます。 

ウ 個人情報の保護について 

       個人情報保護法に基づき、個人情報の取り扱いには充分配慮いたします。 

 

⑩ コンプライアンスについて 

    ア 就業規則や専門職として行動規範だけではなく、一社会人として守らなくてはならな  

      いルールの遵守を求めて、入職時研修や階層別研修において取り上げていきます。 

    イ 法令遵守の責任は、責任者が担います。法令等に反する恐れがある場合には、上司・ 

      法人本部に報告し相談をします。必要に応じて、経営会議や所長会議等で報告・検討 

      していきます。 

 

⑪ ＳＤＧｓについて取り組み 

ア 持続可能な社会の取り組みとして、地域に根差した活動を促進していきます。 

    イ 健康的な生活を確保し福祉を促進していきます。 

    ウ 質の高い人材教育を確保し、講習の機会を促進していきます。 

    エ 差別のない社会 年齢・性別・障害・人種・宗教等で差別をすることがないようにします。 

    オ 環境や資源を大切にしていきます。 

 

⑫ 高齢者虐待・身体拘束防止について 

高齢者に対する虐待は、家庭や施設等で身近な問題として存在する。直面し得る人権 

課題として捉えるとともに、介護に携わる専門職は高齢者の尊厳を支える利用者本位の 

より良いケアの実現を目指すことが求められている。高齢者虐待・身体拘束の防止に取り組ん

でいきます。 

   ア 虐待・身体拘束防止対策委員会設置 

   イ 虐待・身体拘束防止のための研修実施 

   ウ 利用者及びその家族からの虐待などに関する苦情処理体制の整備 

   エ 虐待や身体拘束を受けたと思われる利用者を把握した場合に、各機関へ速やかに連携。 

 

  ⑬ 感染対策・業務継続に向けた取り組みの強化 

   ア 感染症対策に関する研修を実施していきます。 

   イ 机上訓練を含めた訓練を定期的に実施していきます。 

  ⑭ 研修について 

ア 職員会議で日々の業務や問題点、季節行事等の議題を取り上げ、勉強会の場を設け、 

情報の交換や共有など行いスキルアップを目指します。 

    イ また法人理念を踏まえ、職員として支援スキルの質の向上を目指し、毎月１回 

以下の予定にて３事業所合同研修を行います。また、法定研修としてメディパス 

アカデミーを活用した研修を実施、３事業所研修とは別日に事業所研修として 

行います。 
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月 研修内容 講師など 

４月 認知症及び認知症ケアに関する研修  内部講師 

５月 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修  内部講師 

６月 感染症・食中毒及び蔓延防止に関する研修 外部講師 

７月 高齢者虐待・身体拘束の排除のための取組に関する 内部講師 

８月 休講  

９月 非常災害時の対応に関する研修（ＢＣＰ） 内部講師 

１０月 接遇に関する研修  内部講師 

１１月 倫理及び法令順守に関する研修 内部講師 

１２月 緊急時の対応に関する研修  内部講師 

１月 プライバシーの保護の取組に関する研修 内部講師 

２月 事故発生又は再発防止に関する研修 内部講師 

３月 権利擁護に関する研修 内部講師 

 

ウ 外部研修について 

川崎市総合福祉センター等で開催される 福祉職員向けの研修を活用し、職員のスキルアップ

を目指すとともに、デイサービス職員として必要な知識の習得に努めます。 

⑮ 危機管理、安全管理に関すること 

 事故防止について 

介護サービスを必要としている方々は概して事故・緊急事態に対して自ら対応するという能

力の点で弱い立場にあり、一旦ことが起これば生命の問題に直結するため、普段から「どのよ

うな事故、緊急事態が起こりうるか」を想定し、職員同士「ヒヤリハット」を報告し合い検討

することによって「事故防止」につなげます。 

⑯ 苦情解決・権利擁護について 

ご利用者お一人おひとりと結ぶ契約書に苦情受付責任者及び担当者を明記し、苦情が発生し

た場合には早急に調査し解決に向けて迅速に対応いたします。事故、ヒヤリハットの 報告が

あった場合は、その都度、解決策を職員間で話し合って決め、記録に残します。万一事故が発

生した場合は、ご利用者に対して最善の努力をもって対応いたします。損害賠償は施設損害賠

償保険で行います。事故の結果ご利用者が病院を受診された場合は、川崎市及び神奈川県にも

報告します。 

⑰ 個人情報の保護について 

個人情報保護法に基づき、個人情報の取り扱いには充分注意いたします。 

⑱ 防災管理について 

聖風苑救護施設に準じ、年３回の定期的な防災設備点検に加え、自主点検の適宜実施、防災

講習会への参加、「災害発生時の対応マニュアル」における避難方法・経路の安全確保、所轄の

消防署に防災訓練の計画と結果を報告します。 

発生時の連絡体制等の留意事項は次のとおりです。 

ア 事務室に、「職員連絡網」「災害発生時の対応マニュアル」「聖風苑防災組織図」を掲示します。 

イ 職員に、「聖風苑防災組織図」「職員連絡網」を配布して迅速な行動ができる体制を整えます。 

ウ 法人の全常勤職員の連絡簿を整備し広域災害に備えます。 
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年間訓練計画 

訓練種別 訓 練 内 容 実施月 

水防訓練 

（救護、デイ、ア

トリエ） 

施設における洪水等の被害から施設利用者及び職員の生命・

財産を保護することから洪水時の円滑かつ迅速な非難がで

きるよう訓練を実施します。 

第 1 回：8 月 

総合訓練 

（救護、デイ、ア

トリエ） 

ご利用者、職員の全員が参加し、通報、消火、避難誘導訓練

を実施いたします。消防署及び防災設備会社との合同訓練を

実施予定。 

第 2 回：10 月 

総合訓練 

（救護、デイ、ア

トリエ） 

昼間災害を想定し、ご利用者、職員の全員が参加し、通報、

消火、避難誘導訓練を実施いたします。この時、消防署に協

力を依頼し、町内会と連携して合同防災訓練を実施いたしま

す。 

第 3 回：1 月 
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３．アトリエ聖風 
 

種 別    生活介護 

開 所 年 月 日  ２０２２年４月１日 

定 員  ２０名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町３－１－８ 

          TEL044-287-2237   FAX044-287-2213 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

専 有 床 １階活動室[１] 156 ㎡、活動室[２]28 ㎡、面談室 15 ㎡ 

          トイレ 28 ㎡、中廊下 18.5 ㎡（ｷﾞｬﾗﾘｰ）、入浴室 22 ㎡、スタッフルーム 27 ㎡ 

責 任 者  田中陽一   

事 業 所 番 号  1415001666 号   

職員配置 

職  種 常勤職員

（人） 

非常勤職員（人） 計（人） 

[常勤換算に

よる計] 

備   考 

（配置する職員が他の部署等

との兼務の場合、その内容） 

（人） 常勤換

算（人） 

サビ管 1 
  

1.0   

生活支援員 8 2 1.5 8.5   

看護師 1 
  

1.0   

他業務職      

  

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

     アトリエ聖風は、障害者総合支援法、その他関係法令に基づき、障害児・者の日常生活及び社

会生活を総合的に支援するため、生活介護事業を適切に実施し、ご利用者本位のサービス提供と

効率的、効果的な運営管理に努めます。 

適正なサービス提供を推進するため、権利擁護への取組み、人材確保、育成と定着に向けた取

り組み、コンプライアンスの徹底、健全な財務規律の確立を行います。聖風苑内の救護施設、高

齢者及び障害児者の通所施設、その他周辺地域の福祉ニーズに応えられる施設となるよう、多機

能型の福祉拠点施設を推進し、それぞれの利用者が、それぞれの事業に関わり、交流すること

で、参加・活動の機会にもつながり、地域共生社会の構築にもつなげるこを目指します。 

①  重点目標 

② 主な取り組み 

ア 多機能支援 

上述の目的を効果的に推進するため、法人内の事業所、地域機関、多様な社会資源と協働し、

多機能総合支援を構築していきます。多様化してきている福祉ニーズに対してサービスの調整

〇 個別支援、生活支援、多世代共生型の支援、多機能的支援を行うことで、「地域共生社会」の

実現に寄与する。 

〇 個々の利用者のやりたいこと、主体性を大切にした活動、仕事を行う。 

〇 ご利用者の差別禁止、権利擁護、意思決定支援に関わる合理的配慮をすすめます。 

〇 共同活動の実施に向け、プログラム作成を聖風苑内職員全体で取り組む。 

〇 救護、デイとの協働による活動プログラムの立案、実施。 

〇 地域交流を意識する（地域住民との相互交流の中で、ニーズをとらえる。） 

〇 安定した事業経営―ご利用者の安心した日中活動を提供するため、ニーズ応じた介護・生活

支援の専門性を向上するとともに、ご利用者の受け入れを広げる。                                
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窓口となり、必要に応じて他機関、地域資源に繋げること、その活用をすすめます。 

イ 地域支援  

町内会と積極的に交流しながら地域ニーズを受け止め、誰もが暮らしに安心と生きがい、尊

厳の持てるように、施設が積極的に地域化し、街づくりをすすめていきます。 

ウ 専門支援  

     （ア） 強度行動障害の状態増にあるご利用者に対する支援体制を整えます。 

（イ） 安心して地域生活を送ることができるように関係機関と連携を取りながら支援します。 

（ウ） 介護のニーズにも対応できる体制や設備を整えます。 

エ 本人理解  

障害福祉サービスは懇切丁寧な提供を旨とし、生きがいや生活意欲に重視した相談・生活支

援を計画的、効果的に実施します。コミュニケーションツール等を活用し、本人の持つ能力に

合わせた自己表現や意思決定のプロセスを大切にします。 

オ ニーズ把握  

嗜好調査、家族懇談会、満足度調査、アンケート調査等定期的に行い、利用者ニーズの把握

に努めます。定期面談を年２回実施し、個別支援のアセスメントを行います。 

カ 情報の共有 

（ア） 職員会議や朝・夕のミーティングをとおして情報を共有し情報の共有を行います。 

（イ） 日常管理、請求業務のソフトを導入し、情報、業務管理の平準化を図ります。 

キ 権利擁護 

       職員は、利用者・入居者に障害や疾病があることにより差別をしたり、利用者本人の同意に

基づかない行為を指示・矯正・指導したり、暴力や侮辱的言動などの虐待行為をしたり、性的

に不快にさせるような行為をせず、利用者を一人の人格を有する人として接します。利用者に

対し適時適切な情報を提供し、利用者自身が望むことを自由に決定する権利を保護し支援しま

す。 

ク 虐待防止  

施設利用者の人権を擁護し、虐待防止責任者の職務が円滑に執行できるよう、保護者や第三

者委員など外部のチェック機能を持たせ、施設内での虐待防止のための虐待防止委員会を設置

することにより、その取り組みの実効性を確保します。 

ケ 苦情解決 

苦情解決の方法をガイドラインとして「見える化」することで、苦情への円滑・円満な解決

の促進や事業の信頼や適正化を図ります。ガイドラインに沿って「苦情受付担当者（事業所

内）」、「事業所責任者」、「法人苦情解決責任者（理事長）」等組織的に対応します。 

コ リスクマネジメント 

利用者が安全で安心して生活ができるように事故や災害に対するマニュアルを整え、支援の

備えを行います。事故報告は必ず共有し、原因を検証し、再発防止を被害拡大防止に努めます。

緊急連絡システムを活用し、風水害、悪天候、地震など災害時の連絡を行います。経営の安定

化 

   サ 経営の安定化 

日頃の支援やご家族、関係者、地域の方との関りを大切にし、ニーズに対応していく 

ことで、顧客満足度を高め、地域に求められ続けられる施設づくりを目指します。定員数 20

名に対して、毎日、17 名程度通所できるように登録人数を確保します。 

シ 意思決定支援  

意思決定支援を通じて、自己決定能力の向上、コミュニケーションスキルの向上、選択の理

解と評価、自己管理能力の向上、社会参加の促進、サポート体制の構築を図り、充実した生活

を送ることができるように支援します。 
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ス 合理的配慮  

ご利用者が安心できる環境整備する。ご利用者間の相性や障害特性に配慮し、必要に応じ

て外部からの刺激を減らし、集中しやすい環境を整えたりします。 

大型モニターを利用し、活動の手順や今の時間に何に取り組むのか等を視覚的にわか 

りやすく提示します。また、活動でも動画や写真等を写して使用します。 

 デジタルアート用のマウスを利用し、より操作を円滑にできるようにします。 

   セ 社会経験の蓄積 

      利用者が自身で作成した商品を売り子として販売し、作業工賃を得る喜びを最前線で感じて

いただいたり、購入してくれる方の様子を見ることや、作品に対する評価をいただく事で、次

の活動に意欲を持ったりできる機会を設けていく。 

      合わせて、適切なコミュニケーションを学び、実践する機会としても利用していく。 

      具体的には法人他施設に出張販売したり、地域の販売イベントに参加する機会を設けたりし

ていく。 

   ソ 業務の効率化（職員負担の軽減） 

      職員の業務負担を減らすことができるように必要に応じて記録や編集に関するソフト、モニ

ター等の機器を取り入れます。 

（２） 具体的計画（予定） 

① 研修計画 

 月                内容 

４月  

５月  

６月 救命、救急研修               法人階層別研修：新人・２年目 

７月 強度行動障害研修              法人階層別研修：一般職員Ⅰ 

８月 虐待防止研修 

９月 強度行動障害研修  

10 月 接遇研修                  法人階層別研修：一般職員Ⅲ 

11 月                       法人階層別研修：リーダー職員 

12 月 身体拘束防止研修              法人階層別研修：係長・所長 

1 月 メンタルヘルス研修             法人階層別研修：一般職員Ⅱ 

2 月 BCP 机上訓練                 法人実践・研究発表大会 

3 月 介護技術研修 

 

②  活動・行事計画   

 月                内容 

４月 アーリュブレット作品展 

５月  

６月 日帰り外出 

７月 水防訓練         

８月 夏祭り                    聖風事業所交流（保育園交流会） 

９月 避難訓練、アトリエ聖風夏祭り         聖風事業所交流（敬老会） 

10 月           聖風事業所交流（演奏） 

11 月 かわさき市民祭り、聖風苑祭り、川崎区社協福祉まつり 

Colors かわさき展 

12 月 川崎市障害者作品展、ともいきアート展 
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お楽しみ会                   聖風事業所交流（もちつき） 

1 月 常設展示 

2 月 田島支援学校製品販売会、避難訓練 

3 月  
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４ かわさき地域生活支援拠点たじま 

 

１階 生活介護専有部 訓練・作業室（重度重複）125.6 ㎡ 浴室 56.5 ㎡、車椅子ﾄｲﾚ 9.3 ㎡ 

      家庭支援センター専有部 相談室 9.5 ㎡、地域交流室 104.6 ㎡、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室 13.7 ㎡ 

   ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾍﾟｰｽ 110.6 ㎡、ｷｯﾁﾝ 6.3、収納 7.4 ㎡ 

共用部   医務室 15.5 ㎡、廊下 49.0 ㎡ 、男性ﾄｲﾚ 12.5 ㎡、女性ﾄｲﾚ 14.4 ㎡、EV9.5 ㎡ 

     車椅子ﾄｲﾚ 5.3 ㎡、事務室 71.3 ㎡、ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 20.8 ㎡、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 9.2 ㎡ 

２階 生活介護専有部 訓練・作業室 226.7 ㎡ 訓練・作業室（調理）37.0 ㎡、食堂 98.6 ㎡、訓練・

作業室（学習）19.9 ㎡、車椅子ﾄｲﾚ 8.3 ㎡、男性ﾄｲﾚ 22.7 ㎡、女性ﾄｲﾚ 16.1 ㎡、 

訓練・作業室（機能訓練）21,4 ㎡、 

共用部   廊下 78.0 ㎡ 、EV9.3 ㎡、階段 20.2 ㎡、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 51.3 ㎡ 

３階 生活介護専有部 相談室 14.2 ㎡、 

日中一時預かり専有部  居室 47.4 ㎡ 

      短期入所専有部  居室 39.6 ㎡、居間 34.3 ㎡、車椅子ﾄｲﾚ 4.2 ㎡、ｷｯﾁﾝ 12.5 ㎡ 

                       浴室 7,1 ㎡、脱衣室 5.2 ㎡ 

共用部   廊下 104.1 ㎡ 、EV9.3 ㎡、階段 20.2 ㎡、ﾗｳﾝｼﾞ 25.7 ㎡、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 10.9 ㎡ 

 車椅子ﾄｲﾚ 4.2 ㎡、男性ﾄｲﾚ 14.3 ㎡、女性ﾄｲﾚ 12.6 ㎡、倉庫 34.9 ㎡、多目的室 99.6 ㎡ 

         洗濯室 14.5 ㎡、処理室 3.6 ㎡、男性更衣室 13.3 ㎡、女性更衣室 25.8 ㎡ 

 

（1） 施設の運営に係る基本方針 

       「かわさき地域生活支援拠点たじま」は、障害者総合支援法及び児童福祉法、その他関係法令

に基づき、地域社会における共生の実現に向けて障害児・者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するため、次の事業を適切に実施し、利用者本位のサービス提供と効率的、効果的な運営管

理に努めます。 

      また、令和３年度報酬改定における障害者虐待防止の更なる推進が、令和４年度より義務化と

なり、①従事者の研修の実施、②虐待防止・身体拘束防止対策のための対策を検討する委員会と

して、虐待・身体拘束防止委員会を定期開催するとともに、委員会での検討結果を従事者に周知

徹底する。③虐待・身体拘束の防止等の為の責任者の設置が義務となっております。運営会議を

中心に、全事業の従事者向けに定期的に研修を実施していきます。 

     そして、改正障害者差別禁止法に基づく、合理的配慮が義務化され、昨年からアンケート・研修

を開催してきた。サービス提供に伴う個別支援計画等の中に、合理的配慮に基づく意思決定支援

を含めた、確認の場や内容について、ご本人・ご家族に分かりやすいように記載していく。研修

についても定期開催していく。 

     中長期計画に基づいた、事業の実施を行い、半期に一度見直しを行う為に、事業全体の振り返り

を行い、事業の進捗状況等を確認していきます。 

     また、安定的な事業展開を目指す上で、既存のご利用者の利用日数の担保とともに、新規ご利用

者の獲得については、ハード面・ソフト面を考慮し、区内の相談支援事業所・区役所支所に情報

提供を行い、サービスを必要とされるご利用者の利用に努めて参ります。 

     具体的な方法として、各事業をアピールするためのパンフレットの整備、新規ご利用者受け入れ

のためのマニュアル整備、提供する作業種を増やすなどして、魅力ある施設を目指していきます。 

      そして、業務継続計画（BCP）策定（自然災害と感染症等の関して）について、基本理念として、

①事業の継続、②支援の継続、③地域への配慮を含めた計画の策定を行っていきます。 

     特にコロナ感染拡大が見通せない中、平時からの対応を構築しておくと共に、関係機関を含めた

情報の共有と連携を図っていきます。 
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① 生活介護に関すること 

② 生活支援・地域交流に関すること 

③ 相談支援に関すること 

④ 日中一時預かり支援（障害児・者一時支援）に関すること 

⑤ 短期入所に関すること 

⑥ 地域のボランティア育成、支援に関すること 

その他、施設の維持管理など設置目的を達成するために必要な業務に関すること 

上述の目的を効果的に推進するため、地域活動支援センター、相談支援センター、グループホ

ーム等と連携をします。また、地域サービス機関、支援団体、協議会等、地域町内会等と連携

し、地域包括ケアの一端を担う拠点型障害者福祉サービスを更に目指します。 

(2) 拠点施設としての「地域社会における共生と暮らしを支える総合的支援」 

多様化してきている福祉ニーズに対してサービスの初期窓口となり、必要に応じて他機関、地

域資源に繋げること、その活用をすすめること、その地域づくりをすることをすすめていきます。

地域のだれもが暮らしに安心と生きがい、尊厳の持てる共生の地域づくりと信頼される施設づく

りに努めます。 

① 上述の目的を効果的に推進するため、法人内の事業所、地域機関、多様な社会資源と協働し、

総合支援を構築していきます。連携することにより、短期入所の自立体験、通所の活動体験等の

機会・場を広げていきます。 

② 障害福祉サービスは懇切丁寧な提供を旨とし、生きがいや生活意欲に重視した相談支援と生活

支援を計画的、効果的に実施します。 

日常支援と併せて緊急時や災害時に備え、基幹相談支援センターや区役所、町内会や社会福祉

協議会等と支援ネットワークの連携を強化します。セルフプラン、災害時個別避難計画をすすめ

ます。 

③ 福祉ニーズを支援する人材の確保と育成をします。介護や行動障害の専門的実習は積極的に受

け入れをします。施設の中で医療的ケアの実地研修ができるしくみを作ります。 

④ 地域のさまざまなニーズに対応できるサービス提供体制の確保や社会資源づくりなど地域の

体制づくりを推進します。 

⑤ 法人内生活介護事業アトリエ聖風と連携し、ショートステイの活用、緊急対応、製作販売を行

います。併せて、人的交流を通して、必要となる人材の確保を効果的に行っていきます。 

⑥ 拠点型福祉施設の使命ともいえる、災害時等の備えとして、事業継続計画（BCP）するための対

応計画を作成し、災害に強い事業所を目指していきます。 

⑦ 最後に、拠点施設としての役割を担う職員に対して、拠点型施設の役割について、理解し行動

に移すことが出来るよう、施設全体で共通認識が持てる機会を事あるごとに設け、意識の高揚を

図っていきます。 

  ※拠点型施設として川崎市から連携強化を求められている内容として、緊急時の短期入所の 活用に

関して、地域の既存施設と連携し体験も含めた運用とマネージメントが求められてきています。短

期入所事業・家庭支援センターと共同して対応できる体制を整えていき、面的な活用についてモニ

タリングを行い、地域福祉コーディネイターの役割を担っていきます。 
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４－１ かわさき地域生活支援拠点たじま 拠点全体に関すること 
〇施設全体のスローガン「ご利用者、職員、一人ひとりの声（想いに）耳を傾け、協力して暮らしを

支えていきましょう」 

 

(1)  人材の育成・定着に関すること 

① 人材の育成 

専門性の発揮、自己肯定感、やりがいの醸成、目標設定などができる職場づくりをし、採用か

ら定着までの人材確保策をとっていきます。業務の運営上必須となる資格に関して、確実に受講

できるように努めていきます。 

ア 介護福祉士・社会福祉士・精神保健福祉士・保育士等養成校・看護師養成校等から依頼を受

けた学生に対して、専門的実習受け入れの為、対応できる職員の育成を継続していきます。 

イ 喀痰吸引、強度行動障害指導のできる人材育成のため、積極的に研修等を活用し、外部研修

等に職員を派遣していきます。 

ウ サービス管理責任者の後任を育成するためにも、研修対象者となる職員を積極的に研修にエ

ントリーしていきます。 

エ 職員誰もが、相談支援を担える職員を目指す為、相談支援従事者研修（初任研修）にエント

リーし従事者の拡大を目指していきます。 

オ 職場に長く定着して勤務して頂くための支援（チームワーク・チームケアについての意見交

換の場・研修を実施）を整備し、夜勤専従のパート、日勤パートの採用を継続します。 

② リーダー職の役割を明確化し、現場職員とのパイプ役となるよう仕組みを構築します。 

ア たじま施設リーダー職と係長との OJT 実施。施設におけるリーダーの役割を明確化していく。

定期的なリーダー会議の開催により、現場の業務改善についてお互いに確認し、ボトムアップ提

案する場を作ります。 

イ 外部研修（川崎市社会福祉協議会・神奈川県社会福祉協議会等）を活用して、求められるリー

ダー像についても各自がイメージを持ちながら、働きやすい職場づくりについて、係長、管理職

含めて共通認識を持っていきます。   

③ 全職員が細かな部分に対しても事業を超えて自分事として捉えられる主体性の働きかけを 

行います。 

ア 職員研修 ON-JT、OFF-JT の積極的な活用のため、計画的に研修計画を立てていきます。 

ｵﾝﾃﾞｨﾏﾝﾄﾞ研修、DVD 研修など研修できる機会を確保します。 

イ 管理職とも面談し、共通認識を持つ機会を作ります。 

ウ てんとうむしハウス・学習支援・たじま祭り等を活用して、拠点型施設の職員であることを再

認識する場としていきます。 

④  人材の定着支援のためのモチベーション向上に取り組みます。 

たじま施設独自の、キャリアパスを基に、個人の年間研修計画を作成、研修目標に基づいた研

修受講、振り返りを行います。 

ア 係長とリーダーとの定期的面談の実施（年度末振り返り）。毎年 

イ 管理職による、職員、パートスタッフ全員へのヒアリング等を行います。 

ウ パート職員へのアンケート調査（自己研鑽、研修希望等の確認） 

エ チュータ（先輩職員からの指導）からの現場 OJT を再度構築し、不安、不満、悩みの解消に

つなげます。 

⑤  職員のキャリアアップのための研修体制強化 

基本的に、たじま施設におけるキャリアアップシステム（４年目）に基づき、職員研修の実施

に際しては３点留意する必要があります。 まず、研修対象者への留意です。職員一人ひとりの研

修ニーズを把握しながら、また、職員の業務の遂行状況を確認し研修計画を作成することが必要
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です。福祉職に限らず、栄養給食、事務、運転等の業務を担う職員も広い意味での支援者として、

関係職員に対して研修を実施することが望まれます。 特に新任職員やパート（短時間労働）の従

業者等については、障害分野での業務について理解が不十分である場合が多く、（１）の研修と併

せて質の高い支援を実施できるように教育する必要があります。 また、日々の関わりの中で支援

がマンネリ化する危険性がある職員に対しては、ヒヤリハット事例等を集積して日々の業務を振

り返る内容とする必要があります。２つ目に、職場内研修（ＯＪＴ）と職場外研修（Ｏｆｆ-ＪＴ）

の適切な組み合せにより実施することです。  職場外研修は、障害者福祉施設等以外の情報を

得て自らを客観視する機会を持つことができ、日々の業務の振り返りができるので、管理者は、

計画的、 継続的に職場外研修を受講させるように取り組む必要があります。 ３つ目に、年間研

修計画の作成と見直しを運営会議において、進捗状況含・振り返りを含めた評価定期的に行うこ

とです。 そのためには、実施された研修の報告、伝達がどのように行われたのか、職員の自己学

習はどうであったのかについても検証し、次につなげていくための評価が職員個々において、視

覚化されることでモチベーションアップに繋げていく。 

 

(2) 職員の資質・専門性の向上について 

介護技術・障害特性等については、映像(ﾃｨｰﾁﾐｰﾋﾞｽﾞを活用)にてマニュアルを作成し、必要に応

じて、新人職員・契約職員の採用時含めて、全職員で活用していきます。また、障害者支援に関し

て、オンデマンド研修（サポーターズ・カレッジ）を継続して活用し、職員の知識・技術の向上に

努めていきます。 

①  身体拘束・虐待に繋がる介護・支援が無いよう、最低年２回のアンケート調査・研修を通し

て、不適切な介護・支援に繋がらない様、定期的な確認作業を行っていきます。また、意思決定

支援に基づいた、合理的配慮の取り組みについても、個別支援計画等に盛り込み、ご利用者・ご

家族に説明し、同意を得られるよう場面設定を行います。 

②  強度行動障害者への支援力向上 

自閉症・強度行動障害を有するご利用者への支援を充実するため、強度行動障害支援者養成研

修の受講者を増やし、より具体定な支援計画が立案でき、実施・検証が行えるよう、総合リハビ

リテーション推進センターの支援を仰ぎながら、見通しを持った支援につなげて行きます。また、

市内の強度行動障害支援に従事する職員との連携を図るうえで、ネットワーク会議を推進し、各

事業所等で実施されている先駆的な支援に関して情報交換できる場に参画していきます。 

ア 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修・実践研修）を常勤・フルタイム契約者の受講を促進

していきます。また、拠点型施設の役割として、継続的に研修のファシリテーターとして職員を

派遣していきます。 

イ サービス管理責任者等が、パート職員に対して受講内容の伝達研修を実施します。 

③ 医療的ケアが必要な利用者への支援力向上 

短期入所を含め、医療的ケアを要する利用者の安定的な受け入れをする為、喀痰吸引研修修了

者の確保を継続して行います。 

ア 夜勤対応職員の、喀痰吸引研修の受講を計画的・継続的に目指していきます。 

イ 胃ろうおよび口腔内吸引処置に対して喀痰吸引研修修了者は全員実施できるようにする。その

ために、主治医との連携を密に行い、ご利用者もご家族も安心して通所・短期入所の利用ができ

るようにします。 

④ 身体的介護が必要な利用者への支援力向上 

ア 身体移動を伴う入浴介助場面において、重大な事故を経験し、ご利用者・ご家族に安心して、

ご利用いただくために、定期的な介護技術の見直しと、検証作業が行えるよう、業務標準とす

る為、テーチミービズの積極的な活用を図り、マニュアルの整備とブラッシュアップを図って

いきます。 
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排泄介助・食事介助など生活に直結する身体介護技術について、すべての支援職がその利用

者に合わせて最も適切と思われる介助が実施できるよう、定期的な個別カンファレンス・情報

共有・技術訓練を行います。 

イ 1 回/月に開催している全体会議に情報共有し、必要時技術確認を実施していきます。 

ウ 1 回/6 か月、施設内研修として排泄および食事介助の技術確認を実施していきます。 

⑤ 障がい特性を踏まえた権利擁護・意思決定支援への支援力向上障害者自立支援法・権利擁護・

意思決定支援・合理的配慮など最低限必要な法律で定められた内容を学べる場を確保します。 

ア リーダーが中心となり、必要な研修受講後、研修計画を立案し実施していきます。モニタリ

ングを含めて、ご利用者の権利が守られているか検証していきます。 

イ 施設内研修（初任者）を計画的に実施します。 

ウ 施設外研修（中堅者以降。神奈川県や市の社会福祉協議会などが実施している研修を活用）

を活用していきます。 

⑥ 障害について理解できる場の確保 

疾患の理解（特にてんかん等の仕組みと理解）ができるような研修の場を確保します 

ア 専門機関と連携し、疾患を理解できる施設内研修を実施していきます。 

イ 他機関が実施している専門的な研修に参加していきます。 

⑦ 対人援助職としての支援力向上 

初任者は、オンデマンド研修を有効活用し、社会人に必要な基礎知識（仕事の進め方、チー

ムアプローチ、ホウレンソウなど）、介護や支援上必要となる研修を実施しると共に、虐待防

止・身体拘束禁止・合理的配慮（意思決定支援）については必須研修として組み入れていきま

す。 

中堅者以降は、初任者へ指導する立場であることを踏まえ、チューターとしてどのような内

容を伝達していくのか考えることができるようにします。 

ア リーダー・係長と面談を実施し、到達目標についてお互いに確認していきます。 

イ チューター制度を理解し、介護技術・対人支援等の内容を検討する会を設けていきま 

す。 

⑧ 拠点としての実践報告会 

多機能連携による支援実践を共有し、拠点支援の機能や連携による実践を共有します。 

法人実践・研究発表大会等を活用して、１年間の取り組みについて発表していきます。 

  ⑨ DX 化の導入による業務改善  

 

(3) 各委員会・会議・係等について 

会議名 開催期日及び時間 出席職員 協議内容 

第三者委員会 年 2 回程度 行政の専門機関・民

生委員児童委員代

表・施設長・センタ

ー長・係長 

苦情・事故等に関する案件に

関すること 

運営推進会議 年２回程度 ご利用者・ご家族・

地域の代表者・職員 

施設運営含めて事業の透明

性・質の担保について 

施設運営会議 

第１水曜日１３時３

０分～ 

業推進部長、施設

長、センター長、係

長、リーダー職、看

護師、管理栄養士 

施設運営・人材育成に関する

こと 
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職員会議 

第２水曜日１７時１

５分～ 全職員 

施設運営及び各部署からの提

案事項検討、周知事項。研修

関係 

利用者選定委員会 

運営会議の１５時～ 施設運営部長、施設

長、センター長、係

長、リーダー職、看

護師、管理栄養士 

生活介護、短期入所、日中一

時事業に関する、新規両社の

受け入れ検討、調整 

職員ミーティング 
毎朝８時４５分～ 

毎夕１６時～ 

当日勤務リーダー職

員 

出欠、送迎確認、日中活動の

確認 

虐待・身体拘束防止

対応委員会 

定期開催：運営会議 

不適切な事例が報告

された時点で随時開

催 

施設長、センター

長、係長、リーダ

ー、看護師、管理栄

養士 

虐待（不適切な事例）発生後

の検証と再発防止策の検討、

虐待防止と権利擁護に関する

研修やマニュアルの作成、掲

示物の作成と管理、虐待防止

チェックリストの実施モニタ

リング実施。 

年２回、職員研修の開催。 

感染症対策委員会 
季節や感染時期前に

開催 

施設長、センター

長、係長、看護師、

管理栄養士、給食業

者、清掃業者等 

感染症等の予防・対応マニュ

アルの見直し、掲示物の作

成・管理、必要に応じて職員

研修 

給食委員会 
第 2 火曜日 16 時 30

分～ 

管理栄養士、看護

師、支援員、給食業

者 

食事全般に関すること 

看護師ミーティング 随時 看護師・係長 利用者の健康管理に関する 

リーダー会議 毎月開催 リーダー職 

各グループ等の運営等に関す

る情報交換 

「ﾁｰﾑづくりﾐｯｼｮﾝ」 

コンプライアンス 

策定プロジェクト 
毎月開催 係長とリーダー 

規程・マニュアル・ハンドブ

ック策定 

プログラム QC 随時 各部署、各クラブ 
活動・サービス 

プログラム企画 

送迎係 随時 生活介護各グループ 送迎表、車両関係 

倉庫係 随時 生活介護 消耗品管理 

◆生活介護 ボランティア担当、音楽担当、園芸担当、食事担当、送迎担当、物品管理・ 

発注担当 

① 各事業所の係（役割）と委員 

      かわさき地域生活支援拠点たじまに運営管理に必要な次の係（役割）を設置します。 

(a)ボランティア係  (b)実習受け入れ (c)研修 (d)防災 (e)給食 (F)車両 (g)倉庫 (h)園芸 

(i)広報 (j)入浴(k)地域・拠点 (l)ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ・苦情 (m)こども食堂・学習支援 (n)たじま夏祭

(o)たじま祭り (p)日帰り外出各係に責任者（係長）を配置し、係ごと委員を編成します。責任

者、委員については、別途、事務分掌で定めます。 
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(4) 職員の連携について 

① ケース会議について 

ご利用者への支援のあり方について、担当職員だけではなく、支援に関係する職員全職員、

2 次アセスメントとして専門機関等と必要に応じて、計画的、定期的に支援計画の進行に係る

検討を行ないます。 

ア 本人や家庭の状況把握、課題の整理とその解決に向けた支援を検討します。 

イ ケースに関わる関係機関等が集まり、それぞれが持つ情報を出し合って、その評価 

と共有化を行います。 

ウ 課題を整理・検討のうえ支援方針を確立し、ケースの主たる支援機関・キーパーソンの決

定を含めた役割分担のもとに支援していきます。 

エ ケースに複数の課題がある場合、それらを一度に解決することはできなく、そのため、緊

急性の有無、安全を守るための方法、家族のストレスや必要とする支援等について共有し、

短期・長期それぞれの支援目標（ゴール）を決定します。 

オ 特に、多く課題を抱えた困難事例やさらに気になる事例については、定期的に個別ケース

検討会議を開催し、適切な支援につなげます。検討をします。 

（ア） 生活介護＞ 部門会議（隔週 1 回）＞全体会議内 

（イ） 短期入所＞ 部門会議（毎月 1 回）＞利用調整会議＞全体会議内 

（ウ） 日中一時預かり＞ 個別支援会議(第 2 金曜日、第 4 金曜日)＞利用調整会議 

（エ） 相談支援＞ 家庭支援支援センター会議（随時）＞利用調整会議＞全体会議内＞ 

相談支援事業所連絡会（法人）＞相談支援事業所連絡会（川崎区）＞川崎区機関連携

会議＞かわさきネット縁 

② その他 

ア 日中一時預かり 

毎日＞朝のミーティングで活動内容、個別支援、特記事項にについて共有します 

毎日＞夕のミーティングで「初めてできた」を報告。ＳＭＡＬＬステップを変更します。 

 

(5) 他法、他機関を含めた地域の社会資源の連携、サービスの向上、新たな事業開発に関する 

  こと。 

   第三者委員会・運営推進会議等を活用・提案し、事業の透明性とサービスの質の担保を図って

いきます。 

① 地域交流について 

ア 日中一時預かり  

（ア） 区内保育園との交流会 

（イ） こそだてフェスタ  

（ウ） 福祉まつり  

（エ） こども食堂  

（オ） 京町いづみ保育園 

（カ） 子ども文化センター(1 回/月定期交流) 

イ 生活介護 

（ア） 町内会祭り等への出店 

（イ） 地域交流ボランティアとの活動（わははの会等） 

② サービス向上について 

ア 生活介護/短期入所 

（ア） 外部の相談支援事業所、訪問介護、訪問看護、日中一時預かり事業所、川崎市 

更生相談所、医療機関等と連携を行い、ケア会議の開催・参加、ご利用者の生活 
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全体を見据えた支援を行います。 

（イ） たじま短期入所とはローテーション勤務を含めた、相互協力体制をとり滞りの 

ない事業運営をはかります。また土日稼働に向けた職員体制づくりも進めます。 

イ 生活介護 

（ア） 区内の製作所からボールペン組み立て作業を請け負い、ご利用者の作業の作業 

にします。またご利用者によるペットボトルの回収、剥がし、潰し作業を終えた 

ものは区内の回収場に納めます。 

       

(6) 危機管理、安全管理に関すること 

① 事故防止について 

ア リスクマネジメント委員会の取組み 

（ア） 各事業所でおきた事故を簡便かつ記入しやすい書式を定めて報告させ、報告書から瞬時

にデータが取れるよう一元管理しています。 

（イ） 事故情報の共有、各事業所での事故対策の検討会の実施による事故の再発防止に 

イ 事故・ヒヤリハット報告の徹底と活用 

（ア） 「人は誰でもミスをする」。これまでの経験で、事故の責任を個人に帰するだけで 

は、決して事故防止の効果は上がらないことを学習してきました。事故の原因の究明と

再発防止策の検討を即時行い、全職員で共有し、月ごとに振り返りをします。 

同様のヒヤリハット・事故が続く事があり、同様の内容について、視覚的に判断できる

よう、図式化を図り、再発防止のため職員に周知する方法を再確認していきます。 

（イ） 今後とも、事故報告の分析をもとに、利用者の身体状況や行動状態の把握に努め、 

個人ごとのリスク特性を理解し職員による気づきの意識を大切にしながら、さらに、 

環境要因や業務手順の見直しなどを進めていきます。 

  ご利用者の怪我等の原因究明のため、ドライブレコーダーを活用する。・活動室・廊下

にカメラの設置をすることで、原因等を探るための活用について導入し、継続的に研修

する機会を設けていきます。 

 

(7)  建物設備整備に関すること 

① 設備維持管理について 

法に基づいた安全点検の厳守、また安全、衛生に配慮した保守、メンテナンスを計画的に

実施します。 

内容 回数 業者 時期 

床清掃（磁気タイル含む） 2/年 ボイス 5 月、10 月 

ガラス清掃 2/年 ボイス 9 月、10 月 

エアコン清掃（ﾌｨﾙﾀｰ） 2/年 ボイス 3 月、9 月 

害虫駆除 定期駆除 2/年 ＣＩＣ 4 月、12 月 

害虫駆除 重点箇所 4/年 ＣＩＣ 6 月、8 月、10 月、2 月 

グリストラップ清掃 2/年 ＣＩＣ 4 月、12 月 

自動ドア・電子錠点検 2/年 フルテック 5 月、9 月 

建物設備検査 1/年 江田総合設備 9 月 

エレベーター点検（定期） 1/3

月 

東芝エレベーター 4 月、7 月、10 月、1 月 

エレベーター点検（遠隔） 毎月 東芝エレベーター  

消防機器点検 1/年 ホーチキ 10 月 

消防総合設備機器点検 1/年 ホーチキ 3 月 
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自家発電負荷試験点検 1/年 ダーウィン 3 月 

カーテンクリーニング 1/年 関東メディカル 5 月 

空調内清掃 1/年 ダスキン 5 月もしくは 10 月 

※建物の修繕、保全については長期修繕計画を立案していきます。 

③新たな社会資源、サービス事業開発を視野に入れて、将来への予算、人材の準備ができるよう

にします。 

(8)  コンプライアンス（法令順守）について 

① 法人理念の共有 

        理事長、事業所、スタッフが法人理念を共有、事業目標を共有し、社会的責任を果たせるよ

うにします。 

ア 年度当初に、事業所職員に対して、理事長より講和（ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ等）を頂く時間を設けていた

だきます。 

イ  管理者は、規定、マニュアルを確認する機会を設け、法令遵守の徹底と事業目標を共有し、

社会的責任について職員会議で確認します。 

② 法令遵守 

福祉制度、その他関係法令遵守を徹底し、良質で適切なサービスを提供し、施設や事業所の

社会的信頼が得られ続けられるようにします。 

ア 調書（記録）、データ書式の再点検をします。 

イ 法令順守責任者は、施設の責任者が担います。法令に反する恐れのある場合には、所長会議、

経営会議に報告、検討をしていきます。   

③ コンプライアンス（規定・マニュアル等）を１冊の冊子にまとめて、全体会議等で必要な部分

について、定期的に目にする場を設けていきます。 

ア ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ策定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（係長・ﾘｰﾀﾞｰで編成）を設置します。 

イ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ策定は次の項目を順次していきます。 

1.経営方針、2.法令の遵守、3.経営者・管理者の役割、4.職員の役割、5.公益通報の方法、

6.会計経理の方法、7.ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護、8.事故への対応、9.苦情への対応、10.専門的ケアの内

容 11.自己評価の方法、12.情報開示の方法、13.実行のための方法 

(9) 権利擁護について     

① 「虐待防止及び身体拘束禁止・対応指針」・「改正障害者差別解消法（合理的配慮の義務化）」 

についての理解を深め、支援現場の中で指針にそった取り組みを定着化し、意識を継続できるよ

うにします。子どもの虐待防止、人権擁護、障害者差別禁止法にも力を入れていきます。 

ア  権利擁護ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの読み合せ（年度当初４月） 

イ 子どもを尊重する保育のための人権擁護セルフチェックの読み合せをします。 

ウ  行動障害の支援について適正か、職員への聴き取りをします。 

② ご利用者のエンパワーメント、アドボカシーの視点にたち、意思決定支援の視点を深めます。 

ア 「権利擁護（虐待防止等）に関する」研修を年２回（５月・１１月）開催します。 

イ  外部講師による「意思決定支援」所内研修を行います（10 月） 

③ 虐待防止 

ア 虐待ﾁｪｯｸｼｰﾄによる振り返りを行います。（年２回） 

イ 身体拘束にあたる項目の整理をします。 

 

(10)  苦情解決について：第三者委員会の設置（令和６年３月３１日付）行政の専門機関・地域の代

表者・民生委員児童委員代表の参画により開催。 

① 苦情、要望は事業者にとって新たな期待の声と真摯に受けとめて、適切な対応に心掛け、ご利

用者の権利擁護を図るとともに信頼を高め、サービス向上に努めます。 
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② 苦情、要望については、「苦情マニュアル」に基づき、監督する立場でリーダー、係長を窓口

に担当し、管理者が把握して苦情、要望等あったその日に検討と報告とを行い、改善と解決に務

めていきます。ひと月ごとまとめ、対応や経過を全職員で共有します。 

③ 苦情解決に取り組むにあたり、その社会性や客観性を確保するために地域からの第三者委員

を設置しています。また障害の特性に配慮した適切な対応を推進するため、川崎市障害福祉施

設等苦情解決支援事業に加盟し、直接ご利用者からの話を必要機関につなげ、解決に取り組み

ます。 

④ 個人情報の保護について 

職員は、入職時に「誓約書」を法人宛てに提出し、【社会福祉法人川崎聖風福祉会 個人情

報保護規程・個人情報保護に関する方針・個人情報の利用目的】に基づき運営していきます。 

ア 個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施するあらゆる事業において、個

人情報を慎重に取り扱います。 

イ 個人情報の取得にあたり、利用目的を明示したうえで、必要な範囲の情報を取得します。 

ウ 個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報

を利用します。 

エ あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本人

の同意を得ることなく外部に提供しません。 

オ 個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損などを防止するため、適切な措

置を講じます。 

カ 個人情報の取り扱いに関する苦情があったときは適切かつ速やかに対応します。 

キ 個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、役職員に周知徹底し、意識啓

発に努めます。 

(11)  防災管理について 

「たじま」として災害時危機対応マニュアルを作成し、想定されるあらゆる災害に備えていき

ます。 

① 施設内外の安全対策の実施 

ア  施設内の棚、備品等の転倒や落下がないよう防止器具の事前確認等を行います。 

イ  緊急避難路の確保を含め、定期的に安全確認を実施します。  

ウ 「施設、防災安全点検表」を作成し、4 か月毎に施設全体の点検を行います。 

② 連絡体制の整備 

          「災害・救急・緊急時の緊急招集」など職員の連絡体制を整備し、災害・緊急時に各施 

設への参集を含め、職員が行動しやすい体制をつくっていきます。 

③ 防災・防火・風水害訓練の実施 

④ 災害時（地震・火事等）における対応マニュアルにもとづき年 2 回の避難訓練を実施し 

ます。  

⑤ 災害時用の医薬品、水・食糧など避難必需品を施設・行政・地域の中でできる備蓄を検討し、

訓練時に確認します。 

⑥ 協力体制の強化 

ア 施設内に防災会議を設置（主要施設単位）するとともに、法人内の会議が連携し、適時問題

点や対応マニュアルの見直し改善を図っていきます。 

イ 緊急時における地域との協力・連携がとれるよう、日頃から町内会やボランティア、また、

田島支援学校をはじめ、市や関係機関との協力関係を確保していきます。 
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(12) 食事管理に関すること 

① 食事について 

ア 支援職、看護師、管理栄養士がご利用者の情報を共有し、必要に応じて、個別対応食(エネ

ルギー調整食、減塩食等)の提供を検討いたします。また、施設からのご提案やご家族から

のご要望により、施設栄養士による栄養相談を行い、ご利用者の健康管理に日々努めま

す。 

イ 行事食やイベント食を定期的に提供し、食事を通して、ご利用者の「心の栄養」に繋がる

食事支援を目指します。 

ウ 嗜好調査を年 1 回行い、ご利用者のニーズに応じた食事の提供に努めます。また、支援

職、看護師にも食事の現状を聞き取り、施設全体で日々の食事への関心を高めていきます。 

エ 拠点型施設として、幅広い年代の方々との交流があるため、ご利用者、職員、地域の方々

とのコミュニケーションを日々大切にし、そういった中で浮き彫りになった課題への「食

育」に取り組んでいきます。 

② 食事面での課題 

      今後の課題として、提供する食事の「温度管理」が挙げられます。令和４年度に試行的に

温冷配膳車を導入し、アセスメントしながら、次の温冷配膳車を導入していきます。 

      食事の温度管理を徹底することで、食感や舌ざわり等、「食事の質の向上」に繋がります。

また、食事の温度は「美味しさ」にも直結するので、ご利用者の食事に対する「満足度の向

上」にも繋がる可能性があります。 

      ご利用者にとって最も良い食事支援を目指していきます。 

（13） 健康管理に関すること 

        コロナ禍が継続している中で、職員に関しては、国や県から支給された医療用抗原キット

を定期的に活用して、セルフチェックを行い、蔓延防止に努めていきます。ご利用者に関し

ても、発熱等の症状が見られた場合、保護者の了解のもと、セルフチェックを行い早期に確

認が取れるよう対応していきます。 

        また、身体拘束禁止に基づいて、健康診断・予防接種・理美容に関して、安全配慮の視点

から事前に保護者に同意を得て、抑制等が行われたかについて、書面につて報告していきま

す。 

① 体温、血圧、血中酸素飽和度の測定等、ご利用者毎に必要な健康状態の把握をこまめに 

行い、体調変化を早期に発見し、健康な生活を維持できるよう支援します。また健康状態の把

握と報告についてはご家庭と連絡を密に取ります。 

② 口腔内の状態を保つため、日常的な口腔ケアを行うとともに、希望者については年 1 回歯科

検診の機会を提供します。 

③  月 1 回体重測定と身長測定を行います。体重観察している、ご利用者に関しては随時実施。身

体測定を健康的な生活のバロメータとして捉え、継続的に観察し、体重およびＢＭＩの急激な増

減が見られる場合にはご家族、看護師を含めた相談の上、食事量や運動量を調整し支援していき

ます。 

④ 服薬管理の支援が必要なご利用者については、医師からの処方薬のみ対応できるものとし、

安全な服薬管理につとめます。 

⑤ 支援職員による経管栄養、喀痰吸引を推進し、ご利用者により安定的に安心して通所してい

ただけるよう取り組みます。実施に際しては安全な手技で行えるよう指導看護師による確認と

指導を徹底します。 

⑥看護師は外部で行われている、研修及び講習会や他業種によるテーブルワークなどに参加する

ことにより、新しい知識を得るとともに基本を大切にし、より良い支援が行えるようにしま

す。 
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(14) SDGs の取り組み 
 

【フードパントリー】による「食糧確保が困難な子どもがいる家庭への支援」、【こども

食堂（配食サービス）】、【こども学習支援】の運営。 

 

【フードパントリー】により、賞味期限が迫った食品を、区社協・市社協・フードバン

ク等から預かり、食糧を必要とする方への提供。 

 

・地域の生活課題を抱える方々に対する、相談支援。・子そだてフェスタ参加者への支

援、運営推進会議・第三者委員の設置により、サービスの質の担保と透明性を図る・顧

客満足度調査の実施と改善に向けた取り組み。 

・ご利用者の定期的な健康診断、歯科検診の実施。・インフルエンザ予防接種等の実

施。・職員の定期的な健康診断等の実施。 
 

【こども学習支援】家庭環境や発達に躓きのある子どもたちの、学習の機会の確保。 

【日中一時預かり事業】生活体験の場の確保と実体験の提供。環境整備を意識した、構

造化と視覚支援の提供。 
 

・妊婦、子育てをする職員にとって、働きやすい環境の提供。 

 

・緊急電源の確保のために、設置に向けて推進していく。・環境に配慮した、災害時用

の EV 車両の導入の検討。 

 
 

【生活介護事業】やりがいと賃金獲得のためのボールペン作業と販売。町内会祭り等へ

の参加。 

【多様な人材の雇用の確保】技能実習生の積極的な受け入れ。 

 
 

【障害者、外国籍の方々の雇用の確保】技能実習生の積極的な受け入れ。 

【たじま家庭支援センター】就労支援による、就労体験～雇用に繋いでいく支援。 

 

・地域共生社会を意識した、田島支所管内のこども～高齢者の居場所づくり提案。・田

島中央地区（５町会）との連携と地域づくり。・田島地区社協の活動を通して、障害者

等の理解の促進を図る。 
 

・地域、施設における虐待防止・身体拘束廃止に向けた研修を通して、地域啓発を行

う。 

 

公的福祉のみに頼るのではなく、主体的に地域住民の力を借りながら、その地域で安心

して暮らせるよう、生活に困り感を抱える方々とつながり続け（伴走型支援）、制度外

のニーズを発見し、解決に向けた関りを持っていく。 
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４－２ 生活介護 
事 業 所 名 称  たじま生活介護 

種 別    生活介護 

開 所 年 月 日  平成 28 年 4 月 1 日 

定 員  60 名 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20 番 10 

          TEL044-276-9693 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   定員 80 名規模、通所生活介護の提供。卒業生の進路先としての受け入れが中

心になります。 

責 任 者  田中 陽一 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

職員配置計画            

職種 
支援員配置

基準 

支援員配

置人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

所長、支援員、看

護師、栄養士、事

務員、運転手 

34 名 36 名 30 名 10 名 13 名 

※支援員配置人数は常勤換算数 

利用目標（年間） 

※生活介護利用定員を、４０名から６０名定員に変更しています。 

 定員 目標 

通所 60 名 54 名×258 日＝13,932 名 

(1) 事業所の基本方針、事業内容 

① 重点目標 

ア ご利用者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、身体拘束・虐待・人権侵害につながることが無

いよう、ご利用者・ご家族に対して、事前説明を前提とした、合理的配慮の視点を欠かすことな

く内応できるよう目指していきます。それぞれの障がい特性や生活課題に対して専門的な関わり

により、安心して地域生活を送れるよう、『当たり前のことが、当たり前にできる』支援職を目指

していきます。 

イ 選ばれる施設を目指すために、①環境面を整え、活動メニュー・創作活動等のバリェーション

を増やしていく。②ご利用者の意志決定を尊重するための、自己決定や選択に関して環境整備と

支援を提供していく。 

ウ 当欠の理由等【コロナ禍における感染症等】を確認し、ご家族等と小まめな連絡・状況に応じ

た家庭訪問を実施し、長期の休みに繋がる事がないよう関りを維持し、経営面を意識した支援を

行っていきます。 

(2) 主な取り組み 

支援ニーズや障がい特性に応じた支援目標を設定し、地域社会における生活スキル向上の為、

グループ活動プログラム、個々の生活課題に合わせた個別活動プログラムの提供と、ご利用者の

能力に合わせた日常生活支援を行います。 

(3) 生活支援に関すること 

① 生活リズムについて 

日中活動プログラムの充実や、活動時間と休息時間の切り分け、適度な運動の実施等からご

利用者にとって無理のないペースで規則正しい生活リズムで過ごせるよう支援し、安定的に通

所生活を継続できるようにします。 

② 送迎サービスについて 
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ア 自主通所や家族による送迎が難しいご利用者に対して、ご自宅までの送迎サービスを提供し、

安定して通所できるようにします。 

イ 送迎区域・範囲は原則川崎区内とします。 

ウ 送迎車運行に際しては「送迎対応マニュアル」を遵守し、車内外の事故防止の為に急 

ブレーキ、急発進は避け安全第一で行うこととします。 

エ 万が一の事故に備え「事故対応マニュアル」を整備し、対処方法を徹底します。 

オ 台風・雪その他の気象状況により危険が予測される場合は、送迎時間の変更、運行の中止、

休業等、状況に応じた判断をし、緊急連絡【緊急連絡網システムを導入】を活用し、速やかに

ご利用者、家庭、関係事業所に連絡を行います。 

カ 通院等やむを得ない状況においては、送迎時間内（15：00～16：30）であれば、病院等へ送

迎車でお送りします。（送迎に係る費用は実費徴収します。） 

キ 車両事故・操作ミスに繋がらない様、安全講習会等を適宜実施し、安全意識の向上に努めて

いきます。 

③  入浴サービスについて 

ア 環境や介護負担、サービス利用状況等から居宅での入浴が難しいご利用者について、 

入浴サービスを提供します。原則週 1 回のサービス提供とします。 

イ 入浴サービスの実施においては、ご利用者の安全、安楽、羞恥心、プライバシーへの 

配慮をします。また入浴は保清や全身の血行促進、リラックス効果、ご利用者の全身状 

態の把握の機会であると捉え、健康管理にも役立てていきます。 

④  排泄の支援 

ア ご利用者が安心して排泄ができるよう、同性介助とし、プライバシーに配慮した対応 

を行います。また排泄に対する訴えや、現存する排泄能力を大切にしていきます。 

イ 必要に応じて、排便のコントロール等の排泄の支援を他機関と連携して行い、心地の 

よい排泄ができるよう努めていきます。 

⑤  障がい特性に配慮した支援 

ア 理解や判断の支援 

気になる刺激の低減、生活の見通しの持ちやすさの工夫、構造化された空間づくり等 

の工夫をし、わかりやすく、理解、判断、納得できる支援を行います。 

イ コミュニケーション支援 

日常的な意思表出や話し方、聴き方の支援についてコミュニケーションエイドの活用等の

取り組みを行うことで、相互理解ができるよう支援をしていきます。社会生活につながる

対人行動の力を支援していきます。 

ウ 見通しの支援（空間と予定の構造化） 

カレンダー、日課表、絵カード等ご本人にとって理解しやすいツールの導入と、活動空間

の整備によって日常生活の流れや作業工程等の把握がしやすくなるようにする等、生活に

見通しをつけやすくし、特に余暇時間に関しては見通しが持てる様、不安のない暮らしが

できる支援を行います。 

（4） 活動支援に関すること 

① 主な年間行事（感染症等の状況により、変更、中止あり） 

開催時期 行事内容 

4 月 ・お花見外出  ・個別支援面談(モニタリング・年度当初計画)   

5 月 ・端午の節句            

7 月 ・七夕  ・防災訓練（夜間想定）・歯科検診(希望者のみ) 

8 月 ・夏まつり（生活介護・日中一時合同） ・健康診断（希望者のみ） 

9 月 ・グループ毎の懇談会 
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10 月 ・個別支援面談（中間モニタリング）   

11 月 ・インフルエンザ予防接種  ・たじま祭り 

12 月 ・年末お楽しみ会 ・もちつき大会 

1 月 ・新年会 

2 月 ・節分  ・グループ毎の懇談会 

3 月 ・ひな祭り ・年度末お楽しみ会   ・地震想定避難訓練 

通年 ・1 日外出行事（活動グループ毎の 1 日外出） 

・時季毎の季節を感じることのできるミニイベント 

・ご家族懇談会は 2 回以上開催を予定。 

・各グループでの誕生日会、喫茶外出 

②  各グループでの活動支援内容 

活動はご利用者の障がい特性や生活課題、必要な支援内容に合わせて 4 グループに分かれて

の支援を基本として実施します。目的によって活動グループを超えた全体活動やより小単位で

のグループによる取り組みをします。 

A グループ 

【グループ目標】主に重症心身障がい者の方や医療的ケアが必要な方について、リハビリ

テーションを基軸に、健康管理と生活リズムの安定、機能訓練、感覚体験（刺激）の支援

を行います。また、合理的配慮に基づきご利用者の状況に合わせ、場面ごとに意識してご

利用者への意志決定の機会を確保していきます。感覚・体験の支援として、季節に応じて

外気浴・創作活動を行い、ご利用者全員が参加する、月１回の誕生日会を開催していきま

す。誕生日月に選んでいただいたカットケーキ等の提供することで、選択の機会と共に楽

しみとしていきます。また。健康上召し上がることのできない方が参加される際は場所を

変えて配慮させていただきます。 

 特に医療行為に関するヒューマンエラーがあり、医療職・支援職の連携を密に図り、 

ご利用者・ご家族が安心してご利用いただけるよう、医療行為に関するスキルアップを図

ることを重点目標とします。 

 長期のお休みや入院等で利用が制限されたご利用者に関して、ご家族・主治医に確認し

ながらご利用者の身体的負担を確認しながら、ご利用日を以前の状態に戻せるよう、看護

師等とも共有しながら進めていきます。 

 特に、入院等で体調等の変化がみられる場合は、基本的にご家族の了解をいただき、入

院中・退院時に立ち合いをさせていただき、安全に利用再開できるように、ご家族・主治

医・訪問看護等と連携を密に図っていきます。 

 ご家族からの要望に関して、医療行為や個別の対応について、看護師と協働して、安全・

安楽等に配慮して対応していきます。 

 日々の活動や行事に関して、連絡帳を活用して、ご本人のご様子を記載しご家庭での話

題提供の一助となるようしていきます。 

【具体的支援内容】 

a ハビリテーション・リハビリテーション・健康支援の充実 

(a)午前の時間個々のご利用者に対して、それぞれに必要な個別運動プログラム（歩行訓

練、関節可動域運動、発語訓練等）を作業療法士、言語聴覚士の指導によるプログラムに

基づき毎日 10 分程度実施します。更に身体機能についての知識を取り入れ、専門性を高

める取り組みをします。既存の運動メニューの更新に向け、必要性をお伝えし同意を得

た上で、作業療法士、言語聴覚士の訪問による機能訓練、または、必要に応じて南部地域

支援室に相談し、専門的なアドバイスをいただき、午前の個別運動プログラムの実施が

継続できるように調整します。 
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    (b) 医療的な管理が必要なご利用者が多く、日々の支援の中で、健康状態や体調の変化

に合わせ、毎日の体重測定・バイタル測定、水分摂取・排尿量等を確認して、ご家族に報

告していきます。ご家族・看護師と連携を密に図りながら、安全・安楽を基本に対応して

いきます。特に、発作を誘発する要因や、発作に関して、動画を活用してご家族と状況の

確認を取る為の材料とし、迅速に対応できるよう、ご家族と連携を密に図っていきます。 

（C）自発的活動、自己表現の支援 

コミュニケーションツールや音楽活動・行事等を介して、ご本人の持つ能力に合わせた

自己表現（自己決定）や自発的活動の支援を行います。 

b 感覚・体験の支援 

（a）スヌーズレン、手浴・足浴、オイルマッサージ、トランポリン、ブランコ等の部分的、

全身的あるいは日常的、非日常的感覚刺激活動を組み合わせ、家庭では体験しづらい感

覚刺激を通して、情緒や生活リズムの安定を得られるように支援します。 

（b）季節感や行事、近隣の公園などへの散歩については、これまで通り気候の落ち着いた

春、秋で実施していきます。また、敷地内の屋外での活動や水分補給を行う等、外の空気

を味わう機会も増やしていきます。 

（c）創作活動の取り組みとして、全体で取り組める展示物として、季節感を感じていただ

けるよう、その季節に合わせた創作を行っていきます。活動室の雰囲気作りにも配慮して

いきます。 

（d）音楽療法講師から学んだ、音楽活動として楽器等を活用したり、楽しみとされている

カラオケを取り入れて、心地よい感覚刺激を楽しみながら自己表現、自己表出の促しを行

います。 

c 生活リズムの支援 

 活動支援においては、ご利用者個々の活動を中心に、活動時間と休息時間を正しく切り分

け、わかりやすく、ご本人に負担感の少ない過ごし方を提供することで、規則正しい生活リ

ズムの支援をします。また当日の健康観察によって柔軟に活動内容を組み替え、無理なく集

団活動に取り組めるようにします。 

B グループ 

【グループ目標】 

① レクリエーション、創作活動、感覚刺激活動等の全体活動を通して自己表現、自己決

定、対人技能、集団参加の支援を行うとともに、動的・静的運動と地域貢献活動によっ

て身辺自立や日常生活につながる力を伸ばす支援を行います。また、合理的配慮に基づ

きご利用者の状況に合わせ、場面ごとに意識して利用者への意志決定の機会を確保して

いきます。 

B グループは知的障害、身体障害、自閉症スペクトラム等、様々な特性のご利用者が

在籍しています。7 年度同様、8 年度も引き続き、それぞれの特性に合わせた環境の構

築を目指します。 

【具体的支援内容】 

a 強みと興味を活かした自発性の支援 

（a）ご利用者の好きなことや興味を活かした個別活動（プットイン、シュレッダー、楽

器演奏、型はめ等）を全体活動とは別に提供し、日常生活の中で自然に手先や身体の機

能や生活につながる能力の維持・向上を狙います。 

（b）自発的活動、自己表現の支援 

コミュニケーションツール等を活用し、ご本人の持つ能力に合わせた自己表現（自己

決定）や自発的活動の支援を行います。 

b 感覚に対する配慮と活性 
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（a）見る・聞く・触れる、感じる等の感覚刺激（水遊び・手浴足浴等）を意図的に取り

入れた創作的活動、レクリエーション、運動を実施し情緒的な安定や感覚の活性をねら

います。 

（b）感覚に過敏等があるご利用者については、不快な刺激が少ない環境設定や工夫を行

い、活動参加に集中しやすくなるようにします。スヌーズレンを活用して、体幹を含め

た感覚刺激を味わって頂きます。 

 (c)野菜や花を育てるという継続的な活動を通して、日々の変化を感じていただきなが

ら、個々の状況に合わせた役割（耕す、植える、鑑賞する、収穫する、味わう等）を担

い、身体全体の感覚を使って体験し、楽しんでいただきます。また、適切な自己表現や

人間関係構築、柔軟な集団参加の促しを行い、達成感のある活動提供としていきます。 

c 体力や身体機能の維持、健康の向上の支援 

セラピストの指導による運動プログラムを基に、ストレッチやウォーキング等の運動を

日課として行い、日常生活・身辺自立に必要な筋力や能力の維持・向上や、側彎や拘縮等

の進行を防ぎます。ご利用者の状態の変化など必要に応じて、既存の運動プログラムの

更新を行う為、必要性の説明を行い、同意を得た上で、作業療法士、言語聴覚士の訪問に

よる機能訓練、または、必要に応じて更生相談所に相談し、専門的なアドバイスをいただ

き、個別運動プログラムの実施が継続できるように調整します。 

また、机上活動については作業療法士に評価していただき、よりご利用者のニーズに沿

った活動を提供していきます。 

d 社会参加と自己効力感の支援 

（a）7 年度より取り組み始めたペットボトル作業に継続して取り組んで頂きます。（キャ

ップ外し、ラベルはがし）。 

キャップ及びペットボトルを近隣の回収 BOX に投函していただき、ワクチンに変え

る取り組みへ参加することで社会貢献（社会参加）につながるように支援します。 

（b）創作活動を通して、自己選択・自己決定の場面設定や作品を完成させることでの自

己効力感の支援につなげていきます。また、集中力を養う、生活技能を高める支援をし

ます。 

ｅ 特性に合わせた環境の構築 

  7 年度 10 月、ご利用者の特性に合わせたグループの再編成を行い、活動室を２つに分

け、安心して過ごしていただける環境整備を実施しました。8 年度も引き続き個別のスペ

ースにパーテーションを増築し、それぞれの特性に合わせた環境を構築します。 

ｆ その他 

（a） 特に強度行動障害の判定を受けているご利用者が多く、安心して過ごせる場面提

供の為、専門的なアドバイスを頂く意味で、更生相談所と連携を密に図りなが

ら、定期的または必要に応じて見直しを行うことで、強度行動障害支援計画を立

案し、実施・検証を実施していきます。 

（b）コロナ感染症が第 5 類となり、5 年度より日帰りの外出活動も再開しましたので、引

き続き実施していきます。 

（c）誕生会については、好評のため、月１回の開催は継続していき、選んで食べる楽しみ

の機会を提供していきます。 

（d）令和 5 年度から、ご家族に向けてグループ新聞「たじま便り」を発行し、グループの

活動、行事等をお伝えし、施設での様子を知っていただく機会を提供しました。８年度

も継続する予定です。（不定期） 

（e） 7 年度 10 月より、「2 階職員全体で 2 階ご利用者を把握できるようにする」「ご利用

者の特性に合わせた環境を提供する」ことを目的にご利用者の過ごしていただく活動
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室を変更しています。特性に応じた環境提供は一定の成果が見られたと考えますが、ご

利用者の中には職員が日によって変わることに不安感じている方も顕在化し、デメリ

ットも見られました。そのため 8 年度 5～6 月頃、2 階職員をユニットごとに固定化し、

ご利用者に安心していただける職員体制を構築します。 

人員体制の都合上、これまで通り職員の連携も必要ですが、その際は隣ユニット職

員と連携を図ります。 

将来的には 2 階職員全員が 2 階ご利用者全員に携われるようになることを 目指し

ます。  
C グループ 

【重点目標】地域の資源を活用した軽作業を通じて、仕事への興味・意欲の啓発、能力の向

上、また、見通しを持った活動、達成の充足感と社会的役割を持てる取り組みをします。 

【具体的支援内容】 

a 見通しの支援 

 作業を通して、見通しを持った安心した日課と自分でできることは行う等、主体的

な行動力を支援します。個々に合った、わかりやすい環境づくり（パーテーション、テ

ーブル）、スケジュール（日課）、コミュニケーション（サイン、カードなど）の構造

化、専門的支援を強化します。 

b 働く楽しみを感じられる援助 

作業で得る工賃を目標に、働きがい、経済的充足感を持てる取り組みをします。業者

からの請負でボールペンの組み立て作業を行います。その他、新たな作業等も検討して

いきます。喫茶外出（月１回）や個々のニーズに合った余暇活動の支援も行います。 

c 健康の維持、増進と地域との交流 

  ウォーキングやエクササイズ（週３回）等、身体を動かすことで健康の維持、増進を

図ります。 

  上記以外にも、ご利用者が楽しみながら参加することができる運動メニューを考案

し、実施していきます。 

  喫茶外出や日帰り旅行等の外出活動を企画し、社会参加しながら普段と異なる活動を

楽しんでいただく機会を提供します。 

 

D グループ 

【重点目標】ご利用者の空間や個別を配慮した強度行動障害、聴覚過敏、個別活動などの部

屋を 3 つ用意。ボールペン活動提供をメインとし、落ち着いて過ごせるような環境設定を取

り組みます。地域社会への参加と豊かな人間関係の構築及び心身の健康を維持・増進を行い

ます。 

【具体的支援内容】 

a 創造、制作の技術の支援 

活動の余暇時間や仕事がないときに自立課題に取り組みます。また、OT と相談しなが

ら個々の課題や目標を基に自立課題の見直しや改めた設定を行います。内容として、ご

利用者個人的に合ったスケジュール表を作成し、ご利用者スケジュールの強化をします。 

作業で得る工賃を目標に、働きがい、経済的充足感を持てる取り組みをします。業者

からの請負でボールペンの組み立て作業を行います。 

b 対人関係、交流の支援 

地域のイベントへの参加し、人との関わりを支援します。田島町内会夏祭り（8 月）、

シェア畑、その他、たじま主催の展示（夏祭り）の機会をつくります。   

c 心の健康、体の健康、地域生活における健康の増進 
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(a)ウォーキングやエクササイズ（週 1 回）で適度な運動を伴う活動（運動不足の解

消、筋力の低下の予防） 

(b)仲間、ボランティアとの会話を促す共同作業（社会性の維持） 

(c)簡単な調理（不定期）等、家庭生活にも役立つ活動（生活能力の維持、自己評価） 

d 社会活動 

外出による地域資源の活用や地域交流等地域活動を通して、ご利用者の文化的体験・

社会体験を実施し、自信の持てる役割等の取り組みをします。喫茶外出（月 1 回）、日

帰り旅行（年 1 回）、グループ外出等を行います。 

ｅ 学習活動 

個々の学習能力の向上のために、必要とされる学習活動を週 1 回程提供します。 

また、ご利用者の特性に合わせた作業ボックスや机を配置。一人一人のワークスキル

を活かし、作業が集中できる活動室になるよう環境設定を取り組みます。 

ｆ 南部支援室との連携 

  南部地域支援室、南部在宅支援室と連携を図り、活動プログラムや環境設定を整えて

いきます。 

G その他 

  えんフォトの活用 

・グループ外出や季節の行事の写真を up し、ご家族に提供。 

・日ごろの活動風景や食事場面なども写真に残した形で提供する事で、日常的な様子をご

家族に報告する事ができるように活用。 

農園活動 

園芸療法や自然を通して感覚刺激などを目的とし、シェア畑には、季節ごとの野菜の育て

方や、苗植え、種まきといった作業工程なども講習会として取り入れられているので、職員

が参加し野菜を育てる事を学ぶことができた。職員のスキルや野菜の育て方などが  学べ

た 2 年間となり、シェア畑は今年で終了とし、8 年度からは、シェア畑で培った知識とスキ

ルでたじま施設の畑を利用する事とする。 

自主制作 

現在たじま施設では、自主制作活動を休止しているが、次年度から自主制作活動を 

再開したいと考えている。まず手始めに、織物系やアイロンビーズ等の手芸活動から練習

し始め、職員の配置やご利用者の活動状況（グループの再編成など）の様子を見ながら再

開の目途を立てていく。 

 

（５） 健康管理に関すること 

    ①  食事について 

ア 食事の提供は、支援職、看護師、施設管理栄養士が情報共有を行い、厨房業者と連携を密

に図り食形態の細分化を行います。またＯＴ、ＳＴの活用し、より個々の摂食・嚥下能力に

合わせた提供ができるよう取り組みます。（ミキサー、キザミ、粗キザミ、一口大、常食で

の提供・ご利用者の嚥下状態に則した水分提供の形態も行います）。また粘度調整、介助方

法、食事環境作りを嘱託言語聴覚士や南部在宅支援室等と連携しながら検討、実施します。

ご本人のできることに着目し、自助具を用いて可能な限り自力で食事を召し上がれるよう支

援します。 

イ 正しい姿勢をとることは安全な食事の基礎であると考え、正しい姿勢保持のための 

足台の作成や、車いすでの座位の調整等をあわせて行っていきます。 

       ②  機能訓練、リハビリテーションについて 

ア 作業療法士、言語聴覚士の訪問時にご利用者の状態把握と機能訓練プログラムの検 
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討、実施と職員による日常的な機能訓練の実施によって変形や拘縮の進行予防、安楽 

な姿勢保持、筋力維持を目指します。 

イ 機能訓練は関節可動域運動、ストレッチ、ウォーカー・平行棒を使用した歩行訓 

練、近隣ウォーキング、エクササイズといった活動プログラムとして実施するもの 

と、リハビリ、ハビリテーションを日常的な生活動作の中で意図的に行うものを併せ 

て行います。 

ウ 必要に応じて車いすや補装具等の修正や新規作成に際して更生相談所等と連携し、 

安楽で活動参加しやすくなるよう支援します。 

③  感染予防について 

ア コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウィルス等の感染症の蔓延予防の為、 

職員、ご利用者ともに手洗い、手指消毒、うがいを励行するとともに、テーブル、 

手すり等の消毒、次亜塩素酸ナトリウム噴霧器による空間除菌を併行します。 

  コロナウイルス感染予防としては、来所時及び１３時の検温、衝立の設置、食事支援時のエ

プロンの着用等を行っていきます。食堂・活動室においては、利用者間の距離を担保し、パネ

ル等の活用と喚起を徹底させていきます。車両においても密な空間となる為、定期的な換気に

より、空気の流れを確保していきます。 

  発熱・咳・鼻水等の症状が見られた場合に備えて、抗原検査キット等の備蓄を行っていきま

す。 

    インフルエンザ予防接種に関しては、希望者に１０月～１１月に実施していきます。 

イ ご利用者、ご家族、職員への感染症罹患についての注意喚起を継続して行い、早期 

受診、症状の重篤化と他者への感染を防ぐ取り組みをしていきます。 

ウ 感染予防については、嘱託医師に報告、相談し対策に努めます。 

④  その他 

   ※医療行為を必要とするご利用者の対応について、主治医・ご家族の要望等を確認し、安全に

安楽に対応できるよう、ヒューマンエラーがあることを前提に、お互いに確認作業を繰り返しな

がら、ご利用者・ご家族に安心していただけるよう努めていく。 

ア 体温、血圧、血中酸素飽和度の測定等、ご利用者毎に必要な健康状態の把握をこま 

めに行い、体調変化を早期に発見し、健康な生活を維持できるよう支援します。また 

健康状態の把握と報告についてはご家庭と連絡を密に取ります。 

イ 病院受診が難しいご利用者も多く居り、定期的な健康観察の必要性も高いことから、 

希望者については施設内での健康診断を年 1 回（８月～９月頃に）機会提供します。（胸部 X

線、尿検査、血液検査、心電図、感染等の感染症）。歯科検診に関しても同様に実施していき

ます。 

ウ 口腔内の状態を保つため、日常的な口腔ケアを行うとともに、希望者については年 

1 回歯科検診の機会を提供します。 

エ 月 1 回体重測定を行います。体重観察している、ご利用者に関しては随時実施。体重を健康

的な生活のバロメータとして捉え、継続的に観察し、急激な増減が見られる場合にはご家族、

看護師、施設栄養士を含めた相談の上、食事量や運動量を調整し支援していきます。 

オ 服薬管理の支援が必要なご利用者については、医師からの処方薬のみ対応できるも 

のとし、安全な服薬管理につとめます。 

カ 支援職員による経管栄養、喀痰吸引を推進し、ご利用者により安定的に安心して通 

所していただけるよう取り組みます。実施に際しては安全な手技で行えるよう指導看 

護師による確認と指導を徹底します。 
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４－３ 日中一時預かり    
 

事 業 所 名 称  たじま日中一時預かり   

種 別   日中一時預かり 

開 所 年 月 日  平成 28 年 7 月 1 日 

定 員  10 名以下  

営 業 時  間  9：30～16：00 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市川崎区田島町 20 番 10 

          TEL044-276-9672 FAX044-276-9694 

施 設 概 要  川崎市地域生活支援事業の日中一時支援に位置づけられた日中一時預かり事業。児童

発達支援事業に準じ、個別支援計画を立て障がい児・者の日中活動支援を実施します。

たじまでは 2 歳児から 6 歳児までを中心としています。 

責 任 者 藤川 雅大 

事 業 所 番 号 １４６５０００５３５  

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

保育士 3 

指導員 1 

指導員 

1 人以上 

４人 ２人 １人 １人 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

通所 10 20 日×9 人＝180 人 

１ 事業所の基本方針、事業内容 

（１）重点目標 

障害又は発達の遅れがある幼児の日中活動の場を確保するとともに、日常生活における基本動作を

習得し、集団生活に適応することができるよう保育の指針である「五領域」「幼児期の終わりまでに育

ってほしい 10 の姿」を基に障害特性や成長に合わせた支援を行います。幼児とその家族が安心して地

域での生活を営むことができるよう専門職、関係機関と協働して支えていく。また虐待について学習

する機会を持ち、日々の支援の在り方や子どもの発するＳＯＳをキャッチする力を身に着けこどもの

権利擁護の取り組みを行う。新規事業立ち上げに向けて、近隣の児童発達支援センター、日中一時預

かり等の見学や視察を管理者と現場職員で行い必要な人材やスキルを確認していく。 

図１ 
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①  主な取り組み 

保育所の指針でもある「五領域」「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」を基にした支

援。 

ア 五領域 

（ア） 心身の健康に関する領域「健康」 

（イ） 人とのかかわりに関する領域「人間関係」 

（ウ） 身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」 

（エ） 言葉の獲得に関する領域「言葉」 

（オ） 感性と表現に関する領域「表現」 

イ 10 の姿 ※5 領域は、資質や能力といった育みたい子どもの姿の目標を表したものです。 一方

10 の姿は、5 領域にある資質や能力といった育みたい子どもの姿を、より「具体的」に提示し

たものです。 

（ア） 健康な心と体 

（イ） 自立心 

（ウ） 共同性 

（エ） 道徳性・規範意識の芽生え 

（オ） 社会生活と関わり 

（カ） 思考力の芽生え 

（キ） 自然との関わり・生命尊重 

（ク） 数量・図形、文字等への関心・感覚 

（ケ） 言葉による伝え合い 

（コ） 豊かな感性と表現 

 Ａ 個々の障がい特性、発達の遅れに対する個別支援 

集団活動や個別活動を通して発語、語彙の習得、自閉症、ADHD の支援に力を入れていく。 

      Ｂ 大きい集団(学校・幼稚園・保育園等)への移行支援 

      Ｃ ご家族の相談支援    

（２）生活支援に関すること 

① 生活リズムについて 

  基本的には朝の会が始まる 10：00 までに通所してきます。通所時や外遊びで太陽の光を浴びる

ことで、体内時計のリズムを整えます。また、昼寝の時間を設けることで脳と体を休ませ、夜の睡

眠も良質なものとなります。 

② 生活環境の維持、改善に関すること 

     子どもがのびのび遊び活動できるよう室内の空間をパーテーションで分けて、一定のスペースを

確保します。子どもの発達段階に即した玩具の準備や入れ替えなどを行い、より子どもが活動しや

すい環境整備に努めます。 

③ 相談支援について 

ア 子どもの健康 · 発達・障害に関する相談 

イ 家庭内・育児に関する相談 

   児童虐待・保育の研修等を通して虐待の早期発見、適切な相談内容による助言ができるよう努め

る。家庭環境の変化等があった場合は、子どもの様子等を記録に残し関係機関との共有、必要に

応じて嘱託医へ相談等を行う。 

ウ 小学校・幼稚園・保育園その他の機関に関する相談 

エ 他の所属先への移行・併用に関する相談 

オ たじま家庭支援センターとの協働 
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（３）活動支援に関すること ※以下五領域、乳児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿に沿って 

 ① 体操・運動(室内) 

ア ＜人間関係＞友達と一緒に手をつないで踊る等友達の体操を見て他者を認める力をつけます。 

イ ＜言葉＞体を動かすときに体の部位の名称を習得し、体の動きと言葉を一致させます。 

ウ ＜環境＞体操するとき体を大きく動かすなど環境に適したことを学びます。 

エ ＜健康＞体力づくり、健康な体をつくりあげていきます。 

オ ＜表現＞自分の思いを表現するボディランゲージにつなげます。 

片足立ち・スキップ (バランス感覚の運動)、ボールプール(上半身のバランス、体幹を

鍛える)、・(目先だけでなく、その先の環境を確認できる力を育てる)・折り畳み鉄棒に

ついては、多くの幼稚園、小学校の校庭に設置されているとても身近な遊具である半

面、苦手な子が多く自分の腕で自分の体を支えることが出来ないと言われています。ま

た、落下してしまったときの恐怖心から上手くできないこともあります。幼児期に楽し

く行うことで多様な動きが経験でき、自分から進んで何度も繰り返すことにおもしろさ

を感じることができるように支援します。 

② 園芸 

ア ＜人間関係＞お友達とジョウロの貸し借りや成長など喜びを分かち合うなどして友好な関係を

育みます。 

イ ＜言葉＞作物の名前を覚えます。 

ウ ＜環境＞土・触感を感じます。 

エ ＜健康＞外に出ることにより太陽を浴び健康につなげます。 

     畑で取れた作物を食べることで好き嫌いの軽減につながります。 

オ ＜表現＞収穫物を使い、季節の作品などを作ります。 

年間の作物カレンダーを基にたじまの畑やプランターを利用して、畑を耕す、種を植え

る、水やりなど役割を持って行います。自然に触れて変化を感じる、何かを（虫等）を

発見する力、命の大切さを学びます。収穫した作物を食べることで食育、近隣の公園で

地域の方と植物を植える機会を持ち社会参加の場をもちます。 

③ 製作 

ア ＜人間関係＞作品を相互に確認し、感想を伝え合う事で良好な人間関係を育みます。 

イ ＜言葉＞職員にわからないことを聞き、コミュニケーションを図ります。 

ウ ＜環境＞卓上でその場に適した道具を使います。 

エ ＜健康＞のりやはさみを使い、手先を動かします。 

オ ＜表現＞自分が作りたいものを好きに表現して作ります。 

季節を感じる作品作りをすることにより四季や行事を覚えます。四季の特徴や表現の仕

方、気づき感じたこと、考えたことを表現していきます。また、個性や感性を伸ばしな

がら(触れる、聞く、見る)など、感覚器官を刺激し発達を促します。 

折り紙、画用紙、絵具、段ボール、クレヨン、はさみ、のり、ビーズ、セロテープ、ペ

ン、廃材などの素材を使います。 

④ 机上(個別の支援) 

ア ＜人間関係＞共通の課題を行い、共感できる環境を作る。友達が行う場面を見て興味 

を持ちます。 

イ ＜言葉＞わからないことを職員や友達に聞けるよう促します。 

ウ ＜環境＞時間を決めて課題に取り組むことにより環境に適応する力を身につけます。 

エ ＜健康＞机上活動で細かい作業を行うことで、手先が器用になります。 

オ ＜表現＞鉛筆を使い紙に書くことで、自己表現ができます。 
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年齢に合わせたグループで、個々にあう課題を行います。基本的な鉛筆の持ち方や箸、ス

プーンなどが使用できるように挟む練習、プットイン、ひも通し、ひらがな数字に触れあ

う機会を作ります。遊びの中で数の概念や物の質性の敷く意を感じ取り予測や工夫を促し

ます。自閉傾向が強いご利用者には絵カードを使用、絵の持つ意味や記憶の把持力がつく

よう支援します。多くの動作を行う事が苦手なご利用者には簡単な動きでボールが動く等

の物を用意します。 

⑤ 外出・外遊び 

ア ＜人間関係＞友達と手をつなぐことにより良好な人間関係を育みます。 

イ ＜言葉＞止まる、歩く、手をつなぐ等、言葉と行動を結び付けます。 

ウ ＜環境＞公園等、場によって適した遊びやルールを理解します。四季を感じます。 

エ ＜健康＞外に出て思い切り走ることにより、体力づくりにつなげます。 

オ ＜表現＞自分の好きな遊具を使い、オリジナルの遊びを見つけます。 

五感を刺激する、雑菌への抵抗力をつける、日光をあびることによってビタミンＤの形

成が促します。基礎体力や積極性を養うことを目的とし砂場や太鼓橋バスケットゴール

等を利用しながら外遊びを取り入れます。１か月に二回近隣への公園へ出かけ地域の方

とふれあいや交通ルール、道路標識に関心がもてるよう支援しています。 

⑥ 室内レク（スヌーズレン） 

ア ＜人間関係＞コミュニケーションの基礎能力を伸ばします。 

イ ＜言葉＞職員の言葉を集中して聞く力をつけ、ルールを理解する力をつけます。 

ウ ＜環境＞室内での遊びを学びます。 

エ ＜健康＞体を動かしたり、時に俊敏な動きも取り入れ、運動機能の発達につなげます。 

オ ＜表現＞勝ち負けを経験することで喜びや悔しさを表現します。 

     リラックスできる空間で心の健康を促進します。 

動の活動として、レクリエーション（だるまさんがころんだ・鬼ごっこ・かくれんぼ・

風船バレー・色鬼等）を行い、人間関係のコミュニケーションの基礎能力を伸ばす取り

組みを行います。遊びの中で集団活動を行う上でのルールや決まり事を意識する、集団

での活動に参加すること、楽しく負ける経験をする中で、パニックの軽減につながるよ

うに支援します。静の活動として、スヌーズレンを行います。光、音、香り、振動、触

覚など興味を見出し、リラックスできる環境を提供します。五感を刺激することで豊か

な感性を身につけ、場所の切り替えとしておもちゃの独占・物の執着からの解放を学

び、友達との距離が近くなるなどの目的で行います。 

⑦ 音楽 

ア ＜人間関係＞音楽活動、音楽発表会を行い人間関係における連帯感や協調性を学びます。 

イ ＜言葉＞歌詞で季節の言葉や物の名前を覚え発語につなげます。 

ウ ＜環境＞音に対して過敏・聞こえにくさを把握し、不快感を軽減させます。 

エ ＜健康＞発声をすることで肺機能の健康につなげます。 

オ ＜表現＞楽器や踊りを介して表現します。 

音楽に注意を向けて聴く経験を積み重ねると、言語音の聞き取りに対しても良い影響が

あります。活動では様々な楽器にふれ合い音を楽しんだり、職員がピアノを弾きながら

歌うところを真似したりし、朝の会、トイレなどの待ち時間に短くリズムの良い歌や手

遊びなど同じ歌を歌い楽しい時間で待つことも練習します。また、音楽で音の大きさ、

小ささ、長さ、短さ、早い遅いなどの加減を音楽で学習します。 

楽器を使用する際には自分で楽器を選び自由に表現できる機会を作ります。 
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⑧ 自由遊び 

ア ＜人間関係＞集団生活の中では、ぶつかり合うことも人間関係を広げるための重要な経験とな

り、同時に、集団生活では決まりやルールが必要なことも学びます。 

イ ＜言葉＞数を数えたい、文字を読みたいと意欲的になり言葉の発達を促します。 

遊びの中で「かして」「ありがとう」など人間関係の基本となる言葉の習得につなげま

す。 

ウ ＜環境＞その場にあるもので遊ぶ能力を作ります。 

エ ＜健康＞戦いごっこや、真似をすることで、意欲的に自分の意思で体を動かします。 

オ ＜表現＞ごっご遊びをとおして自分の役になり、考え表現する力を養います。 

おもちゃの使い方、遊び方を習得してない子が多く、友達の遊び方を見て学びます。好

きな本を開いたり、車のおもちゃで１人遊びをしたり、おままごとや、何人かで共同で

ブロック遊びをするなど、自由に遊べる環境や時間を設定します。幼児期は、友達と仲

良く遊ぶだけでなく、けんかやいざこざを経験できる貴重な時期であり、けんかを通し

て、自分の主張をぶつけ合い、お互いの気持ちに折り合いをつけ、自分たちで仲直りす

ることを学び、道徳倫理、社会のルールを守ろうとする意識付けをしていきます。 

ST の助言より、子どもの様子を見ておやつ後の自由遊びは個人または少人数での遊び

を行えるように遊ぶ空間を変えるなどして、個人の課題に沿った遊びを提供していきま

す。 

⑨ 午睡 

ア ＜人間関係＞昼寝によって外部の情報をシャットアウトする事で、脳はリフレッシュさ 

れ、午後も元気よく過ごすことが出来るようにします。 

イ ＜言葉＞おやすみなさいなどの挨拶を習慣化することを心掛けます。 

ウ ＜環境＞眠りの心地よい環境をつくります。 

エ ＜健康＞昼食後に睡眠をきちんととることにより、規則正しい生活につなげます。 

オ ＜表現＞布団をかけることで暑い、寒いなど主張する力をつけます。 

午睡専門の部屋を作り、落ち着いて眠れる環境を作ります。就学半年前のご利用者につ

いては午睡時間を徐々に減らし、体力づくりをしながら健康な心と身体を保ちます。 

⑩ プール活動（７月・８月・9 月２週目まで実施） 

ア ＜人間関係＞冷たい、水の感覚を共有します。 

イ ＜言葉＞水特有の感触を言葉に表します。 

ウ ＜環境＞水特有の感覚を言葉に表す。 

エ ＜健康＞服を脱ぎ、光を浴びて体の抵抗力をつけます。 

オ ＜表現＞水の流れや浮かんだ玩具で遊びを表現します。 

外気温 25℃以上で実施し、雨天時や気温が 26℃以下の日は機械浴室にて水遊びを実施し

ます。水の中で遊べる遊具を取り入れ、水に対しての怖さをやわらげながら 

行います。プールの周りには滑り止めマットを使用し転倒予防も行います。 

ビニールプール以外にも色水遊びや水を使用した寒天遊びなどを行い、楽しく色認知や

感覚遊びができる機会を提供します。着替え等に使用するタオルはご家庭から持参した

タオルを使用します。昨今 9 月になっても気温が高いことが多く続いている為、9 月に入

ってからは水着には着替えませんが、水遊びを実施します。 

⑪ サーキット 

ア ＜人間関係＞友達と一緒にまねっこをすることで協調性を育みます。 

イ ＜言葉＞職員の話を理解し、道具の名前を覚える。お友達を応援する。 

ウ ＜環境＞道具を使ってその場にある玩具を使います。 

エ ＜表現＞道具を用いて体を使った表現をします。 
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オ ＜健康＞平均台などバランス感覚を養います。 

子どもたちの課題を生活動作の参考書や研修内容、教材を基に、毎回テーマをもって取

り組みます。なわとびをすることで足の筋力増加やバランス感覚を養い、ケンケンパ体

幹を鍛え、ソフトブロックを使いジャンプ、階段などの動きを通して自分の身体の感覚

（ボディイメージ）を覚えていきます。平均台を使用し少し高さのある細い所を渡り

（平衡感覚、集中力、注意力）を養っていきます。 

⑫ 粘土 

ア ＜人間関係＞お互いの作品を見せ合うことで共感、他者を認める気持ちを育みます。 

イ ＜言葉＞知っている言葉を形にします。 

ウ ＜環境＞どれくらいの量を使うか、数量など自分で決めて使います。 

エ ＜健康＞粘土をこねたりすることで、力加減を学び、巧緻性のある動作を学びます。 

オ ＜表現＞形をつくる、好きな色を使います。 

     普段使用している油粘土のほかに小麦粉粘土に色をつけ色の認知力を高める、粘土用遊具

を使用することで指先の細かい動きも習得していきます。ちぎる、形を作る中で、図形や

数量の関心を深めていきます。 

⑬ 交流 

ア 子ども食堂への参加（月 1 回 第 3 水曜日） 

令和元年度より卒業生と在園児の交流としての参加は行っていませんが、令和 5 年 9 月より在園

児に対して地域の子どもとして子ども食堂の参加方法を掲示して案内を行っています。    

必要に応じて、日中一時預かり職員も子ども食堂へ参加を行うことで、たじま家庭支援センター

で相談を受けた方で日中一時預かり支援が必要な方へのアプローチを行う機会にもなります。 

イ 地域の子ども達との交流 

交流の目的としては、近隣の公園等公共の場へ行った際に、近隣に住む子どもと関わることで、

年齢の高い子どもが発展させる遊びを知る機会や、負ける体験、年長者との関わり方などを知る

機会となっています。 

ウ 保護者同士の交流、懇談会（２回/年）の実施 

交流の目的として、ご家族同士での悩みの共有や共通のテーマで話しをすることや、食事を

介して和やかな雰囲気の中で顔を合わせることで、保護者同士のつながりを作る場としていま

す。昨年度より、運動会の行事を取りやめ、新たに「参観日行事」を設け、運動する様子や個

別課題に取り組む日頃の子どもの姿を保護者の方にみていただき好評だったので今年度も継続

していきます。 

エ 保育園、幼稚園、小学校との交流（移行や併用に向けて様子観察、将来への期待や見通し 

を持てるように） 

交流の目的は大きな集団と関わることで、子ども自身の小学校などの大集団へのイメージ作

りやステップアップの見極めの場とします。今年度も昨年度同様に近隣の保育園（渡田保育

園、京町いづみ保育園）との交流を実施していきます。 

      交流後、様子等フィードバックしその後の支援の方針を検討する。 

   オ 個別支援面談（年 2 回） 

     日頃の様子や、成長をお伝えすると共に、家庭内での困り感、課題についての認識を 

する。 

（４）主な年間行事   

 年間活動・行事予定 園芸種植え予定 園芸収穫時期 給食 

4 月 花見（日中活動） トマト 

きゅうり 

 毎月１５日お誕生日

手作りケーキ (おや

つ) 
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5 月 就学説明会＆懇談会 

 

すいか 

あさがお 

 毎月 2 回食育おやつ 

6 月 衣替え 

買い物イベント(年

長児が買い出し、み

んなで食べる) 

   

7 月 プール（日中活動） 

 

 きゅうり 

トマト 

 

8 月 プール（日中活動） 

スイカ割り（日中活

動） 

夕涼み会 

 すいか 

あさがお 

 

9 月 歯科検診 

懇談会・参観日 

じゃが芋   

10月 ハロウィンパーティ

ー（日中活動） 

衣替え 

   

11月 親子遠足 

（鉄道博物館） 

   

12月 お楽しみ会（日中活

動） 

年賀状を作り 

もちつき（食育活動） 

ほうれん草 じゃが芋 クリスマス献立 

１月 お正月の遊び イチゴ   

2 月 節分豆まき（日中活

動）  

卒業生ランチ会（卒

業生のみ行事) 

 ほうれん草  

3 月 送る会親子と発表会 

(第 1 週に同日開催) 

 イチゴ バイキング 

 花見（日中活動）    

  ※11 月親子遠足は福祉バスを利用して実施予定。 

※昨年度からの変更点 

① 卒業遠足から卒業生ランチ会へ変更。 

昨年度 2 月に小学校入学前のご利用者を対象として「卒業遠足」行事を新設しましたが、卒

業生が多い場合利用日が異なる為、日程調整と職員の人数が少なく難しい為、成長する中でご

利用者が今後生活するうえで必要な動作（選ぶ、注文する、支払う、マナー）を学ぶ行事とし

て新たに新設。卒業前に同年代の子ども同士の思い出作りを行います。 

② 買い物イベント  

昨年度買い物イベントを新たに新設したが、偏食によって食べられない子がいたり欠席の場

合前日までの連絡でないと食材費がかかってしまったりとご利用者が損をすることがあった為

廃止。今年度新たに買い物イベントとして実際に店舗へ行き、決められたものを購入しお金を

支払う経験を行うことで、小学校入学前に習得しておくと良いとされる買い物練習を行うこと
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ができる。また、年長児が購入したものをみんなで召し上がる事で、年長児への憧れを感じる

機会にもなります。     

      

（５）健康管理に関すること 

① 食事について   

       感覚の過敏や鈍麻、こだわりの強さから偏食であるご利用者がほとんどです。栄養をバラン

スよく食べることより、「食べるということは楽しい」と思えるよう支援していきます。 ま

た、食のこだわりがどこにあるのか、色、形、配置、空間などの様々な視点からこだわりを模

索していきます。管理栄養士が食事の時間に足を運び、専門職としての助言や保育状況を共有

しながらご利用者に合った環境設定や支援方法の検討なども行っています。また、通常の献立

や食育おやつ、イベント食の内容についても相談しながらご利用者の支援内容に沿った内容の

メニューや構成を考えてます。イベント食としてバイキングは子どもが好きな量、好きなもの

を選択して食べるという食育にもつなげます。またクリスマス献立、かき氷等季節の物を味わ

うことを目的とします。今年度も月２回食育をテーマにおやつの時間にたじまの畑で取れた作

物などを使用して子ども達自身が調理（トッピング、混ぜる、絞る等）する機会を提供し、調

理前と調理後の変化や自由な発想や工夫する楽しさ食べ物に感謝する心ももてるようになりま

す。また、バイキング方式の行事では自分の好きな物を選択し、友達だけでなく大人（職員）

とも楽しみながら食事する機会を提供します。 

    感染症予防として、食事前の机・椅子などの消毒、手洗い（手洗いが十分に行えない場合は食

事前の手指消毒）を行います。食事介助が必要な場合は職員が使い捨て手袋を着用し、介助にあ

たります。イベント食や食育おやつ提供時に、調理器具を触る場合は、手指消毒、職員は使い捨

て手袋を使用します。共用の調理器具があった場合、使用の都度消毒を行います。 

 

② 感染予防について 

       コロナウィルス・インフルエンザ・ノロウィルスの感染予防の為、次亜塩素酸ナトリウム噴

霧器による空間除菌を通年実施します。感染拡大・予防のため①体温が 37.5℃以上ある②24 時

間以内に嘔吐が 3 回以上ある場合③全身状態がいつもより元気がない、ぐずっている等の体調

の変化がみられた場合、保護者への連絡を迅速に行いお迎え・通院等をお願いします。利用再

開については、〈保育所における感染症対策ガイドライン〉に掲載のある感染症については登苑

許可証をご持参いただきます。 

    コロナウイルス感染症予防に関しては、施設内の感染予防ガイドラインを基に昨年度同様以下

の通り感染症対策を行います。 

ア 施設内の消毒 

イ 消毒液を噴霧（1 日２回） 

（ア） 消毒液による拭き掃除 

ウ 寝具の消毒 

（ア） シーツやタオルケットの交換・洗濯（必要に応じて） 

エ 換気 

（ア） 施設内換気システムによる 24 時間換気に加え、常時窓の開放と空気の入れ替え      

オ 検温 

（ア） 来園者の来園時（送り・お迎え）３階エントランスでの検温 

（イ） 検温合計回数（1 日 2 回） 

   カ 【活動室】 

（ア） 食事、机上での活動中可能な限り向き合った状態での会話は避けます。 

（イ） 午睡では、密状態を防ぐため、一人一人の距離を確保します。 
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（ウ） おもちゃ等の消毒 

   キ 【情報提供】 

（ア） 通所されている子どもの発熱や体調不良状況などの情報を随時お知らせボードに掲示し

保護者向けに情報提供します。 

（イ） 発熱や風邪症状で休んでいる方に対しては法人の対応マニュアルに基づき身体状況の確

認と通院等のご提案を行います。 

（ウ） たじま施設内他事業での感染症発症など必要に応じて情報提供を行います。 

③ 健康把握 

ア 言葉で体調不良を伝えることが難しいご利用者の様々なサインを見逃さないようにします。 

イ いつもよりもぐずっている、機嫌が悪い 

ウ 食欲がない 

エ 顔色が悪い、ぼんやりとしている 

オ 体温が高い、顔が赤い 

カ 体温測定 毎日 

キ 便がいつもと違う、嘔吐する 

ク 身長、体重測定 月 1 回 

上記のような変化に加え、それぞれの、普段の様子をしっかりと把握し「いつもと違う」とい

う気づきから早期対応に努め、状況によって保護者に連絡をしお迎え・通院等をお願いします。 
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４－４ 短期入所 
 

事 業 所 名 称  たじま短期入所   

種 別   短期入所 

開 所 年 月 日  平成 28 年 5 月 1 日 

定 員  4 名 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市川崎区田島町 20 番 10 

          TEL044-276-9638 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   通所施設に併設された短期入所。川崎市単独型。在宅ケアの継続、地域 

移行体験、自立支援の目的でサービスを提供します。 

責 任 者 徳永由紀子 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

生活支援員 1 名以上 ６名 ４名 ２名 ０ 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

入所 4 部屋×30 日＝延 120 人 延 120 人 

退所  延 120 人 

 

(1) 重点目標 

家庭の事情により一時的に自宅での生活が困難になった場合やご家族の介護疲れの予防に短 

期間、入浴、排せつ、食事のほか、必要なサービスを行います。小規模（4 床）という強みを生か

し、重度心身障害、強度行動障害、医療的ケアなどの対応に力を入れていきます。短期入所職員７

名中４名が医療的ケア研修を終了したため、胃瘻からの経管栄養をはじめとした医療的ケアが必要

な利用者の受け入れを進めていきます。また、地域移行や生活能力向上を目的とした支援を個別に

支援していく。 

また、家族の急病や急死などで利用者家族から聞き取り出来ない状態での緊急受け入れが発生す

るなど、短期入所事業同士での連携が必要と思われる事案が多数発生したことから川崎市の短期入

所で連絡会を立ち上げた。継続して行って行く。 

 

(2) 主な取り組み 

① ご利用者の尊厳とプライバシーを守り、安心して生活できる環境作り 

② 他の短期入所、生活介護、相談支援事業と連携しご利用者の情報把握を強化し、より良いサービ

ス提供を目指す。 

➂ 個々に合わせた生活のスキルアップ練習(片づけ、ベットメイク、掃除等) 

④ 重度障がいをお持ちの方の受け入れ 

⑤ 医療的ケアが必要な方に対する土日のサービス提供 

⑥ 強度行動障害の方の受け入れ 

⑦ 家族状況に合わせた利用継続支援（申込補助、レンタル衣類など） 
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⑧ 4 床という少人数制の長所を活かして、「利用について不安がある」「こだわりがある方」「集団が

苦手な方」などの需要に応えながら受け入れ 

⑨ 一部の日中通所サービスへの送迎対応 

⑩ 短期入所を必要とする多くの方にご利用頂くための体制作りと広報活動 

新型コロナウィルス感染拡大対策 

 

(3)  生活支援に関すること 

① 生活リズムについて 

起床 7 時 消灯 22 時となり、就寝が遅くとも基本的には 7：00 には起きて朝の支度をします。 

室内のカーテンを開き、朝の太陽を浴びることから 1 日のスタートを送ります。川崎区内の通所

をご利用されている方は、普段通りの生活が送れるよう他の通所施設と連携しながら送り出しを

します。たじま短期入所を 1 日利用される方は、外出活動を取り入れるなど様々な活動に参加し

て頂きます。 

② 生活環境の維持、改善に関すること 

グループホームへの入所や単身生活を視野に入れたご利用の方も増え、生活能力の維持・  

向上を目指し、自身の私物の整理、管理をできる限りご自身で行って頂いています。たじまで使

用した物品、活動用品なども片づけ、整理を促します。令和５年度は区分２～４の自立度が高い

方が増え、将来的に自立生活や自由度の高いグループホームを目指す方の利用が増えました。次

年度はご利用者の要望もあり、現在も持参している方も多いことからヘアアイロンやコームなど、

整容用品の整備を行います。その他、ご利用者の変化や需要に応じて物品購入を進めます。 

ア ポーズインフォーム 

身体障害を有する利用者が快適な姿勢で活動や食事に参加できるよう、姿勢保持クッションを

導入します。 

イ テーブル 

現在の介助テーブルは高さ調整が可能なものの、一度裏返す必要があるなど手間が多い上、大

きな 1 枚板のためどうしても適さないご利用者が出る。一人ずつ高さを細かく調整できる介助テ

ーブルがあることで、ご利用者が適切な姿勢で食事召し上がることができる。 

ウ シャワーチェア 

現在３F 入浴室で使用しているシャワーチェアの劣化によりゴムでできている足や背面などが

痛んでいる。ご利用者に快適な入浴を提供するため購入し交換を行う。 

エ Fire stick TV 

前年度は各居室にテレビを設置し、利用者が居室で好きなテレビを楽しむことができるように

なった。ご利用者から部屋のテレビで好きなアニメや映画を見たいとの要望があり、契約してい

る Netflix 等をテレビに映すことのできる Fire stick TV を購入します。 

オ タンス 

現在使用しているタンスの劣化で引き出しの建付けが悪くなり、外観もひび割れなどが目立つ

ようになっている。鍵がつくタンスを用意し、ご利用者の自立訓練のため貴重品管理などの練習

にも役立てる。 

③ 相談支援について 

ア 福祉サービスを全く利用したことがない方 

イ 強度行動障害をお持ちの方 

ウ こだわりや固執の強い方 

エ 家族の介護困難な方の緊急受け入れ 

オ ご家庭の状況を把握し、相談ながらのサービス提供 

カ 各種ハンディキャップにより利用申込などの手続きが難しい方の補助) 
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キ 地域生活に関する事(地域生活を継続するために必要な相談に応じ、必要な情報の提供、又は

ご本人・ご家族に確認の上、関係機関につなげ協力を仰ぎます。) 

ク 継続した利用や準備が難しい方に合わせて、必要なサポートやフィードバックを行う 

④ 支援に関すること 

ア 食事の提供 

各常食、きざみ、極刻み、ミキサー食、ソフト食を用意し、増量も希望により提供できる

よう配慮。3 食の提供に加え、希望によりおやつ、夜食の提供まで実施します。日中活動での

おやつ作りでは、調理用品の新たな購入やメニューの考案により提供できるものの幅を広

げ、ご利用者がまだ食べたことのないもの、作る工程に触れることで食事をより楽しむこと

のできる経験を支援します。 

イ 入浴又は清拭  

立位可能な方については短期入所の浴室で 1 対 1 の支援を行います。立位が難しい方は、清

拭又は 1Ｆの機会浴室で実施します。機械浴の場合は同性 2 名体制で支援しますので 2 日、又

は 3 日に 1 回実施します。令和５年度に移乗移動機かーる君を導入し、これまでは１F の機械

浴室で入浴介助をしていた身体障害のある方の一部が、３F 入浴室でも入浴できるようになり

ました。これにより職員の分散が減り、見守りができるため安全性が上がりました。 

ウ 身体等の介護  

必要に応じ、移動、移乗、排泄介助、更衣など、自立支援を基に介護します。 

      移乗移動機かーる君を導入で、職員の技術や熟練度に関係なく安全に移乗することができる、

以前までは職員２名が必要だった介助が１名で行えるようになるなどしました。 

エ 生活訓練 

自身の洋服を棚に入れたり、洗濯物を畳んだり、シーツをかけるなど生活する上で必要な

訓練を実施します。 

オ 余暇（遊び） 

ご利用者が楽しい時間を過ごしながら、新たな興味を引き出せるよう多様な活動を選択でき

る準備します。音楽鑑賞用のラジカセ、居室用テレビ・DVD プレイヤー、動画鑑賞用 iPad 等は

申し出により無料で貸し出しします。また、施設の Wi-Fi も職員用の回線とは別に安全にご利

用いただけるよう、希望者には持参したタブレットなどを利用できるよう無料 Wi-Fi として利

用できるようにします。令和５年度は１～３号の各部屋に壁かけテレビを設置し、ヨギボー（ビ

ーズクッション）を追加購入しました。 

カ 日中活動（特別活動）/外出活動 

調理活動用品の購入、配置の見直しなどでメニューを大幅に増やすことが出来ました。制

作系ではレジンや石鹸作りなど、ご家庭に成果物を持ち帰り家族と行った活動を共 有する

ことが出来ています。次年度も引き続き整えた設備を活用し、ご利用者が楽しく過ごし、ご

家族も安心して頂けるように支援していきます。 

⑤ 健康管理に関すること 

ア 食事について 

感覚の過敏や鈍麻、こだわりの強さから偏食であるご利用者がほとんどです。栄養をバラ

ンスよく食べることより、「食べるということは楽しい」と思えるよう支援していきます。ま

た、食のこだわりがどこにあるのか、色、形、配置、空間などの様々な視点からこだわりを

模索していきます。また、近年は偏食などにより食べられるものが限られ、給食では十分な

食事が摂れないため持ち込みをさせてもらえないかとの要望が増えています。食事摂取が原

因が短期間の宿泊しか出来ない場合は、自立支援の観点から栄養士等との相談をしながら持

ち込みの受け入れを行っています。 
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イ ご利用者の状態・発作の観察について 

ご利用者の皮膚湿疹、傷の記録用カメラや、見守りに使用しているカメラのモニターとし

て iPad を購入します。これはプライバシー情報を含む情報を多く保管することになるため、

ご利用者には貸し出しせずセキュリティをかけて職員が使用します。 

ウ 感染予防について 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、普段から行っている定期的な消毒や次亜 塩

素ナトリウム水溶液の噴霧などの感染症対策に加えて、定期的な換気や飛沫防止パーテーシ

ョンの設置、ご利用者・職員の密接を避けることを徹底しています。特に感染リスクの高い

食事の際には、食事前にテーブル、手指のアルコール消毒、可能なかぎり食事をする時間を

ずらす、対面を避けるなどの配慮を行っています。 

⑥ 育成・確保に関すること 

ア ケース会議について 

毎月 1 回＞全体会議内 

イ 職員学習会について 

介護技術勉強会＞ 2 回/年 

ウ 職員の連携と質の向上について 

特に夜勤帯では職員のローテーションにつき、初めて対応する事が多く個人台帳を基に支

援しなればならないため「記録に残す」「申し送り」が漏れることなく記載できるよう検討し

ていきます。また、重度のご利用者の食事や排泄介助など、経験豊かな職員が指導できるよ

うにし、定期的に適切な支援が提供できているかの確認、申し送りを実施します。たじま施

設全体のキャリアパスを形成し、職員全員がマルチなスキルを有し、その中からさらに専門

性の高い職員を育てていきます。 

エ 外部研修について 

近隣で行われている福祉関係研修の情報を共有し、希望者が研修を受講できる体制作りを

行っています。令和５年度から継続して強度行動障害支援者養成研修に職員を派遣。 

オ 虐待防止、情報共有 

虐待や不適切な支援は、職員の知識不足やストレス過多などによって引き起こされます。

職員が適切な知識を身に着け、職員同士が支え合いストレスをためない環境作りを行ってい

ます。また、先輩職員に対しては不適切な行動に対しても指摘しにくいなどの意見もあった

ため、無記名で施設長宛てに意見を投稿できる「デジタル目安箱」を導入しました。 

カ 他機関や、他短期入所の連携 

ご家族の急病など、緊急事態などで未契約の短期入所を利用するケースがあります。たじ

ま短期入所の利用歴があり、他短期入所の利用歴がない場合などでは、同意を得た上で情報

共有を行い、ご本人ができるかぎり同じサービスを受けられるように支援しています。 

⑦ 送迎対応について 

令和 3 年度から川崎区内の障害者通所施設への送迎を行っています。しかし、新規契約でた

じま以外の施設に通所するご利用者が増加し、また発作等による見守りが必要なため添乗職員

がもう 1 名必要となるケースも新たに加わり、送迎対応の人員調整が課題となっています。そ

のため、生活介護と組み合わせて送迎を行う等の対応検討が必要になっています。 
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４－５ たじま家庭支援センター 
 

事 業 所 名 称  たじま家庭支援センター 

種 別    特定相談支援事業 一般相談支援事業 地域交流事業 

開 所 年 月 日  平成 28 年 4 月 1 日 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20 番 10 

          TEL044-276-9683 FAX044-276-9619 

施 設 概 要  法に基づく計画相談支援及び地域相談支援、地域移行・定着支援、訪問によ

る生活支援・見守り、在宅生活のコーディネイト、 地域住民ボランティアの

育成・活動支援、障害児者と地域住民・ボランティアの交流支援等 

責 任 者  江良 泰成 

事 業 所 番 号 １４７５０００３０１（障害児相談支援） 

         １４３５００１０４３（計画相談支援５２） 

         １４３５００１０４３（地域移行支援５３） 

                  １４３５００１０４３（地域定着支援５４） 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

相談支援専門員 

地域支援員 
３ ３ ３ ０ ０ 

※配置人数は常勤換算数 

(1)  事業所の基本方針、事業内容 

① 相談支援（地域我が事・丸ごと支援） 

    ア 重点目標 

      (ア) ワンストップで対応し、断らず相談を受け付けます。 

(イ) 手帳の有無、診断名に関わらず相談を受け付けていきます。 

   (ウ) ご本人・ご家族と課題整理を行い、ご家族含めて動機づけをしていきます。 

    (エ) 支援者に対しての情報提供と気持ちの受け止め支援を行っていきます。 

    (オ) 年齢等によるサービスの狭間にある方々の支援を行います。 

    (カ) 虐待防止及び身体拘束禁止・対応指針に基づいた対応を行っていきます。 

    (キ) 意思決定支援の視点を忘れずに、面談・計画相談等を行います。 

    (ク)  ご利用者の状況に合わせた、合理的配慮を行っていきます。 

    (ケ) 事業継続計画（BCP）を策定し、事業継続するための対応を図っていきます。 

    (コ) 地域の中の拠点施設として、施設の窓口として施設の持つ機能を活用して対応していきま

す。 

   ② 業務（ 地域生活相談員の設置） 

ア  法に基づく地域相談支援（地域移行・地域定着支援を含む）、訪問による生活支援・みまもり、

障がい児者と地域住民・ボランティアの交流を行います。                    

イ 地域住民ボランティアの活用・活動支援・情報提供を行います。 

 ③ 対象者 

         ア 川崎区在住の住民 

     イ 生活介護の利用者・家族、短期入所の登録者及び希望者 

     ウ 日中一時預かり利用の家族、希望者 

    エ 特別支援学校を卒業する予定の者及び卒業した者 

   ④ 基本利用日・時間 
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   毎週 月曜日～金曜日 利用時間 8:45～17:15 

                ※祝日、年末、年始 12 月 29 日～1 月 3 日営業休み 

⑤ 家庭支援 

ア 家庭内外の課題に対して、地域における福祉サービスに関係する全ての機関と連携し、 

利用者及び家族を含めた「家庭支援」を総合的、効果的に実施していきます。 

イ 当該施設の相談支援機能と、川崎区内の高齢分野・障害分野の機関との連携を図り ながら、

ご本人の状態像や家庭状況を的確に把握した上で、見立てを行い、ご本人の意向を確認しながら、

必要な専門機関につなぐ「家庭支援」を行っていきます。 

⑥ 地域連携の拡充・強化 

      ア 地域の民生委員・児童委員、地区社会福祉協議会との連携を密に図り、地域の課題につ 

いて検討する場を通じて、実際の活動につなげていきます。 

      イ こども食堂を通じて、共生社会の理解を深め、活動するボランティアの居場所づくりを目 

指していきます。 

    ウ 川崎区食糧支援ネットワーク会議は８年目を迎え、かわさき地域生活支援拠点たじまを会場に、

四半期に一度、市社協・区社協・地域見守り支援センター・区役所・ふれあい館を交えて、食糧支

援の現状と課題について意見交換を行う。また、田島地区社協の福祉部会（民生委員児童委員）区

社協で実施している、「みんなのご飯」を通して、民生委員児童委員の方々と意見交換ができたこ

とにより、各地区（中学校区を中心に）夏休み・冬休み・春休み前に開催されている。課題として、

主催者側も本当に食糧に困っている家庭（貧困）が見えてこない、貧困家庭に食糧が届いているの

か、このことについて顔の見える関係を大切にしながら、行政・地域住民の方々と意見交換を深め

ていきたい。子どもを中心とした居場所づくりについて、意識して運営いただけるよう活動をサポ

ートしていきたい。 

⑦ 障がい者支援（身体・知的・精神障がい者） 

     ア 当該施設の相談支援機能と、公的機関との連携を図りながら、ご本人の状態像や家庭状況を的

確に把握したうえで、適切な「家庭支援」を行っていきます。 

      イ さらに、地域の中で生活支援が必要にもかかわらず、サービスにたどり着かない方や利 

用されていない方々に関して、サービス計画をツールとして活用し、ご本人・保護者と一緒に今

後の暮らしを考えるための情報収集を行うなど、必要な人に必要な相談やサービスが届けられる

よう努めていきます。 

⑧ こどもへの支援 

 ア 日中一時支援事業や子育てサロン等を通して、「学び・遊び・相談」等ができるなど、地域にお

ける子育て支援ができる機能の充実を図っていきます。 

        イ 地域の家庭環境に応じて、こどもを対象に学習支援を行っていきます。 

ウ こどもへの相談支援については、南部地域療育センター・公的機関と連携し、就学前に関して

は、塚越相談室との連携を図るとともに、当該施設機能を生かした支援に努めていきます。在籍

児の学校との連携においては、区役所支所の地区支援担当（教育相談員）の活用を図っていきま

す。 

     エ 相談支援や研修を通じて、当該施設の相談支援機能と、公的機関等と、顔の見える関係を作る

ための、ネットワークの充実を図っていきます。 

     オ 居場所支援（地域交流スペース等を活用して）のための居場所づくりを促進していきます。 

    カ 川崎市ひきこもり支援ネットワーク会議活動を通して、不登校やひきこもり当事者・ご家族の

支援を関係機関と連携して対応していきます。 

⑨ 川崎区内における機関連携会議の運営（支援者連携～市民への発信） 

  ア ズームを活用しての会議を開催していきます。 

      イ 事務局として、「地域包括ケアシステムの構築」を視野に、地域の課題や情報発信等タイ 
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ムリーなテーマを取り上げながら、高齢・障がいの公的機関等が、毎月一同に会して、各機関で

関わっている事例を通して、ネットワークの構築・コーディネート力を高めるため、川崎区の包

括的な支援体制構築に向けて協議していきます。 

        また、支援者間の共有に留まらず、市民に対して活動している内容・テーマについて、 

発信していく機会を設けることを目指していきたい。 

 

（２） 地域交流 

① 重点目標 

ア  共生型の食堂（てんとうむしハウス）の運営を継続していきます。 

イ 共生食堂・学習支援に、関わりを持つボランティアの数を増やしていきます。 

ウ 地域交流の場を通して、地域の情報を収集していきます。 

②  目的 

ア 相談支援の一環として、対象者に（個別対応以外の）より幅広い人との関わり、余暇 

活動の機会としていきます。 

        イ 必要に応じて、保護者・参加児にアンケートを実施し、新たな課題に対応していきま 

す。 

ウ 継続的に運営するにあたり、助成金や食材の提供を積極的に受け、活動を安定して開 

催できるようにしていきます。 

エ ボランティア活動に携わることで、ボランティア自身の役割、居場所づくりとしていきます。 

③ 対象 

たじま家庭支援センターのご利用者母子、地域のこども、日中一時預かり 

の母子、地域交流スペース利用団体の大人、中高生、地域で関心のある大人（高齢者等）を受け

入れていきます。 

ア 定例 

(ア) 共生型食堂：毎月第１金曜日・第３金曜日 

           ボランティア（調理・子どもとの交流）：地域交流スペース利用団体の方、地域で関心を

お持ちの方（高齢者含む）など。地域の配食拠点として、小田地区にある「キメキメハウス」

を地域の配食拠点とし、自主的な活動へと発展してきている。配食を希望する家庭が半数以

上を占め、居場所としての利用と食事のみを希望される家庭の、二極化が続いてきている。 

        配食に協力いただいているのは、かわさき SOS 加盟施設に今後ともご協力をいただきたい。 

      (イ) 学習支援：毎週水曜日 

          主にこども食堂参加児を中心に、定期的な学習支援を開催します。 

      (ウ)  小学生から高校生を持つ保護者に関して、気軽に集え、悩みを共有する場としても活用い

ただき、必要に応じて個別面談を実施していきます。 

イ 経費 

食費等に関して、こども未来局の補助事業が、次年度も継続されることを確認済みで、 

食材についても、民間企業から米・野菜の提供を受け、安定した運営を目指します。 

 

④ 田島中央地区五町会（田島地区社協）等との連携について 

ア  田島地区社協の会員として、地域の行事やイベントに共同参加していきます。 

イ 町内会活動とも協働し、地域の町内会の行事等への参加を積極的に行うとともに、当該施設の

地域交流室・ボランティア室・会議室等を地域の方々に活用していただき、連携を深めていきま

す。 

    ウ 町内の田島町内会、姥ケ森町内会、東鋼親和会、鋼管通二丁目、追分町内会との連 
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携を図り、地域行事に積極的に参加し、交流を深めていきます。広報誌として、携わっている臨

港中学校区地域教育会議で発行している「地域のわ」を活用していきます。 

    エ 田島中央地区五町会とたじま施設職員との交流会を、年度末に開催し交流を深めて 

いきます。 

  オ たじま祭りでは、地域の作業所や民間企業にも参画いただき、地域住民に楽しんで頂く為の企

画検討を行っていきます。 

⑤ 地域交流室等の活用 

ア 地域交流活動スペースご利用団体との意見交換会（年２回）を開催し、活用に関して相互に情

報共有して頂く事で、地域の活動拠点としての役割等を再確認していきます。 

イ 地域の方々や町内会、老人クラブなど団体が、気軽に利用していただけるよう、ハード面・ソ

フト面で改善や工夫をしていきます。 

    ウ 障がい関連団体を中心とする概ね区内のボランティア団体が、気軽に会議や打ち合わせをした

りする活動拠点として利用していただきます。必要な書類等の保管をして 

いきます。（団体として登録していただきます。） 

エ 地域の支援者や、保護者を含めた講座の開催に協力していきます。 

オ 利用は、平日の午前、午後を通して利用でき、手続きもできるだけ簡素化します。 

利用される団体、個人の方々の協力を得ながら、施設と地域の敷居を可能な限り低く 

して開放し、地域の自主活動の拠点の一つとして頼りにされる施設を目指していきま 

す。また、必要に応じて、夜間帯・土日等でも利用可能な配慮をしていきます。 

⑥ 隣接する田島支援学校との連携 

ア 田島支援学校で開催される、「学校教育推進会議」に出席し、お互いの機能の相互理 

解が得られるよう努めていきます。 

イ たじま家庭支援センター主催の地域講座に職員も参加するなど、今後も、お互いの 

技術・知識の向上に向けた協力関係を構築していきます。 

 

（３）ボランティア支援 

① 重点目標 

ボランティアへの情報提供・研修会等の発信を行っていきます。 

ア 背景 

       ボランティアを希望される方々とのマッチングが課題となっており、川崎区社会福祉協議会

ともコラボしながら、希望やニーズに答えていく。昨年までの実績として、社会福祉協議会で

実施されている、「チャレンジボランティア（中高生を対象とした）」の受け入れも継続してい

きます。 

イ 対象者 

ボランティア希望者、地域で活動されている方々。 

ウ 経費等 

事業運営費 

 

（４）人材育成・研修・業務改善に向けて 

① 相談支援専門員としての質の向上 

    ア 相談支援従事者現任研修等、事業所運営をする上で必須となる研修を、更新期間内 

に受講していきます。 

    イ 相談支援に必要となる、法定研修・外部研修等を計画的に受講し、質の向上に努めていきます。 

    ウ 相談支援に関わる次世代の育成を視野に、精神保健福祉士・看護学生等の実習を受け入れてい

きます。 
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    エ 業務の効率化の一環として：①各種会議、カンファレンス、担当者会議等において、記録の負

担軽減の意味で、プラウドノートを導入し、正確な記録を残すことと業務軽減を図る意味で早

急に導入を図っていく。 

（５）年間計画表 

 開 催 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

てんとうむしハウ

ス（共生食堂） 

第１金曜日・

第３金曜日夕

方 

3 日・

17 日 

1 日・ 

15 日 

5 日・19

日 

3日・

17日 

7日・

21日 

4日・

18日 

2日・

16日 

6日・

20日 

4日・

18日 

8日・

22日 

5日・

19日 

5日・19

日 

学習支援（小学生） 基本水曜日             

地域講座 

・こども、高齢、障

がいに関するテー

マから選定 

年１回程度    

 

   開催

月 

    

川崎区機関連携会

議 

第４木曜日 

18:30～ 

年２回公開事

例検討 

年１回研修会

予定 

２ ３

日 

２８日 ２５日 ２３

日 

２７

日 

２４

日 

２２

日 

２６

日 

２４

日 

２８

日 

２５

日 

２５日 

子育てサロンたじ

ま 

第４水曜日             

地域交流スペース

利用団体との交流

会 

年２回開催   開催月        開催

月 

 

地域との 

交流事業 

 

  

 

 田 島

町 祭

り 

 

福 祉

の 集

い・た

じ ま

祭り 

 

 

 

  

会議等 法人４センタ

ー会議等 

毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 

中原機関連携会議 毎月開催             

川崎愛爾園事例検

討会 

毎月第４金曜

日 

            

 

ア 福祉サービスの利用支援 

福祉サービス利用の必要性（ニーズ）、本人の希望等を把握したうえで、本人がサービスを選択

できるよう各種福祉サービスの種類や特徴などを分かりやすく伝える。福祉サービス開始後は、

指定特定事業所の紹介も行い、指定特定事業所とつながった後も、一般相談や、さらには指定特

定事業所のバックアップも行う。 

イ 社会資源を活用するための支援 

担当エリア内の社会資源について、福祉サービスだけでなく、生活者に必要な商店や公共施設、

地域の集まりや地区社協の情報などフォーマル・インフォーマルな社会資源の存在や特徴などを

マップ化（見える化）した。地域マップについては今後も常に更新していく。更にその情報を地

域の方と共有できる方法を探していく。 
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サービスについては、相談があった利用者にも積極的に紹介していく。 

ウ 地域の関係者・関係機関等とのネットワークづくり 

(ア) 担当エリア内の関係者・機関との顔の見える関係づくり 

担当地区をもつ地域相談支援センターとして、さらに地域に根付いた関係機関との繋がり

が必要になる。地域包括支援センター、地域の民生委員、町内会などとの顔の見える関係作

りを着実に進めていく。現在参加している「はなし処みすぎ」は引き続き参加していく。事

業所近隣にあるカフェが開催している子ども食堂への協力を検討していく。 

(イ) 地域包括支援センターとの連携強化 

住吉地区にある、いだ地域包括支援センター、すみよし地域包括支援センターが開催する

地域ケア会議に参加できるよう働きかけ、地域包括支援センターが築いてきた地域との関係

性の共有や高齢者介護支援の状況共有、障害者支援が必要など複合的な生活課題を持つケー

スの協働などについて協議、取組みを行っていく。 

(ウ) 町会や民協を通した住民とのネットワークづくり 

中原区ネットワーク会議に参加し、町会や民生委員児童委員協議会の役員会へのアプロー

チを続け、地域住民にこの地区の担当になる相談支援センターであることを説明し認識して

もらう。また、防災、引きこもり支援、障害者の虐待防止や差別解消等についての住民向け

の学習会を企画し、困った時は相談支援センターに連絡すればよいと思ってもらえる関係作

りを行っていく。 

(エ) 指定特定相談支援事業所の支援と連携 

基幹相談支援センターと協力し、相談支援事業所連絡会に企画から積極的に参加し、今後

も継続し指定特定相談援事業所と連携が取れるようにしていく。また、指定特定相談支援事

業所への支援を見える化することで、居宅介護支援事業所などが安心して事業参入できるよ

うな環境づくりを区内相談支援センターとの協働で行っていく。 

(オ) 看護協会を通じた医療機関連携 

川崎市看護協会地域連携推進委員会主催の「安心の在宅医療を支援する多職種連携学習会」

に引き続き参加し、医療機関との連携づくりを続けていく。 

(カ) 介護保険機関との連携 

中原区介護支援専門員連絡会と連携し、スムーズな介護保険への移行や協働ができるよう

な関係づくりを続けていく。要介護高齢者と同居している障害者の支援等、家族ケースにつ

いても介護支援専門員と協力し支援していく。そして医療、障害、介護が連携できるネット

ワークを作っていく。 

(キ) 自立支援協議会や相談支援センターのつながりを通した取組み 

    中原区自立支援協議会の活動に企画運営から積極的にかかわり、個別ケースから地域課題

を見つけ、ワーキングの立ち上げも行っていく。 

 

エ 障害者支援施設及び精神科病院等からの地域移行及び地域定着のための支援 

(ア) 地域移行･地域定着支援の取組み 

今後も、部会での経験をもとに、病院や施設に入院・入所中の方で、地域移行を目指す方

の支援を行っていく。入所施設からの地域移行を促進するために施設側のコーディネーター

だけでなく、地域生活支援拠点施設、地域リハビリテーションセンター、基幹相談支援セン

ター等とも連携して、地域移行について地域相談支援センターとしての役割を模索していく。 

病院や施設からだけでなく家族から独立し、単身生活を送る方の定着支援も担っていく。 

(イ) 不動産事業者・家主への理解普及 

居住支援協議会が作成した「住宅確保要配慮者」居住支援ガイドブックを活用して、地域

移行を進めていくうえで受け皿となってもらえるよう、エリア内の不動産事業者・家主へ理
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解を広げていく活動をしていく。 

不動産業者・家主からの居住者に対する困りごとの相談にものり、障害があっても地域に受

け入れられるように努める。 

(ウ) その他 

その他、地域生活の準備として宿泊型自立訓練施設や病院、地域生活活動支援センターと

も連携し、地域生活全体の支援を行っていく。川崎市が行う地域移行、地域定着の研修にも

積極的に参加していく。 

オ 権利擁護のために必要な支援 

(ア) 虐待防止及び身体拘束禁止について 

「法人内虐待身体拘束防止対応委員会」に所長が参加し、ケア会議等で伝達していく。事

業所内でも虐待防止責任者（所長）を配置し、川崎市障害者虐待対応マニュアルに沿った

対応をしていく。最低年 2 回は事業所内研修を行い、年１回は外部研修に参加する。 

        また、担当地区内で起きた虐待疑いケースに対して、区役所から依頼があった場合はコア

メンバー会議、個別ケース会議に参加し役割を担っていく。 

        業務会議等を利用し、常に支援を振り返り、自事業所だけでなく、他事業所にも不適切な

対応がないか話し合っていく。 

(イ) 成年後見制度、日常生活支援事業利用支援 

成年後見支援センター等を利用しながら成年後見などの制度に関する相談を受けてい

く。利用にあたっては、本人情報シートの作成を引き受けるだけでなく、本人、家族が申

し立てをする際は、後見が決まるまで手続きの支援をしていく。 

      「積極的な権利擁護支援」として、虐待防止や差別解消法にむけて各種区内の行事場を活用

して、地域住民や関係機関に対して普及啓発活動を行ったり、「障害福祉サービス等の提供

における意思決定支援ガイドライン」の普及啓発や、自身のセンターにおいても、意思決定

支援の視点を持ちながら、ご本人の意思に寄り添った支援を行っていく。 

カ SDGｓの取組み 

(ア) ペーパーレス化 

SDGｓの 12 と 15 の目標の取組みとして、川崎市の条例改正に伴い利用者記録の保存を電

子化しペーパーレス化を図る。職員予定表をデジタル化し管理する。 

(イ) 途切れない支援 

SDGｓの 3 の目標の取組みとして、支援ソフトのクラウドを利用し、事業所が被災した場

合でも法人の他の事業所を利用し相談支援を継続する。 

 

② 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

法人内研修や外部研修等の各種研修に参加し、法人職員として、支援職員として相談支援に関

する知識や技術の習得するため、また、倫理観、権利擁護意識の向上のために、次のように取り

組み、研鑽、啓発に努める。 

ア ケア会議について 

毎週定例でケア会議を開催する。ケース検討を主とし複雑化する支援について共有を図る。

新規の相談者が増える中で新規相談の検討の場を確保し、センター全体として対応が出来るよ

うにしていく。会議の場をピアスーパービジョンの機会と捉え、職員相互に自己の支援を振り

返り、助言し合い、相談支援技術の向上を目指す場とする。 

イ 職員学習会について 

外部研修に参加した職員は、受講後研修報告書に基づき所内ケア会議において職員学習会を開

催する。学習会開催職員は研修で習得した内容を深める機会とし、学習会参加職員は新たな知識

や技術を習得する一助とする。 
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ウ 内部研修について 

法人内で実施している新規採用時研修、階層別研修、他部署・他施設研修等へ参加し、資質

の向上に取り組む。  

エ 外部研修について 

外部で行われる専門研修等に、支援に必要となる内容、今後求められる専門性について、目

的別、かつ計画的に参加し、支援の実践に取り入れていく。 

研修終了後事業所職員間で共有するため学習会を実施する。 

③ 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

行政主催の会議等への出席、勉強会や研修会の参加等を通じて行政や地域型相談支援センタ

ー、サービス事業所、地域包括支援センターや他分野の支援機関等との連携の強化を図る。 

④ 危機管理、安全管理に関すること 

ア 事故防止について 

法人内リスクマネジメント委員会の作成した書式にのっとり、事業所内でおきた事故を報告、

事故内容を分析、原因を究明し再発防止に役立てる。 

イ コンプライアンス（法令順守）について 

関係法令を遵守し、人員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に務める。管理者は、法令

理解に努め、職員にも法令の周知を徹底させ、適正な運営を実施する。特に令和６年度は障害

福祉サービス等報酬改定があったので法令の確認を行う。 

ウ 苦情解決・権利擁護について 

(ア) 苦情・要望は、期待の声であり事業運営のための財産であると受けとめて、適切な対応に心

掛け、利用者の権利擁護を図るとともに信頼を高め、サービスの向上に努める。また、苦

情を上げたご利用者が不利益にならないよう注意する。 

(イ) 苦情・要望を寄せた利用者へ個別対応するとともに、業務会議の中で話し合い、職員間 

で共有、分析、対応の協議を行う。対応後はモニタリングを行い、関係改善に努める。 

(ウ) 苦情解決に取り組むにあたり、その社会性や客観性を確保するために、川崎市障害福祉施設

等苦情解決支援事業に加盟し、利用者からの話を必要な機関に持ち上げ対応する。 

（エ） 他事業所に対する苦情についても業務会議の中で話し合い、共有、分析、対応の協議を行い、

事業所と利用者の間に入り対応する。対応後はモニタリングし結果を確認する。 

エ 情報公開について 

(ア) 法令に従った、人員、設備、備品および会計に関する諸記録を整備する。行政機関、そ 

の他関係機関に求められた場合は、情報保護の守秘に反さない限り、情報を公開する。 

(イ) 利用者、家族からサービス提供に関する記録（支援記録、業務日誌、実績票等）を求め 

られた場合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示する。 

オ 個人情報の保護について 

(ア) 個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、法人個人情報保護規定にのっ 

とり、実施するあらゆる事業において、個人情報を慎重に取り扱う。 

(イ) 個人情報の取得には、利用目的を明示したうえで必要な範囲の情報を取得する。 

(ウ) 個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情 

報を利用する。 

(エ) あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に利 

用者の同意を得ることなく外部に提供しない。 

(オ) 個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損などを防止するため、適切 

な措置を講じる。 

(カ) 個人情報の取り扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速やかに対応する。 

(キ) 個人情報を保護するために施錠のある書庫に保管するなど適切な管理体制を講じると 

69



ともに、職員に周知徹底し、意識啓発に努める。 

(ク) 利用者に対し、趣旨を丁寧に説明し、「個人情報の取り扱いに関する同意書」に記名して 

もらい事業所に保管する。 

カ 防災管理について 

(ア) 事業所内外の安全対策の実施 

Ａ 事業所内の棚、備品等の転倒や落下がないよう防止器具の設置を行う。 

Ｂ 緊急避難路の確保を含め、定期的に安全確認を実施する。 

(イ) 連絡体制の整備 

災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業所への参集を含め、職員

が行動しやすい体制をつくっていく。トヨクモの緊急時メールが全職員使えるように訓練す

る。 

(ウ) 防災への備え 

災害時用のヘルメット、救急セット、水、簡易トイレを常備し、定期的に確認する。 

(エ) 協力体制の強化 

Ａ 区役所職員、他相談支援センターと連携を図り、必要な対応マニュアルの作成や見直 

し改善に努める。 

Ｂ 緊急時における地域との協力・連携がとれるよう、日頃から地域住民団体、ボランテ 

ィア、行政機関など、関係機関との協力関係の確保に努める。 

キ 安全管理について 

災害、感染症双方の BCP を作成する。 

(ア) 感染症対策 

新型コロナウイルス感染予防対策として、状況に応じた対応ができるように川崎市の新型

コロナウイルス感染症総合ページを定期的に確認し、最新の情報に基づいた対応をおこなっ

ていく。事業所内外での環境整備や必要物品の点検確認を続けていく。 

Ａ 事業所内：換気・消毒液・マスクの確保・飛沫予防ボードの設置等 

Ｂ 事業所外：防護服一式・感染者対応時物品一式・連絡方法等 

(イ) 健康管理 

様々な相談や環境の大きな変化の中で職員一人一人の心身の健康に配慮する。恒常 

化した少しの無理の積み重ねが、先の見えない状況で大きな負担となることが考えられ

る。日ごろの休憩時間の確保や休暇取得などを重視する。各自が空き時間を利用し、１日

一回は体操を行う。 
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６．聖風ホーム（共同生活援助：グループホーム） 

種 別     共同生活援助 

開 所 年 月 日   平成 19 年 3 月 1 日 

定 員   24 名 

所 在 地   2 号館（代表） 

〒210-0834 

            川崎市川崎区大島 2 丁目 14-3 

            TEL044-742-7226  FAX044-742-3133 

1 号館：川崎市川崎区小田 2 丁目 17-23 メゾン第 17 むさし C 棟 

3 号館：川崎市川崎区小田 2 丁目 17-23 メゾン第 17 むさし B 棟 

           4 号館：川崎市川崎区小田 2 丁目 17-23 メゾン第 17 むさし A 棟 

5 号館：川崎市川崎区大島 4 丁目 1-6 2 階 

           6 号館：川崎市川崎区大島 4 丁目 1-6 1 階 

責 任 者   管理者 徳永由紀子 

兼サービス管理責任者 中村 公紀 

事 業 所 番 号   1425000435 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 （1） 0.1 （1） 0 0 

サービス管理責任者 （1） 0.4 （1） 0 0 

生活支援員 2 2 1.5 3 1.3 

世話人 6 6.1 0 0 7.7 

※配置基準人数は常勤換算数。（）は兼務 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

入所 24 24 

 

(1) 事業所の基本方針、事業内容 

① 事業所の計画方針として 

利用者一人ひとりが自立した生活を継続できるよう、生活上の不安や心身の状態、生活リズム

等について関係機関と連携しながら支援する。また、地域の一員として安心して暮らせる環境づ

くりを進めるとともに、職員体制の安定化と業務の効率化を図り、安定した事業運営を行う。 

②重点目標 

 ア 算定可能な加算の取得を検討し、安定した収支の確保に努める。 

イ 老朽化した設備・備品について、計画的な更新・修繕を行い、突発的な支出の抑制を図る。 

ウ 防災・BCP 対策を強化し、非常時にも安全に対応できる体制を整える。 

エ 行事・外出支援および地域交流を継続し、利用者の生活の質の維持・向上を図る。 

オ 業務の効率化を進め、記録・申し送り等の負担軽減と時間外勤務の抑制を図る。 

③ 将来のあるべき姿（法人理念に基づき） 

ア 個人の尊厳を守る 

対人援助としての支援力向上と、関係機関・業者との連携強化を図る。 

（ア） 事業所内研修やケース検討を継続し、支援の質の維持・向上に努める。 
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（イ） 関係機関との連携を通じて、利用者一人ひとりに応じた支援を行う。イ 『職員の資質 

向上』と効率的・効果的な人材活用 

イ 「職員の資質向上」と効率的・効果的な人材活用 

（ア）業務手順や記録方法の整理を行い、業務の標準化と効率化を進める。 

（イ）ドキュワークス等の活用により、記録・報告・申し送り業務の効率化を図り、時間外勤務の     

削減につなげる。 

ウ 『健全な収支』による経営の持続化 

（ア） 帰宅時支援加算、日中支援加算、医療連携体制加算等について、現行体制で算定可能なもの

を精査し、取得を検討する。 

（イ） 加算算定状況を定期的に確認し、体制変更時には収支への影響を把握する。 

（ウ） 老朽化した設備・備品について、優先順位を付けた計画的な更新・修繕を行う。エ BCP へ

の取り組み 

エ BCP への取り組み 

（ア） BCP に基づく避難訓練・感染症対応訓練を実施し、実運用の確認を行う。 

（イ） 防災備品の点検・整備を行い、非常時に備えた体制を維持する。 

（ウ） 関係機関・地域との連携を図り、緊急時の協力体制を確保する。 

オ 接遇マナーの向上 

（ア）利用者本位の視点を大切にし、丁寧な対応を心がける。 

（イ）面談や研修等を通じて、職員の接遇意識の向上を図る。 

 

④ 生活支援に関すること 

ア 生活リズムについて 

（ア） 日中活動への参加を促し、健康的な生活サイクルの維持を支援する。 

（イ） 就労、就労準備、余暇活動等、個々の状況に応じた活動の継続を支援する。イ 金銭管理

について 

イ 金銭管理について 

（ア） 基本は本人管理とし、必要に応じて家族や関係機関と連携し支援を行う。 

（イ） 成年後見制度や日常生活自立支援事業の活用について、関係機関と連携しながら支援す

る。 

ウ 生活環境の維持・改善について 

（ア） 居室や共用部分の清掃・整理整頓を継続し、清潔な環境の維持に努める。 

（イ） 老朽化した設備・備品については、計画的に更新・修繕を行う。 

 

⑤ 活動支援・行事・地域交流 

 主な年間行事 

ア 行事食や外食支援について、物価状況や利用者ニーズを踏まえ内容・頻度を調整する。 

イ 町内会行事等への参加・出店を継続し、地域との交流を維持・拡大する。 

ウ 外出支援や行事の実施後には振り返りを行い、次回の内容改善につなげる。 

 

 行事 手続き関係 防災関連 

４月 フルーツ提供   

５月 

 

 

 

６月 

 

 消防立ち入り検査 

７月 町内お祭り  BCP 

８月 丑の日 うなぎ   
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９月  個別支援会議 避難訓練（災害） 

１０月 ビュッフェ行事  

 

１１月 

 

  

１２月 クリスマス食事  

 

１月 おせち   

２月    

３月  個別支援会議・ふれあいパス BCP 感染消防立ち入り検査 

 

⑥ 健康管理・感染症対策 

ア 日中活動先や生活環境に応じた身だしなみの支援を関係機関と連携して行う。 

イ 法人感染症マニュアルに基づき、職員への周知徹底と対応力の維持・向上を図る。 

ウ 感染症対応訓練等を通じて、誰でも対応できる体制づくりを進める。 

 

⑦ 事業運営・将来展開に向けて 

ア 不動産会社との連携を継続し、重度障害者向けグループホーム等に適した物件情報の収集を行

う。 

イ 既存事業との相性や運営体制を踏まえ、将来的な事業展開の可能性について検討を継続する。 

ウ ご利用者アンケートを実施し、行事、外出、居住環境、生活支援等の満足度を把握し、次年度

計画に反映する。 
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６.中部地域生活支援センターはるかぜ 
 

種 別    地域活動支援センターA 型 

開 所 年 月 日  平成 28 年  4 月  1 日 

定 員  16 名 

所 在 地  〒211-0035 

          神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1  

川崎市中部リハビリテーションセンター2F 

              TEL044-750-8908    FAX044-788-8831 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造２階建て２階部 

床面積  465．09 ㎡ 

・地域活動支援センター部分 332．14 ㎡ 

・共用会議室部分      132．95 ㎡ 

責 任 者  島津 晴美 

事 業 所 番 号  1435200892（指定一般相談支援事業所、指定特定相談支援事業所） 

職員配置計画 

地域活動支援センター：所長 1 名・三福祉士国家資格いずれかを有する職員１名（兼務可）・社会

復帰指導員１名以上（２名常勤） 

地域移行・地域定着支援：精神保健福祉士または同等の知識を有する職員 4 名（3.5 名常勤） 

 

職 種 配置数 

区 分 

常勤換算 保有資格等 常 勤 

専 従 兼務 

中部地域生活支援セン

ター所長（管理者兼介

護福祉士） 

1  1 1 
介護福祉士 

介護支援専門員 

相談支援員 

（計画相談) 
1 １ 1 1 

精神保健福祉士 

介護福祉士 

介護支援専門員 

地域移行・地域定着 

支援 
3.5 

3 

（2.8） 

１ 

（0.7） 
3.5 

社会福祉士 

精神保健福祉士 

保育士 

社会復帰指導員 2 1 
１ 

（0.1） 
1.1  

※（ ）の中は、常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

入所   

通所 16 名 16 名 

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

    ① 地域活動支援＞ 

       中部地域生活支援センターはるかぜ（以下、「支援センター」という）は、障害者の日常生活

及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下、「障害者総合支援法」という）及び川崎市

地域活動支援センターA 型運営事業実施要綱の規定に基づく、相談支援、創作的活動や生産活動

の機会の提供、社会との交流の促進、その他の日常生活に必要な便宜の供与等を行うとともに、

74



他機関と連携した包括的生活支援業務、地域交流促進事業、障害に対する理解促進のための普及

啓発などを実施します。 

② 地域移行・地域定着支援 

川崎市精神障害者地域移行・地域定着支援体制整備事業実施要綱に基づき、精神科病院に入

院している障害者の地域移行・地域定着支援、及びその推進体制の整備を行い、障害者の地域移

行の促進を図ります。 

種別・機能 事業概要 用途・留意事項等 

基本相談支援 一般相談 9：00～20：00 

特定相談 10：00～20：00 

（月～土、祝日除く） 

利用者やそのご家族の日常生活 

の困り事やその支援に関する 

様々な相談に応じます。 

地域活動支援 

 

自主活動、生活支援 

     10：00～20：00 

（月～木、日・祝日除く） 

金・土曜日のみ 

     10：00～17：00 

フリースペースでの利用者の交流 

職員・利用者による調理実習 

スタディルームでの自主活動 

入浴、洗濯室等のサービス等を提供

します。 

地域交流促進事業 共用会議室 9：00～17：00 

（月～土及び日・祝日） 

地域ボランティア等の交流ス 

ペースとしても使用できます。 

川崎市地域移行・ 

地域定着支援体制 

整備支援事業 

9：00～20：00 

（月～土、祝日除く） 

精神科病院に長期入院している 

方を対象に、地域移行・地域定 

着支援、及びその推進体制の整 

備を行います。 

（２） 重点目標 

障害者の地域支援、及び入院している障害者の地域移行・地域定着支援などを一体的に行う

ため、次の事項を重点的に実施します。 

① 地域活動支援事業 

      電話や面接、訪問などによる相談支援を通じて、必要な福祉サービスを提供し、地域における

生活を支援していきます。 

② ピアサポート活動支援事業 

       ピアサポーター講座の開催や、その後の相談活動、ピアミーティングの実施と自主的なピア

サポーター活動支援など、ピアサポートとの協働を目標にした体制づくりを行います。 

③ 相談支援事業 

      障害者の一般相談・特定相談などについては、桜の風もみの木、川崎市南部基幹相談支援セ

ンター、もとすみ地域相談支援センターをはじめ、地域の関係機関との連携を強化するよう努

めます。また、中部リハビリテーションセンター内の他事業所との連携協力に努め、必要に応

じて事例検討など個別ニーズに応える重層的な支援体制を構築します。 

④ 地域移行・地域定着支援 

      市内外の医療機関との連携体制の構築を図ります。年１回の病院事業説明会の実施ほか、桜

の風もみの木、市内の基幹相談支援センター、各区の地域相談支援センター等との連携を強化

し、現在入院中の精神障害者の地域移行・定着支援体制を整備・推進してまいります。また、

必要に応じて外部機関のバックアップも行います。 

⑤ 地域交流の推進 

      地域ボランティアの育成をはじめ、地域で活動している活動団体の活動の場として、事業の展

開を図るよう努めます。 
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（３） 令和８年度の事業課題 

① アウトリーチへの取り組み 

ア 地活利用者のみならず、地域で相談支援のニーズが高い方に対して、生活課題や困りご   

 との解決に向けて、その人が望むような地域生活を支援していくためのアウトリーチによ 

るアプローチを実施。 

     イ 計画相談の依頼に対しては、上限 30 件を目標に積極的に受け入れます。 

ウ 中原区、高津区を中心に、各区の高齢、障害課とも連携をとりつつ、ひきこもりがちな 

方、登録につながらない人、つながりづらい人たちに向けて、地活利用を促せるように、チー

ムで協議しながら解決策を検討していく。 

    ② 中原区精神保健カンファレンスに出席し、個別の事例から地域の課題を確認し、地活 A 型 

として助言等を行い、必要に応じて地活で受け入れを検討していきます。 

③ 地域包括ほか介護保険事業所との連携を目的とする研修会の企画・実施や地域の活動団体 

への活動の場の提供等を検討していきます。 

④ 地域移行支援、地域定着支援事業の拡充 

 ア 入院者訪問支援事業の実施継続 

 イ ピアとハートフル川崎病院が協働した『ハートウォームの会』の継続実施 

 ウ 市内５病院に対して、病院事業説明会の実施 

 エ 市内の基幹相談支援センターや地域支援室との連携 

⑤ 中原区食生活改善推進員による食事プログラムほか、地域ボランティアとの顔が見える関係づ

くりを進めていく。 

⑥ 利用者、職員の尊厳を守るための「権利擁護」や「接遇」の他、法定義務研修（合理的配 

慮・身体拘束・虐待）に関する学習会を企画・実施。 

⑦ 地域交流促進事業 

  町内会、民生委員・主任児童委員、地域包括支援センターとの顔が見える関係づくりを進 

め、市民による活動団体等の活動の場の提供として、会議室を貸し出せるように検討して 

いきます。また、中原区社会福祉協議会と連携し、中原区内の小学校の福祉教育等の授業 

で、精神障害者について普及啓発を出来るように検討していきます。 

⑧ 職場環境・業務改善 

  日勤や遅勤の一人体制時には、転送電話や PLAUD NOTE による AI 生成等を活用し、記録の 

作成をして、職員の業務の負担軽減を目指します。その他、記録用ソフトやタブレット等 

を来年度購入し、外出時でも記録やサービス等利用計画が作成できる環境を整備し、事務 

仕事の効率化を検討していきます。 

 

（４） 主な取り組み 

① 障害者支援に対する考え方、方向性、取り組みについて 

ア 障害者（利用者）が、心豊かな生活を目指していけるように支援していきます。 

イ 利用者ひとり一人が、尊厳を持った生き方ができるように支援していきます。 

ウ つぎの事項を念頭に福祉サービスを展開します。 

（ア） 利用者の人権と人格を尊重します。 

（イ） 利用者が地域社会の中で生きる術を体得し、生きがいを感じるような暮らしを続けられ

るようにサービスを提供します。 

（ウ） 障害がある人の思いとその家族の思いを大切にします。 

（エ） 利用者、家族など及び地域からのニーズを把握し、福祉サービス事業を展開します。 

     エ 通所施設として、障害者が落ち着いて生活できる環境を提供するとともに、利用者の障害状

況や家庭環境を勘案しながら、個別支援計画にそって支援していきます。 
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     オ 利用者への支援に関わる障害者相談支援センターなどの様々な関係機関・関係者と連携をと

って支援していきます。 

 

（５） 重点課題に対する今年度の具体的な取り組み 

① 引きこもり支援、地域移行支援・定着支援につながる地活プログラムの設置 

ピアスタッフ、ピアサポーター主導によるプログラムの企画運営の実施 

② 地域移行支援・定着支援における法人内ネットワークの構築 

地域移行支援・定着支援について法人内関係機関（南部基幹、もとすみ地域相談、 

桜の風もみの木など）との事例検討会による支援スキルの向上。 

法人内センター会議に参加し、各センターの役割と情報共有、法人内の相談支援専門員の 

人材育成。 

③ 地域住民向けの普及啓発活動 

中原区の地域包括支援センターと顔の見える関係を作り、区内の活動団体への場の提供。 

民生委員や教育分野への普及啓発。 

【令和７年度 プログラム表】 

 第 1 週 第 2 週 第 3 週 第 4 週 

月 

午前 パソコン教室 パソコン教室 パソコン教室 パソコン教室 

午後  ホットケーキの会 

はるかぜミーティン

グ 

(利用者ミーティン

グ) コアミーティン

グ 

(ピアサポーター活

動) 

 

火 
午前  わかばの会   

午後 スポーツ スポーツ スポーツ スポーツ 

水 
午前     

午後 カラオケ カラオケ カラオケ カラオケ 

木 
午前   カレー会(月１回)  

午後 はるかぜ体操  わかばの会 おしゃべりｻﾛﾝ 

金 

午前     

午後 三色パステル 
女子会(月１回) 

折り紙の会 
いきいき体操 

工作教室 

アトリエプラ

ンタン 

土 
午前     

午後 カラオケ カラオケ カラオケ カラオケ 

※WRAP は、第４月曜日もしくは火曜日に検討します。 

（６） 生活支援に関すること 

① 生活リズムについて 

食生活、睡眠等の生活課題の有無や病状の変化等について注意点がないかを観察しながら

確認します。また、通所中断されたご利用者を対象に、電話等で生活状況を聞き取りしま

す。 
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② 生活環境の維持、改善に関すること 

年 1 回の更新面談を実施し、生活の現状を把握・困り事がないか地活の利用目的とアセス

メントを行います。また、ご利用者ニーズに応じて、金銭管理、家事援助、短期入所等の生

活支援に関するサービス利用開始手続きを支援します。また、多問題を抱える方に対して

は、外部の関係機関にも協力をして頂きながら問題解決にあたります。 

③ 入浴サービスについて 

シャワー、風呂での入浴が可能です。※利用料は実費負担（シャワー100 円、風呂 200 円 

各１回）いただいております。 

    ④ 洗濯サービスについて 

       洗濯機の利用が可能です。※利用料は実費負担（洗濯 100 円、洗濯洗剤 10 円） 

⑤ 相談支援について 

電話、来所による相談及び、福祉サービスを利用希望する人には計画相談を実施しており

ます。また、相談内容に応じて、行政機関、医療機関及び、居住区の相談支援センター、地

域包括支援センター等の外部機関とも連携協力しております。 

⑥ その他 

障害者の地域移行・地域定着支援及び地域生活支援を推進するために、医療機関、地域の

相談支援機関、及びグループホームなど日常生活援助を提供できる社会資源などと連携を密

にし、市内の連携体制の強化に向けた取り組みを進めます。 

また、中部地域生活支援センターはるかぜの事業を通して、ピアサポート活動支援を目的に

した事業に取り組みます。 

 

（７） 活動支援に関すること 

① クラブ、サークル活動について 

２人以上、共通の趣味や目的のもとに定期的な活動を行いたいという希望がある場合、サ

ークル登録を行い、活動を行っていただいています。 

② 余暇活動について 

      特に取り組んでいる事業はありません。 

③ 主な年間行事  

 季節行事 スポーツ＆セミナー企画 

4 月   

5 月   

6 月   ピア講座同窓会 

7 月  熱中症予防セミナー（案） 

8 月 納涼会  

9 月  防災セミナー（案） 

10 月    

11 月  卓球交流大会（市精連主催） 

12 月 クリスマス会、大掃除  

1 月 書初め、お雑煮会  

2 月 節分会 ボーリング大会（援護会主催） 

3 月 
ひなまつり会 

お花見会 
 ピア活動地域交流会 
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④ その他 

地活プログラムに関しては、ご利用者の要望や満足度などのニーズを把握したうえで、随

時見直しながら企画運営を行っております。なお、セミナーは専門職の言葉が支援上の根拠

にもなりやすいことから、令和８年度も引き続き中部リハ内・外から講師を招いた企画が実

施できるよう連携を深めてまいります。 

 

（８） 健康管理に関すること 

      心身ともに快適な生活が送れるように、個々の健康状態、疾患及び障害の観察・把握をする

とともに安全・衛生面に気をつけます。また、新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウ

ィルス等の感染症が流行時期は、来館時の検温・体調の確認を引き続き行っていきます。職員

による衛生管理はもちろん、ご利用者にも退館時はご自身が使用された机、椅子などを除菌シ

ート等で拭いてもらうようにしております。また、利用者の体調不良時は利用を控えて頂くほ

か、状況次第で退館して自宅で様子を見て頂くとともに、必要に応じて早めの受診を勧めるな

ど早期対応による悪化防止に努めます。 

   ① ご利用者の体調確認・観察をいたします。 

   ② 外気温、室温、心因性の熱に対して水分補給、衣服の調整をいたします。 

   ③ 発作、怪我、病気に応じて対応をします。また、二次的疾患、外傷等予防のため、常に周囲

の状況を確認し、細心の注意を払い安全の確保に努めます。 

   ④ ノロウィルスなどの感染性胃腸炎が流行する秋～冬、インフルエンザが流行する冬～春につ

いては、特に持ち込まない、うつらない、うつさないを徹底します。また、ご利用者や職員へ

の自己管理意識の向上に努め、発症した際の適切な処置及び消毒等の対応について法人が作成

した「感染症マニュアル」や BCP に基づき対応していきます。また、例年を通して日常から手

洗い、うがい、手指消毒等を励行し、食中毒等の予防などにも努めます。 

   ⑤ その他 

     室内整理、清掃に気を配り、各活動室内、水回り、コップ類の洗浄、消毒を行い、環境衛生

に努めます。 

 

（９）  人材育成・確保に関すること 

① ケース会議について 

     毎日、16 時 30 分から 30 分間、「１日の振り返りのミーティング」で地活のご利用者への自

身のかかわりを中心に報告、連絡、相談等の情報共有を行っています。また、適宜「職員ケー

ス共有ミーティング」を行い、困難ケースの対応や支援のあり方について協議する場を設けて

おります。 

  ② 職員学習会について 

     月４回の職員ミーティングにおいては、スーパーバイザー同席のもと、「事例検討会」「精神

保健福祉分野に関する勉強会」等を実施しています。また、法人内研修ほか外部研修参加時の

報告会を行うとともに、精神保健分野に関する最新情報の共有を目的にした職員学習会を適宜

行っております。 

③ 各委員会について 

     川崎市精神障害者地域移行支援・地域定着支援推進会議をはじめ、中原区自立支援協議会、

相談支援事業所連絡会、地活 A 型情報交換会、地活 A 型懇談会、なかはら会、ピア活動地域交

流会実行委員会、ピアサポーター活動支援連絡会等の各種会議に参加しております。 

④ 職員の連携と質の向上について 

ご利用者の個別支援をより充実させるため担当制をとっております。しかし、担当だけに

ケース情報を集約させるのではなく、事業所全体で多角的に支援にあたれるように、事業所
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内での小さな変化を見逃さないよう、報告・連絡・相談体制を強化しております。また、困

難ケースに関しては適宜所内でのカンファレンスを行い、必要に応じて嘱託医からのスーパ

ーバイズも受けつつ、相談員としての質とスキル向上を目指します。 

⑤ 外部研修について 

     外部で行われる専門研修などに、職員の希望や所長の判断で参加させるとともに、研修終了

後センター職員間で共有すべく勉強会を実施します。 

 

(10) 建物設備整備に関すること  

① 設備維持管理について 

ご利用者が安心、安全に施設利用できるよう、建物や設備の安全管理維持のため、前年度同

様、年間を通して定期的に下記の通り保守点検を行います。 

（建物管理関係 業務委託）※令和７年度確定 

内 容 実施月・実施期間 
業者名 

（事業所所在地） 

警備業務委託 

R8.4.1～R9.3.31 

セコム株式会社（東京都渋谷区神宮前

１-5-１） 

清掃業務委託 
株式会社神奈川クリーン（横浜市鶴見

区駒岡４－５－１８） 

床拭き・ワックス業務委

託 

社会福祉法人なごみ福祉会多摩川あ

ゆ工房（多摩区中野島 4-2-28） 

消防設備点検業務委託 髙橋防災㈱（幸区東小倉 2－15） 

自家用電気工作物の保安

管理業務 

㈱日本電気安全協会（宮前区鷺沼1-3-

13） 

空調設備保守点検業務 
セントラル総業㈱（中原区上小田中 2

丁目 3-6） 

昇降機保守委託 
日本オーチスエレベーター㈱（横浜市

中区日本大通 18） 

衛生設備保守委託 ㈱協商（川崎区東田町 11－27） 

自動ドア保守委託 
㈱神奈川ナプコ（横浜市西区花咲町7-

150） 

有害生物防除業務委託 
京浜化工株式会社（川崎区堀之内町

13-2） 

（事業運営関係業務・その他業務委託） 

内 容 実施月・実施期間 
業者名 

（事業所所在地） 

一般廃棄物収集運搬委託 
R6.4.1～R7.3.31 

日本ダスト㈱（川崎区鋼管通 2-2-2） 

産業廃棄物運搬処分委託 日本ダスト㈱（川崎区鋼管通 2-2-2） 

② 修繕計画について 

川崎市中部リハビリテーションセンターの運営規定に基づき、年に１回施設点検を行い、

随時修繕等を行うなど、建物の安全管理に努めております。 

 

（11）  他法、他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

① 地域交流について 

   センターの存在及び事業内容の広報に努め、より多くの障害のある方に利用してもらえるよ

う努めます。中部リハビリテーションセンター及び中部地域生活支援センターは市民の貴重
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な財産であると理解し、センターを必要としている市民に利用していただけるように努めて

おります。 

② 他事業との連携による運営について 

     中部リハビリテーションセンターに併設されている中部日中活動センター、中部地域支援室

（在宅支援室）及び桜の風もみの木との連携強化を図るため、定期的に情報共有会議を開催

し、連携体制の確立を図ります。 

また、地域の関係機関及び医療機関との連携会議でも再構築を図るなど、障害者の地域生

活支援体制の推進に努めます。 

③ その他 

ご利用者の高齢化に伴い、行政機関及び、居住区の地域包括支援センターなどの関係機関

と連携を図りながら、誰もが安心、安定して地域で暮らし続けられるような枠組みづくりを

支援いたします。 

 

(12） 危機管理、安全管理に関すること 

① 事故防止について 

  施設内外の安全対策を実施し、施設内の棚、備品などの転倒や落下がないよう防止器具の

事前確認をおこないます。また、緊急避難路の確保を含めて定期的に安全確認を実施しま

す。 

② コンプライアンス（法令順守）について 

法令に従った、従業員、設備、備品および会計に関する諸記録を整備します。行政機関、

その他関係機関に求められた場合は、情報保護の守秘に反さない限り、説明責任（アカウン

タビリティ）を果たし、情報を公開します。 

ご利用者、ご家族からサービス提供に関する記録（ケース記録、業務日誌、実績票など）

に求められた場合は記録を開示します。 

③ 苦情解決・権利擁護について 

ア 苦情、要望は、期待の声であり、事業運営のための財産であると受け止めて、適切な対応

に心掛け、ご利用者の権利擁護を図るとともに信頼を高め、サービスの向上に努めます。 

イ 苦情・要望を寄せた人へ個別対応するとともに、運営を見直す機会ととらえ、職員間で共

有、分析、対応の協議を行います。 

ウ 苦情解決に取り組むにあたり、その社会性や客観性を確保するために、川崎市障害福祉施

設等苦情解決支援事業に加盟し、直接ご利用者からの話を必要機関に持ち上げられるように

いたします。 

④ 個人情報の保護について 

ア 個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施するあらゆる事業に おい

て、個人情報を慎重に取り扱います。 

イ 個人情報の取得にあたり、利用目的を明示したうえで、必要な範囲の情報を取得します。 

ウ 個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報

を利用します。 

エ あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本人

の同意を得ることなく外部に提供しません。 
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（13） SDGs への取組み 

 以下の SDGs を事業計画に盛り込み、運営面でも積極的に取り組みます。 

 

 

【アウトリーチにも対応できる地活運営】 

多様化する利用者像に合わせ、地域ニーズを踏まえた「誰にでも届く」支援の実現

に向けて関係機関との連携を取りながら、アウトリーチの力を高めていく。 

 

 

【「にも包括※」の推進】 ※精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの略 

高齢化に向けて介護保険事業所との連携協力や、精神保健ボランティアの養成と協

働を目指す。 

 

 

【ピアスタッフ、ピアサポーターと協働した、地域移行・地域定着支援の実現】 

地域移行・地域定着支援に大きな力となるピアスタッフ、ピアサポーターと協働

し、ひとりでも多くの人を地域に迎えるための枠組みづくりを行う。 

 

 

 

【もみの木とはるかぜの情報共有と連携】 

はるかぜともみの木を利用している利用者の情報を共有し、ご利用者の理解を深め

ていき、はるかぜともみの木が地域移行から地域定着へとスムーズに移行できるよ

う一体的な運営を目指せる仕組みを作ります。 
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７．社会復帰訓練所 （就労支援事業所 あやめ） 
 

㉂令和 8 年 4 月 1 日～ ㉃令和 9 年 3 月 31 日 

種 別     就労移行支援サービス・就労継続 B 型サービス・就労定着支援サービス 

開 所 年 月 日   平成２０年 ４月 １日 

定 員   移行１０名・継続 B２０名・定着定員９名 

所 在 地   〒２１３-００１３ 

            神奈川県川崎市高津区末長１－３－８  

            TEL044-888-4853 FAX044-861-5006 

施 設 概 要   地域において自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、

ご利用者の働きたい想いに沿い支援をする施設です。多機能型就労支援事

業所として就労移行支援サービス・就労継続支援 B 型サービス・就労定着

支援サービスの３事業を運営しています。 

床 面 積  １階 170.6 ㎡   ２階 158.6 ㎡    

責 任 者   石井 彩子 

事 業 所 番 号   １４１５３００４１５ 

職員配置計画   （就労支援多機能型） 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 １(業務に差支えない範囲

で他業務兼務可) 

移行 0.1 

継続 0.1 

定着 0.1 

0.3 

 

 

 

 

 

サービス管理責任者 １(60 人に対し１、兼務

可) 

移行 0.3 

継続 0.3 

定着 0.1 

0.7 

 

 

 

 

 

生活支援員 1 以上 

 

移行 0.1 

継続 1 

 

1 

 

 

0.1 

 

就労支援員 1 以上 移行 1 １     

職業指導員 各 1 以上 移行 1 

継続 1 

 1 

1 

 

 

就労定着支援員 1 以上(他業務兼務可) 定着 1 

 

 0.5 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

通所 定員 目標 

移行 10 3 

継続 B 20 13 

定着 9 3 

 

(1) 事業所の基本方針、事業内容 

① 重点目標 

  緊急時（感染症や災害等）に対応しながら持続可能な事業を心がけます。ご利用者が安心して

通所できる施設であること、日常生活から派生する様々なメンタル面でのサポートを関係機関と

連携しながら、自らの目標にむかうことができる支援を提供します。 

ア 就労継続支援 B 型事業では、「仕事」（作業）を継続しながら「安心」して利用ができ、職場で

模擬就労を経験しながら「想い」を個別支援計画に反映していきます。ご本人のストレングスを
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基本に評価し、必要な点は説明・相談の上改善の提案をします。 

イ ３事業共に、本人を取りまく関係機関と普段から連携を図り「支援のネットワーク網」を構築

します。 

ウ 就労移行支援事業では、各自に合ったプログラムと施設外体験就労を効率的に利用し、「就労意

欲」を高め、安定して継続的に就労できるように支援をします。就職後 6 か月間は就労移行職員

が定着支援を行い、就労定着支援事業にスムーズな引継をします。 

エ 就労定着支援事業では、安定して就労が継続できるよう、ご本人の「想い」と企業の考えをマ

ッチングしながら「企業と連携」し、ステップアップ就労を含め一緒に考え支えます。また離職

した場合はそのフォローを行います。 

オ SDGｓの取り組みとして、ご利用者の健康生活を確保するため目標３（保健）、ジェンダー平等

の施設として目標５（ジェンダー）、ご利用者の就労への想いに沿った支援として目標８（雇用）

を掲げ、事業の運営を行います。 

 

② 主な取り組み 

ア 就労継続支援 B 型事業では、施設内外作業活動を通して、就労に向けた職場イメージの獲得と

「仕事をしながらの生活」に慣れることを目標に支援します。施設外就労では責任を持って参加

し職務を遂行することで自己肯定感及びやりがいを得られるような支援、また責任を持ち作業を

することで就労への意欲が維持できるような支援を行います。「自主製品」の製作と販売では、商

品アイデアや製作の工夫を考え、受注から販売までのプロセスに関わっていただくことで社会と

のつながりの楽しさを体験できるようにします。 

イ 就労移行支援事業では、就労に向けた適性を把握し、施設外や企業の実習やプログラムに参加

することにより就労準備を行います。また、就労移行支援事業から就労定着支援事業へのスムー

ズな引継ぎを関係機関と連携して行います。模擬就労では指示されたことだけではなく、自ら考

える→相手に伝え実行する→振り返りを行う→次につなげるに重点を置き、就労後に活用できる

スキルの練習をします。「自主製品」の製作と販売で、商品アイデアや制作の工夫を考え、受注か

ら販売までのプロセスに関わっていただくことで商品のブラッシュアップやニーズの把握など

へ意識を持てるよう支援します。 

 また、体験者へ作業や体験したことのレクチャーをすることで、作業全体を見ながら予定を立て

作業を遂行することを学び、自らの振り返りを行います。一連の内容で作業に自信を持つことが

できるようになります。 

就労継続支援 B 型事業の利用者も多機能型事業所の利点を活かし、一部就労移行支援事業のプロ

グラムを利用することで就職につながる支援を行います。 

ウ 就労定着支援事業では、就労後、継続した就労ができるよう企業に訪問し、想いに細やかに寄

り添い企業側の就労環境を整える提案など合理的配慮を基本に支援します。また、契約期間満了

の方で支援が必要な方は他機関へスムーズな移行ができるようフォローをします。また離職した

方へのフォローと再就職へ向けた支援に取り組みます。 

 

③ 生活支援に関すること 

ア 生活リズムについて気分調べに記入することで、小さな変化を見逃さず、声掛けや観察 

する中でご本人の状況を確認しリズムが整うよう支援します。また、ご利用者の心身状況を把握

しながら、家族支援が必要な場合には関係機関と連携しながら、包括的な支援と予防的な対応が

できるよう支援します。 

イ 相談したいことや不安や心配なことがあれば、生活支援員やサービス管理責任者が個別面 

談にてお話を伺います。生活のしづらさによる困りごとは、ご希望により各支援機関と情報提供

や共有を行い、権利擁護の視点を大切に各機関と連携した支援を行います。 
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④ 就労支援に関すること 

ア 就労継続支援 B 事業（１日の定員２０名、登録者数３５名、利用期限なし） 

主に施設内での作業を通して、就労に必要とされる生活習慣、働く姿勢、社会性を身に付け

ることを目的とします。就労移行支援事業の準備段階としての利用も視野に入れ、社会での就

労イメージが持てるような支援を行います。工賃は、就労時間に対し支給します。 

(ア) 主な仕事内容は、チラシ折り、封入封緘と郵送、チューブラベル作業一式、カレンダー

セット、手帳セット、水道メーター解体、半導体補助部品のセット、封筒や荷札の作業と

確認などです。その他各種要望に応じて軽作業を行います。 

(イ) 施設外就労の場として定期的な清掃業務を受注し、工賃アップと仕事のマナーを学び就

労意欲の維持を目指します。 

(ウ) 就労移行支援事業に興味がある方はお試し期間を設け体験できるシステムを提供しま

す。 

（エ） 企業への就労希望がある方は、就労移行支援のプログラムに参加いただき希望に沿 

った支援を行います。 

イ 就労移行支援事業（１日の定員１０名、登録者数１０名、利用期間は２年間） 

就労を希望する方に施設内作業だけでなく企業における職場実習、請負作業、短期就労体

験を経験していただきながら実践的な就労準備のための支援を行います。自主製品製作では

自らのアイデアを提案、工程の工夫など職員とともに作り上げていく楽しさを体験できるよ

うにします。コミュニケーション、就労支援セミナー、適性検査、K-ステップなど各種プロ

グラムを取り入れ、ご本人のストレングスに視点をおき、希望に沿って、意欲的かつ長期的

に就業できる職場を一緒に探していきます。工賃・通勤費については就労継続支援 B 型事業

に準じます。 

 

＜タイムスケジュール＞ 

第一段階（１～３ヶ月） 第二段階（４～６ヶ月） 

ア．個別相談にて目的・目標を決めます。 ア．振り返りと今後の目標設定をします。 

イ．通所と作業に慣れ、適性を見極めます。 イ．ハローワークへの求職登録を行います。 

ウ．セミナー参加で就労マナーと知識の取得

を目指します。 

ウ．短期施設外実習、実習後に評価、個別支

援計画のモニタリングを行います。 

エ．ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加でスキルと体力を培いま

す。 

エ．振り返りを実施、求職活動にいかしま

す。 

第四段階（１３ヶ月～） 第三段階（７～１２ヶ月） 

ア．準備ができていると判断できた時点で、

意向を確認し「就職活動」を行います。 

ア．振り返りと今後の目標設定をします。 

イ．企業の実施している企業実習やビジネス

マナー訓練へ参加します。 

イ．履歴書など書類添削と面接練習をしま

す。 

ウ．就労が決まった場合、フォローアップ

し、就労定着支援や関係機関につなぎます。 

ウ．合同面接会に参加します。 

エ．就職が決まるまで必要な支援を続けま

す。 

就職後 6 か月は、希望により関係事業所とス

ムーズな引継ぎを行います。 

エ．数か月単位の委託訓練に参加します。 
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ウ 就労定着支援事業 

（福祉事業所から就労し継続している方、利用期間は３年間） 

就労後、企業で安定して継続的に働き続けるために企業や支援機関と連携をして、職場環境

や業務内容の改善や工夫を含めたフォローアップを事業所内相談や企業への訪問を通じて行

います。具体的に、ご家族や職場担当者から情報を聞き取り、迅速に対応します。また職務

や職場環境が変わる場合には、障害特性やストレングスを視点とした関わり方につき情報提

供し、職場での支援体制づくりのサポートをします。 

また、事業所内で開催されるプログラムなどに参加できるよう情報の提供をします。 

事業所の開所時間内に電話やメール、リモートを利用した面談を活用して相談に応じられる

よう体制を整えています。 

利用期限が過ぎて支援を受けたい方は、就労援助センターへ引継ぎ、再就職等の支援が途切

れないようにします。 

また、転職を考えている方には、短期間の休職で済むようハローワークなどと連携し支援し

ます。 

 

 日課プログラム 

【就労継続支援 B 型スケジュール】 

９：００ 出勤（8:45～）荷物整理・着替え等 

９：１０ ラジオ体操 第１、掃除 

９：１５ 始業ミーティング 

午前仕事① (75 分)  

１０:３０ 休憩 

１０:４５ 午前仕事② (75 分)  

１２:００ 昼食・昼休み 

１３：００ 午後仕事③ (75 分)  

１４：１５ 

１４：２５ 

休憩 

ラジオ体操 第２ 

１４：３０ 午後仕事④ (75 分)   

１５：４５ 終業ミーティング 工具の片付け、掃除 

１６：００ 退勤 

 【就労移行支援スケジュール】 

９：００ 出勤（8:45～）荷物整理・着替え等 

９：１０ ① 体操 ②朝礼 ③セルフケア 

９：３０ 模擬就労・プログラム・自主学習 

１０:４５ 休憩（変更になる場合あり） 

１１:００ 模擬就労・プログラム・自主学習 

１２:００ 昼食・昼休み 

１３：００ 模擬就労・プログラム・自主学習 

１３：４５ 休憩（変更になる場合あり） 

１３：５５ 模擬就労・プログラム・自主学習 

１４：４０ ①掃除 ②終礼・日報記入 ③自主学習 

④一日の報告 

１５：1０ 退勤 
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 【就労支援プログラム月間予定】 ※就労支援セミナーは適宜実施します。 

  月 火 水 木 金 

1 

週 

目 

午 

前 

(就労支援 

セミナー) 
模擬就労  

(就労支援 

セミナー)  
模擬就労 自主学習 

午 

後 
パソコン教室 

運動 

プログラム 
模擬就労 全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 模擬就労  

2 

週 

目 

午 

前 

(就労支援 

セミナー)  

SST 

社会生活技能

訓練 

(就労支援 

セミナー)  
模擬就労 模擬就労  

午 

後 
パソコン教室 模擬就労  模擬就労 自主学習 模擬就労 

3 

週 

目 

午 

前 

(就労支援 

セミナー)  
模擬就労 

SST 

社会生活技能

訓練 

模擬就労 模擬就労  

午 

後 
パソコン教室 

運動 

プログラム 
模擬就労 自主学習 模擬就労  

4 

週 

目 

午 

前 

(就労支援 

セミナー)  

SST 

社会生活技能

訓練 

(就労支援 

セミナー)  
模擬就労 模擬就労  

午 

後 
パソコン教室 模擬就労 模擬就労 自主学習 

運動 

プログラム)  

＊セミナープログラム予定：電話応対訓練・書き方講座・セルフケア・ビジネスマナー・ 

ハローワーク利用・企業説明会への参加・K-ステップによる自己理解など 

 

⑤ 健康管理に関すること 

ア 食事について 

申し込み制により配食サービスをとり入れ、低価格で食品数を多く取れるよう支援しま

す。 

イ 健康相談 

月１回、精神科嘱託医による健康相談を実施し、体重・血圧測定のほか心の悩みを相談

し、ご自身の体調管理に役立てます。さらに精神科嘱託医などによる健康講座を年１回開催

します。 

ウ 栄養講座 

年 1 回、高津区見守り支援センター管理栄養士や法人内栄養士などによる栄養講座を実施

し、バランスの取れた食事や生活習慣病に対する食事の注意点などについて学びます。 

エ 感染予防について 

法人マニュアルを遵守し BCP に沿って対応します。インフルエンザ、ノロウイルス、コロ

ナウイルスなど感染症に対し日頃から手洗い、うがい、入浴、洗濯などの予防に関して支援

すると共に、罹患した場合はマニュアルに基づき対応します。また食中毒に対する予防知識

を喚起するために、掲示物やミーティングでの定期的な周知を行います。 
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⑥ 人材育成・確保に関すること 

ア ケース会議・職員会議について 

ご利用者の支援のあり方について、サービス管理責任者を中心に全職員で定期的に検討し

ます。職員会議では、作業の課題や今後の予定、苦情・虐待・事故の対策など支援に必要な

情報を共有し、検討します。 

イ 職員学習会について 

     法人の研修計画にのっとり階層別研修を受講します。タイムリーな課題に対応すべく、必要

な研修に参加し知識とスキルを会得します。 

    また、法人実践研究発表会に向けチームとしての課題を持ち、支援者としてのスキルアップに

つなげます。 

ウ 各委員会について 

法人の委員会、地区の委員会、就労関係の委員会に参加します。 

エ 職員の連携と質の向上について  

朝・夕の引き継ぎはケース会議と同様に、ご利用者の日常の様子、情報を全職員が共有す

る重要な会議と位置付けています。業務日誌・ケース記録への記入は、情報の保存と職員間

の情報伝達及び確認に役立てます。 

オ 外部研修について 

      支援のスキル向上のため、各職員に必要な研修をピックアップし計画的に参加できるよう取

り組みます。救命救急講習を受講する予定です。 

カ 実習生受け入れについて 

精神保健福祉士など国家資格実習生、精神障害者ヘルパー実習生、教職実習生など定期的

に受け入れ、職員自らの職務の見直しができるようにし、資質向上につなげます。 

支援学校との連携で見学を実施、支援学校生徒の就労アセスメントを行います。 

川崎市社協との連携で川崎市立高等学校のインターンシップの受入れを行います。 

 

⑦ 建物設備整備に関すること 

ア 設備維持管理について 

火災報知器の定期点検、車輛の定期点検、床の清掃、害虫駆除、植栽の手入れ、空調の点

検を計画的に実施します。床清掃は業者への依頼を予定しています。 

イ 修繕計画について 

建物の老朽化により、必要な場合は川崎市担当課と相談しながら随時対応します。 

ウ 主な年間行事 

行事・活動はいずれも就労のための研修として、ご利用者が中心となって年間１～２回企

画立案実施をします。行事活動実施月の２ヶ月前に参加者を募り、参加者による企画会を開

催し実施していきます。 

 

⑧ 他法人、他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

ア 地域交流について 

区内の祭りに参加し、利用者の地域貢献と地域への興味を持てるよう支援します。 

地区社協の会議勉強会に参加し、お互いに連携できる体制づくりを行います。地域民生 

委員の方々へ向けた施設見学会などを企画していきます。 

イ 他事業との連携による運営について 

就労についてセミナーを共同開催・企画・運営をします。また各支援機関と、今後の障害

者就労課題に向けて連携し、障害者就労の促進に努めるとともに、ご利用者が安定して、充
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実した地域生活が営めるためのネットワークを構築します。中部地区の就労移行支援事業所

とともに事業所合同説明会を計画・実施していきます。 

＊連携先 

    川崎労働センター、北部・南部ハローワーク、百合ヶ丘・中部・南部就労援助センター、 地

域の商工団体、地域自立支援協議会、高津精神保健福祉連絡会、各区役所、病院、相談支援セン

ター、各就労支援事業所、地区社協など 

⑨ 危機管理、安全管理に関すること 

ア 事故防止について 

法人リスク管理委員会のもと事故報告書・ヒヤリハットなどを報告するとともに、職員間

で対策方法を話し合い、速やかに状況把握と適切な対応ができるよう日々の業務に取り組み

ます。 

イ コンプライアンス（法令順守）について 

サービスの提供にあたり、関係諸法令を遵守し、人員、設備、運営等の基準に従い適正な

運営に努めます。 

ウ 苦情解決・権利擁護について 

法人「苦情解決ガイドライン」にのっとり、苦情解決責任者及び苦情受付担当者名を事業

所内に掲示します。ご意見・要望・苦情に対しては、早急に調査し解決に向けて迅速かつ適

切に対応します。是正や解決に向かわず必要のある場合は、第三者機関へご本人の苦情申し

立て代行を行います。 

エ 虐待防止及び身体拘束禁止について 

       法人「虐待防止及び身体拘束禁止・対応指針」に基づき、責任者及び受付担当者を事    

業所内に掲示します。また、指針に沿った対応を実施します。 

オ 意思決定支援について 

       国の「意思決定ガイドライン」に基づき、合理的配慮のもと自己実現に向けた支援をしま

す。 

カ 個人情報の保護について 

法人個人情報保護規定にのっとり、ご利用者の了解のもと、保有する個人情報の適正な取

扱いに努めます。 

キ 火災・災害管理と感染症対策について（BCP により対応） 

火災、地震、台風や大雨に備え、実際に災害が発生しても、ご利用者、職員が敏速かつ冷

静に対応できるよう、具体的計画を立てるとともに緊急連絡網（職員・利用者）を作成し、

避難訓練と安全点検を行います。また、ご利用者の安全確保の観点から災害時に無理に帰宅

せず、施設内に留まることも視野に入れた対策（非常食の備蓄）を講じます。台風など、事

前に予測できる災害に対しては前日にご本人・家族・関係機関と連絡を取り、ご利用者が判

断に迷わないよう対処します。 

災害時に職員の状況を確認するために、安否確認サービスを導入し訓練やメッセージ機能な

ど活用しながら、災害時に事業継続ができるような体制を整えます。 

感染症対策については法人指針に沿った支援を行います。 
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８．川崎市南部基幹相談支援センター 

 

種      別   基幹相談支援センター 

計画相談支援・地域移行支援 

開 所 年 月 日   ２０２１年１０月１日 

定      員   定員なし 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1-4-8 イーストブルー101 

            TEL 044-222-8281    FAX 044-589-5620 

施  設  概 要   鉄筋コンクリート造 ９階建 1 階部分 

床   面   積   ５５．１５８㎡ 

責 任 者   原 智子 

事 業 所 番 号   計画相談支援  1435000508 

地域移行支援  1435000508 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

所長・管理者（兼務） １ １ １   

主任相談支援専門員(国)または川

崎市認定相談支援リーダー 
２ ４ ４   

相談支援専門員（有資格者） ３ ３ ３   

※配置人数は常勤換算数 

 

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

① 基本方針 

川崎区、幸区の２区を管轄している。川崎市から委託されている運営業務委託仕様書に則った事

業の役割を果たす。病気や障害等により生きづらさを抱える方々に必要な支援を届けられるよう、

管轄する地域での新たな相談支援体制の構築を図り、相談支援体制の強化、地域づくりなど、これ

までのつながりを基盤に様々な活動に取組んでいく。 

② 重点目標 

ア 地域の相談支援体制の強化の取り組みを進めるために、地域相談支援センター・計画相談支援

事業所の相談支援員の現状把握と、問題の抽出・整理を行い具体的な取り組みにつなげる。 

イ 権利擁護・虐待防止の促進を図るために、行政他機関と共通した理解・認識を持つための機会を継

続して持ち、適切な支援につなげる。 

 

（２） 主な取り組み 

① 総合的・専門的な相談支援 

ア 総合的・専門的な相談支援 

（ア） 川崎市の委託事業である基幹相談支援センターの人員配置基準に基づき、専従の相談支援専

門員５名（社会福祉士、精神保健福祉士等の有資格者）を配置し、総合的・専門的な相談支援

に対応できる体制を整備する。相談支援従事者研修、専門研修等を積極的に受講または企画に

携わり学びを深めるなど、多様化・複雑化する相談ニーズに対応できるよう努める。 

（イ） ワンストップサービスの姿勢を持ち、障害種別や年齢を問わず相談を受け止め、適切な支援

機関とのチーム支援を行う。 
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（ウ） 虐待等の緊急性の高いケースへの対応においては、迅速に初期対応を行う。 

② 広域調整が必要な利用者への対応 

ア 管轄区外、市外からの転入や住所不定の方などからの相談に対して、担当の行政や専門機関等 

と連携協働し、必要な支援を提供する。 

イ 虐待などの緊急性の高いケースへの対応において、必要に応じて管轄区外、市外、県外の相談機

関や事業所との連絡調整や連携を図ってく。 

ウ 医療的ケア等の専門的な支援の必要性が高いケースの対応において、必要に応じて管轄区外、市

外、県外の医療機関や専門機関等との連絡調整や連携を図っていく。 

③ 地域の相談支援体制の強化の取組 

ア 地域の相談支援センター、指定特定相談支援事業所など管轄する地域の相談機関とは訪問や日ご

ろの関わりなどで状況を把握し個別支援を抱え込まないよう必要に応じて伴走する。 

イ 川崎区・幸区の地域自立支援協議会の事務局として、両区内個別課題を相談支援従事者が抽出 

する場となるよう取り組みを行う。 

ウ 地区割り体制に伴い、地域のインフォーマル資源との顔の見える関係づくりや、行政、 

サービス事業所、地域包括支援センターや他分野の支援機関等との連携の強化を図り地域共生社 

会の実現に向けた取組みを行う。 

エ 地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、 

南部地域の関係機関と協働し、普及啓発・ネットワークの構築などを図る。 

オ 広域調整が必要なケースに対応するため、他県、他市、他区の福祉サービス事業所や支援機関等

の社会資源に関する情報収集や、適切な機関に繋げられるよう必要に応じた 情報提供・後方支援

を行う。 

カ 地域住民とつながり、民生委員児童委員とのネットワークづくりを進めていく。社会福祉協議会

主催の「福祉でつながる地元交流会」には積極的に参加し関係づくりにつなげる。 

キ 自分たちの支援対象としての地域のニーズ把握を様々な方法で行い、南部リハビリテーションセ

ンターや各種専門機関地域生活支援拠点施設等との協働で研修等を行うなど、南部エリア全体で人

材育成支援の仕組みをつくっていく。 

ク 地域住民や関係機関に障害者相談支援センターを身近に感じてもらう一つの方法として地域での

取り組みなどを掲載する広報誌を継続して発行する。 

ケ 相談支援従事者初任研修・現任研修での相談支援実習の受け入れ等でつながった関係を継続でき

るよう、研修会や広報誌などのツールを活用する。 

④ 地域移行・地域定着の促進の取組 

ア 障害者支援施設及び精神科病院等への地域移行に向けた普及啓発 

（ア） 地域移行・地域定着支援の理解、目的を共有するため、意見交換会、事例を通した研修等を

開催し、基幹相談支援センター自身がスキルアップに努めるとともに、継続的な普及啓発を、

中部リハビリテーションセンターはるかぜとの共催も働きかけていく。 

（イ） 地域移行・地域定着支援をスムーズに実施できるよう障害者支援施設、地域相談支援センタ

ー、地域生活支援拠点施設などと恒久的な連携が図れるよう取り組む。  

イ 障害者支援施設及び精神科病院等に入所・入院している障害者等に対する意思決定支援の取組の

推進「障害福祉サービスの利用等にあたっての意思決定支援ガイドライン」を理解し、実践で 

きる体制づくりに取り組んでいく。 

ウ 障害者等の地域生活を支える体制整備コーディネート 

地域生活の体験や移行後の生活を支援するために、南部地域リハビリテーションセンターや地域

生活支援拠点施設、障害者支援施設等に配置されているコーディネーター、グループホーム等と

連携できる体制づくりに取り組んでいく。 
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⑤ 権利擁護・虐待の防止 

ア 市障害者虐待防止対策事業実施要綱に基づくコアメンバー会議への参加 

（ア） 川崎市障害者虐待防止対策事業実施要綱に基づき地域みまもり支援センターからの要請を受

けてコアメンバー会議へ出席し、客観的な立場からの意見を述べていく。 

（イ） 虐待発生の背景を理解し養護者に対する支援も含めた意見を述べていく。 

イ 障害者虐待を防止するための取組 

（ア） 個別ケースへの後方支援等を通じて他機関のネットワークを拡大し、地域でのみまもり体制

を強化するなど虐待防止に取り組んでいく。 

（イ） 虐待の可能性がある相談を受けた場合は、速やかに川崎市障害者虐待防止対策事業実施要綱

に則った支援に繋げる。 

（ウ） 研修や勉強会の企画、参画、地域のイベントなどの機会を活用し、障害者虐待防止に関する

普及啓発や障害者虐待通報の義務の周知等を行い、早期発見できる地域づくりを行っていく。 

（エ） 行政やあんしんセンターと権利擁護に関する勉強会・連絡会を共催し常に同じ認識で対応で

きるよう努める。 

ウ 成年後見制度の利用支援 

（ア） 司法機関等とのネットワークを拡大し、成年後見制度の利用を広めていく。 

（イ） 「意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドライン」に基づき、本人の意思決定を尊重した

支援を行っていく。 

エ 日常生活自立支援事業の利用促進の取組 

（ア） 利用目的にある方を適切につなげていけるよう「あんしんセンター」や「川崎市被保護者金

銭管理等支援事業」と連携し支援していく。 

（イ） 多重債務等の金銭トラブルに関する支援においては「あんしんセンター」や「川崎市被保護

者金銭管理等支援事業」と協働し、法テラス等の司法機関へつなげていく。 

オ 消費者トラブルを防止するための取組 

地域の関係機関に対して、川崎市消費者行政センターの、消費者トラブル相談事例などを活用し

た普及啓発を行っていく。 

カ 障害者差別の解消に関する取組 

 研修や勉強会の企画、参画、地域のイベントなどの機会を活用し、障害者差別解消法の普及啓発

を行っていく。 

⑥ その他の取組 

ア 法人の特性を活かした取組 

（ア） かわさき障害者福祉施設たじま及び、たじま家庭支援センターと連携協働し、地域の支援者

や地域住民との繋がりの強化など、地域に根ざした支援体制づくりを進めていく。 

（イ） 法人内の各事業と連携協働し、障害種別や年齢を問わない相談への対応に役立てていく。 

イ 市民や支援を必要とする方々の防災対策 

（ア） 災害時に備え、地域住民に向けて防災への備えとともに障害者と協力し合える環境づくり等

の普及啓発を行っていく。 

（イ） 災害時に備え、必要な方に「災害時個別避難計画」の作成支援を実施していく。また、新た

に作成支援を担う相談支援従事者等に対しても、川崎市会計年度任用職員や川崎市が委託した

パソナ等が実施する作成支援と調整をして支援協力等を行っていく。 

（ウ） 災害時に備えて、地域のサービス事業所等が相互に助けあえるよう横のつながりを拡げる仕

組みづくりを進めていく。 

ウ SＤＧ’s の取り組み 

（ア） SDG‛s の３の目標の取り組みとして、どのような相談でも断らない意識で受け関係機関と連

携をしていく。 
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（イ） SDG’s の１１の目標の取り組みとして地域自立支援協議会などや日頃の支援の中で関係

機関や地域の方々とつながり、誰もが住み続けられる地域づくりの活動に取り組む。 

 

（３） 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

① 法人職員として法人の理念を理解し、日々の業務の中で職員同士が互いを気遣い協力し合える職場

づくりを目指す。 

② 法人内研修、外部研修等の各種研修に参加し、相談支援従事者として必要な知識や技術の習得・研

鑽に努める。 

ア 所内会議の開催 

（ア） 月２回、職員全員で各種会議や事業の進捗状況を確認する。このほかにも必要に応じて随時、

情報共有や検討の機会を設ける。月１回は部長が出席し状況の報告と必要時には対応などにつ

いての相談をする。 

（イ） 週１回、個別支援を中心として、支援の状況や支援方針の確認、職員同士の情報共有、意見

交換、センター内の協力体制やマニュアルの確認など業務の報告・検討等を行う。 

（ウ） 朝の打合せで、当日の予定確認、報告事項、相談事項等の確認を行う。 

イ 人材育成に関して 

（ア） 所内会議、法人内相談支援センター会議で情報共有や意見交換、事例検討の場を持つ。 

（イ） 内部研修として、法人内新規採用時研修、階層別研修、他部署・他施設研修に参加をし、資

質の向上に努める。 

（ウ） 外部研修に受講後は伝達研修の場を持ち、チームとしての底上げを行う。 

（エ） これらにより、個々の資質とチーム全体としての支援力の向上を図る。 

 

（４） 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

① 上記「２ 主な取り組み」に記載した取り組みを通して、行政や地域相談支援センター、サービス

事業所、地域包括支援センターや他分野の支援機関等との連携の強化を図っていく。 

② 川崎区機関連携会議の事務局として企画・運営に携わり、地域の多職種連携、ネットワークの構築

を進めていく。また、今後は幸区においても同様のネットワークづくりを進める準備をしていく。 

 

（５） 環境整備について 

     当事業所には 3 事業所が同フロアーにあるため、お互いに協力し合うことが多くある。面接室は

あるが調整が必要な状況となっていたり、共有のものがあり、譲り合ったりしながら調整をしてい

る。限られた中でも面接や休憩できるスペースの確保を検討していく。また、共有のものは引き続

き窓口を決め、業務に支障のないように整えていく。 

     また、ＩＴの導入などハード面の充実による業務の効率化を図り、同時に職員一人一人の心身両

面は常に意識をし必要な改善は進めていく。 

 

（６） 危機管理、安全管理に関すること 

以下のことを同敷地内ことぶきとの協力の下、おこなっていく 

① 事故防止について 

法人内リスクマネジメント委員会の作成した書式に則り、事業所内でおきた事故は速やかに報告

する。事故内容を分析、原因を究明し再発防止に役立てる 

② コンプライアンス（法令順守）について 

関係法令を遵守し、人員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に務める。管理者は、法令理 

解に努め、職員にも法令の周知を徹底し、適正な運営を実施する。 
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③ 苦情解決・権利擁護について 

      法人のガイドラインに則り適切に実施する。また、苦情解決に取組むにあたり、川崎市障害福

祉施設等苦情解決支援事業を活用する。 

④ 情報公開について 

ア 行政機関、その他関係機関に求められた場合は、情報保護の守秘に反さない限り、必要な情報を

公開する。 

イ 利用者、家族からサービス提供に関する記録（支援記録、業務日誌、実績票等）を求められた場

合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示する。 

⑤ 個人情報の保護について 

ア 個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施するあらゆる事業において個人情報

を慎重に取り扱う。 

イ 個人情報の取得にあたり、利用目的を明示した上で、必要な範囲の情報を取得する。 

ウ 個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報を利用

する。 

エ あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本人の同意

を得ることなく外部に提供しない。 

オ 個人情報を正確な状態に保つとともに、漏洩、滅失、き損などを防止するため、適切な措置を講

じる。 

カ 個人情報を持ち出す場合について「川崎市南部基幹相談支援センター個人情報持出し簿」で管理

し、所長等の許可のもと持ち出す。所長等はその後の対応について報告を受け上記持出し簿にて管

理をする。 

キ 本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除･利用停止を求める権利を有しているこ

とを確認し、これらの申出があった場合には速やかに対応する。 

ク 個人情報の取り扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速やかに対応する。 

ケ 個人情報を保護するために施錠のある書庫に保管するなど適切な管理体制を講じるとともに、職

員の個人情報保護に関する意識啓発に努める。 

 

（７） 防災管理について 

① 事業所内外の安全対策の実施 

ア 事業所内の棚、備品等の転倒や落下がないよう防止器具の設置、確認等を行う。 

イ 緊急避難路の確保を含め、定期的に安全確認を実施する。 

② 連絡体制の整備 

ア 「災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業所への参集を含め、職員が行

動しやすい体制を整える。 

③ 災害時への備え 

ア 災害時用のヘルメット、救急セット、非常食を常備し、定期的に確認する。 

④ 協力体制の強化 

ア 区役所職員、他相談支援センターと連携を図り、必要な対応マニュアルの作成や見直し改善に努

める。 

イ 緊急時における地域との協力・連携がとれるよう、日頃から地域住民団体、ボランティア、行政

機関など、関係機関との協力関係の確保に努める。 

（８） 安全衛生管理について 

① 感染症対策 

新型コロナウイルスやインフルエンザウイルス感染症など、感染症の蔓延予防のため、状況に

応じた対策が可能となるよう、川崎市感染症情報発信システムからの情報は定期的に確認をし、
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最新の情報に基づく対応を行っていく。事業所内の環境整備や必要物品の点検・確認を継続して

いく。 

ア 事業所内 

地域サービスセンターことぶきと分担し清掃・換気・消毒液・マスクの確保・飛沫予防シ

ート等の設置、業者による清掃など、環境衛生に努める。消毒薬の設置や消毒の実施、感染

症に関する知識の共有、職員の健康確認、手洗いや手指消毒の励行などの対策を講じる。 

イ 事業所外 

感染者対応時物品一式・連絡方法・消毒の常時所持等、外部でも手洗いや手指消毒の励行

などの対策を講じる。 

② 健康管理 

日々多種多様となる相談や、制度・体制の改定などの変化の中で、恒常的な無理の積み重ね

が、気づいた時には大きな負担となっていることが考えられる。日ごろの休憩時間の確保や休

暇取得、些細なことを話すことができる関係性などを重視する。 

安全衛生委員実施の職場自主点検や職場巡視の機会を活用し、環境面・身体面を一人ひとり

が意識できるよう共有する。 

法人が実施する健康診断やストレスチェックなどの結果は一つのサインとして受け止め、職員

一人ひとりの心身の健康に配慮する。 
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９．もとすみ地域相談支援センター 

 

㉂令和 8 年 4 月 1 日～ ㉃令和 9 年 3 月 31 日 

種 別     計画相談支援 地域移行支援 地域定着支援  

開 所 年 月 日   ２０１３年４月１日 

定 員   定員なし 

所 在 地   〒211-0025 

              神奈川県川崎市中原区木月２-１８-６ メゾン住吉２０３ 

              TEL044-863-6251 FAX044-863-6744 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 ６階建 ２階部分 

床 面 積  ４３．９２㎡ 

責 任 者   田中 久美子 

事 業 所 番 号   計画相談支援   １４３５２００５１２ 

           地域移行支援   １４３５２００５１２ 

           地域定着支援   １４３５２００５１２ 

           

職員配置計画            

職種 配置基準 配置人数 正規職員 契約 パート 

所長 

主任相談支援専門員 

相談支援専門員 

 

   

3 

1 

1 

2 

1 

1 

2 

 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

※所長は相談支援専門員との兼務 

 

(１) 事業所の基本方針、事業内容 

 

①  重点目標 

地域相談支援センターは、川崎市の委託事業の受託所と指定特定との二つの役割がある。 

委託事業者として、地域の方々の身近な相談場所として、様々な相談を受け止め、サービス利用

の有無に関わらず必要な支援を届ける。指定特定事業所として地域移行、地域定着に取り組む。 

ここ数年、相談件数は増加し内容も複雑化している。障害の課題に加え、生活困窮、家族関係、

高齢化、就労不安、引きこもり、複数の問題が絡み合うケースや、いわゆる「制度のはざま」に置

かれるケースもあり、支援の難易度が高まっている。当センターは引き続き「断らない相談支援」

を基本姿勢とするが、担当職員、センター単独で抱え込むことなく、関係機関との連携や事業所内

支援体制を強化する。IT の活用もすすめ、職員全員の負担軽減を図り、断らないが抱え込まない支

援体制の確立を目指す。 

 

② 主な取り組み 

ア 障害種別及び年齢等を問わない総合相談 

地域相談支援センターは、包括的相談支援の一翼を担えるよう、今まで築いてきた領域を超え

た関係機関との関係性（ネットワーク）を更に強化し、障害種別や年齢にとらわれない支援を行

っていく。また、１８歳前後の切れ目支援、障害福祉から介護保険への移行、診断がついていな

い方等への支援をも行い、制度のはざまを埋めていく。 
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イ 支援に繋がっていない障害者等への支援 

地域相談支援センターの存在を市民に周知する活動を行い、更には地域住民や関係機関とのつ

ながりを深めて、担当地域の中で、支援が届いていない方が存在していることを意識し、出会い

を支援につなげるようにする。また、相談者が障害者本人ではなくても、まず、相談者をサポー

トしていきながら関わりを切らさず、本人の支援に繋がる道を探す。   

 

ウ 福祉サービスの利用支援 

背景も含めた生活全般を把握し、ニーズとストレングスを整理し、本人の意思、希望、強みを

優先した支援を行う。本人がサービスを選択できるよう各種福祉サービスの種類や特徴などを分

かりやすく伝える。福祉サービス開始後は、指定特定事業所の紹介も行い、指定特定事業所とつ

ながった後も、一般相談や、さらには指定特定事業所のバックアップも行い、伴奏支援をする。 

 

エ 社会資源を活用するための支援 

担当エリア内の社会資源について、福祉サービス以外にも、生活者に必要な商店や公共施設、

地域の集まりや地区社協の情報などフォーマル・インフォーマルな社会資源の存在や特徴などを

マップ化（見える化）した。地域マップについては、誰にでも紹介しやすいように A４冊子に作

り替え、まずは利用者に提供していく。 

 

オ 地域の関係者・関係機関等とのネットワークづくり 

(ア) 担当エリア内の関係者・機関との顔の見える関係づくり 

担当地区をもつ地域相談支援センターとして、さらに地域に根付いた関係機関との繋がり

が必要になる。地域包括支援センター、地域の民生委員、町内会などとの顔の見える関係作

りを着実に進めていく。現在参加している「はなし処みすぎ」は引き続き参加していく。そ

の他にも参加できる場所を探していく。 

(イ) 地域包括支援センターとの連携強化 

住吉地区にある、いだ地域包括支援センター、すみよし地域包括支援センターが開催する

地域ケア会議に参加できるよう働きかけ、地域包括支援センターが築いてきた地域との関係

性や高齢者介護支援の状況の共有をおこなう。要介護高齢者と障害者の家族ケース、介護保

険と障害者支援両方が必要なケースなど複合的な生活課題を持つケースについて、協働して

いく。 

引き続き、介護保険と障害福祉の制度の狭間にいる利用者の支援を包括と協働で行う。 

(ウ) 町会や民協を通した住民とのネットワークづくり 

中原区ネットワーク会議に参加し、町会や民生委員児童委員協議会の役員会へのアプロー

チを続け、地域住民にこの地区の担当になる相談支援センターであることを説明し認識して

もらう。また、防災、引きこもり支援、障害者の虐待防止や差別解消等についての住民向け

の学習会を企画し、困った時は相談支援センターに連絡すればよいと思ってもらえる関係作

りを行っていく。 

(エ) 指定特定相談支援事業所の支援と連携 

基幹相談支援センターと協力し、相談支援事業所連絡会に企画から積極的に参加し、今後

も継続し指定特定相談援事業所と連携が取れるようにしていく。指定特定相談支援事業所か

らの相談にも対応し、居宅介護支援事業所が安心して事業参入できるような環境づくりを区

内相談支援センターとの協働で行っていく。 

 

(オ) 介護保険機関との連携 

中原区介護支援専門員連絡会や包括支援センターと連携し、スムーズな介護保険への移行

97



や協働ができるような関係づくりを続けていく。要介護高齢者と同居している障害者の支援

等、家族ケースについても介護支援専門員と協力し支援していく。そして医療、障害、介護

が連携できるネットワークを作っていく。 

(カ) 自立支援協議会や相談支援センターのつながりを通した取組み 

    中原区自立支援協議会の活動に企画運営から積極的にかかわり、個別ケースから地域課題

を見つけ、ワーキングの立ち上げも行っていく。 

 

カ 障害者支援施設及び精神科病院等からの地域移行及び地域定着のための支援 

(ア) 地域移行･地域定着支援の取組み 

病院や施設に入院・入所中の方で、地域移行を目指す方の支援を行っていく。入所施設か

らの地域移行を促進するために施設側のコーディネーターだけでなく、地域生活支援拠点施

設、地域リハビリテーションセンター、基幹相談支援センター等とも連携して、地域移行に

ついて地域相談支援センターとの役割を模索していく。病院や施設からだけでなく家族から

独立し、単身生活を送る方の定着支援も担ってく。 

(イ) 不動産事業者・家主への理解普及 

居住支援協議会が作成した「住宅確保要配慮者」居住支援ガイドブックを活用して、地域

移行を進めていくうえで受け皿となってもらえるよう、エリア内の不動産事業者・家主へ理

解を広げていく活動をしていく。 

不動産業者・家主からの居住者に対する困りごとの相談にものり、障害があっても地域に

受け入れられるように努める。 

(ウ) その他 

その他、地域生活の準備として宿泊型自立訓練施設や病院、地域生活活動支援センターと

も連携し、地域生活全体の支援を行っていく。川崎市が行う地域移行、地域定着の研修にも

積極的に参加していく。 

 

キ 権利擁護のために必要な支援 

(ア) 虐待防止及び身体拘束禁止について 

「法人内虐待身体拘束防止対応委員会」に所長が参加し、ケア会議等で伝達していく。事

業所内でも虐待防止責任者（所長）を配置し、川崎市障害者虐待対応マニュアルに沿った

対応をしていく。最低年 2 回は事業所内研修を行い、年１回は外部研修に参加する。 

         また、担当地区内で起きた虐待疑いケースに対して、区役所から依頼があった場合はコ

アメンバー会議、個別ケース会議に参加し役割を担っていく。 

         業務会議等を利用し、常に支援を振り返り、自事業所だけでなく、他事業所にも不適切

な対応がないか話し合い、必要な場合は区役所に通報する。 

(イ) 成年後見制度、日常生活支援事業利用支援 

成年後見支援センター等を利用しながら成年後見などの制度に関する相談を受けてい

く。利用にあたっては、本人情報シートの作成を引き受けるだけでなく、本人、家族が申

し立てをする際は、後見が決まるまで手続きの支援をしていく。 

      「積極的な権利擁護支援」として、虐待防止や差別解消法にむけて区内の行事場を活用し

て、地域住民や関係機関に対して普及啓発活動を行ったり、「障害福祉サービス等の提供に

おける意思決定支援ガイドライン」の普及啓発や、自身のセンターにおいても、意思決定支

援の視点を持ちながら、ご本人の意思に寄り添った支援を行っていく。 
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ク SDGｓの取組み 

(ア) ペーパーレス化 

SDGｓの 12 と 15 の目標の取組みとして、川崎市の条例改正に伴い利用者記録の保存を電

子化しペーパーレス化を図る。職員予定表をデジタル化し管理する。 

(イ) 途切れない支援 

SDGｓの 3 の目標の取組みとして、支援ソフトのクラウドを利用し、事業所が被災した場

合でも法人の他の事業所を利用し相談支援を継続する。 

 

③ 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

法人内研修や外部研修等の各種研修に参加し、法人職員として、支援職員として相談支援に関

する知識や技術の習得するため、また、倫理観、権利擁護意識の向上のために、次のように取り

組み、研鑽、啓発に努める。 

ア ケア会議について 

毎週定例でケア会議を開催する。ケース検討を主とし複雑化する支援について共有を図る。

新規の相談者が増える中で新規相談の検討の場を確保し、センター全体として対応が出来るよ

うにしていく。会議の場をピアスーパービジョンの機会と捉え、職員相互に自己の支援を振り

返り、助言し合い、相談支援技術の向上を目指す場とする。 

 

イ 職員学習会について 

外部研修に参加した職員は、受講後研修報告書に基づき所内業務会議において職員学習会を開

催する。学習会開催職員は研修で習得した内容を深める機会とし、学習会参加職員は新たな知識

や技術を習得する一助とする。 

 

ウ 内部研修について 

法人内で実施している新規採用時研修、階層別研修、他部署・他施設研修等へ参加し、資質

の向上に取り組む。  

 

エ 外部研修について 

外部で行われる専門研修等に、支援に必要となる内容、今後求められる専門性について、目

的別、かつ計画的に参加し、支援の実践に取り入れていく。 

研修終了後事業所職員間で共有するため学習会を実施する。 

 

④ 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

行政主催の会議等への出席、勉強会や研修会の参加等を通じて行政や地域相談支援センター、

サービス事業所、地域包括支援センターや他分野の支援機関等との連携の強化を図る。 

 

⑤ 危機管理、安全管理に関すること 

ア 事故防止について 

法人内リスクマネジメント委員会の作成した書式にのっとり、事業所内でおきた事故を報告、

事故内容を分析、原因を究明し再発防止に役立てる。 

 

イ コンプライアンス（法令順守）について 

関係法令を遵守し、人員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に務める。管理者は、法令

理解に努め、職員にも法令の周知を徹底させ、適正な運営を実施する。 
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ウ 苦情解決・権利擁護について 

(ア) 苦情・要望は、期待の声であり事業運営のための財産であると受けとめて、適切な対応 

に心掛け、利用者の権利擁護を図るとともに信頼を高め、サービスの向上に努める。また、苦

情を上げたご利用者が不利益にならないよう注意する。 

(イ) 苦情・要望を寄せた利用者へ個別対応するとともに、業務会議の中で話し合い、職員間 

で共有、分析、対応の協議を行う。対応後はモニタリングを行い、関係改善に努める。 

（ウ）苦情解決に取り組むにあたり、その社会性や客観性を確保するために、川崎市障害福祉 

施設等苦情解決支援事業に加盟し、利用者からの話を必要な機関に持ち上げ対応する。 

（エ） 他事業所に対する苦情についても業務会議の中で話し合い、共有、分析、対応の協議を行い、

事業所と利用者の間に入り対応する。対応後はモニタリングし結果を確認する。 

 

エ 情報公開について 

(ア) 法令に従った、人員、設備、備品および会計に関する諸記録を整備する。行政機関、そ 

の他関係機関に求められた場合は、情報保護の守秘に反さない限り、情報を公開する。 

(イ) 利用者、家族からサービス提供に関する記録（支援記録、業務日誌、実績票等）を求め 

られた場合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示する。 

 

オ 個人情報の保護について 

(ア) 個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、法人個人情報保護規定にのっ 

とり、実施するあらゆる事業において、個人情報を慎重に取り扱う。 

(イ) 個人情報の取得には、利用目的を明示したうえで必要な範囲の情報を取得する。 

(ウ) 個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情 

報を利用する。 

(エ) あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に利 

用者の同意を得ることなく外部に提供しない。 

(オ) 個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損などを防止するため、適切 

な措置を講じる。 

(カ) 個人情報の取り扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速やかに対応する。 

(キ) 個人情報を保護するために施錠のある書庫に保管するなど適切な管理体制を講じると 

ともに、職員に周知徹底し、意識啓発に努める。 

(ク) 利用者に対し、趣旨を丁寧に説明し、「個人情報の取り扱いに関する同意書」に記名して 

もらい事業所に保管する。 

    （ケ）個人情報を事業所外に持ち出すときは持ち出し管理簿に記入する。 

 

カ 防災管理について 

(ア) 事業所内外の安全対策の実施 

Ａ 事業所内の棚、備品等の転倒や落下がないよう防止器具の設置を行う。 

Ｂ 緊急避難路の確保を含め、定期的に安全確認を実施する。 

(イ) 連絡体制の整備 

災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業所への参集を含め、職員

が行動しやすい体制をつくっていく。トヨクモの緊急時メールが全職員使えるように訓練す

る。 

(ウ) 防災への備え 

災害時用のヘルメット、救急セット、水、保存食、簡易トイレを常備し、定期的に確認

する。 
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(エ) 協力体制の強化 

Ａ 区役所職員、他相談支援センターと連携を図り、必要な対応マニュアルの作成や見直 

し改善に努める。 

Ｂ 緊急時における地域との協力・連携がとれるよう、日頃から地域住民団体、ボランテ 

ィア、行政機関など、関係機関との協力関係の確保に努める。 

 

キ 安全管理について 

災害、感染症双方の BCP を作成する。 

(ア) 感染症対策 

感染予防対策として、状況に応じた対応ができるように川崎市の最新の情報を確認する。

地域の中でどんな感染症が流行しているか確認し、必要な対応を行っていく。事業所内外の

環境整備や必要物品の点検確認を続けていく。 

Ａ 事業所内：換気・消毒液・マスクの確保・飛沫予防ボードの設置等 

Ｂ 事業所外：防護服一式・感染者対応時物品一式・連絡方法等 

 

(イ) 健康管理 

様々な相談や環境の大きな変化の中で職員一人一人の心身の健康に配慮する。日ごろの

休憩時間の確保や休暇取得などを重視する。各自が空き時間を利用し、１日一回は体操を

行う。 

  

⑤ 業務改善に関すること 

   ア IT による事務負担軽減    

（ア）会議録、面談記録はクラウドノートを利用し音声入力を活用する 

    （イ）新しい障害者相談支援用ソフトの情報を収集し、事務時間短縮になるものを探す。 

 

   イ 職員のメンタルヘルス強化 

    （ア）ケア会議で情報を共有し、相談件数や緊急案件が重なった場合に負荷が一人に係らないよう

全員でサポートする。一人で解決しなければと思いこまないようにする。 

      （イ）問題や失敗を報告しても責めずに対策を一緒に考えるようにし、心理的安全を確保する。 

    （ウ）電話対応は、時間外、昼休みは基本留守番電話対応とし、休養が取れるようにする。 
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１０．地域サービスセンター ことぶき 

㉂令和 8 年 4 月 1 日～ ㉃令和 9 年 3 月 31 日 

種 別     居宅介護支援・訪問介護 

開 所 年 月 日   平成 12 年 4 月 （居宅介護支援） 

           平成 17 年 7 月 （訪問介護） 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1－4－8 イーストブルー101 

            TEL044-589-5538    FAX044-589-5620 

施 設 概 要   第二種社会福祉事業：介護保険事業・指定障害者福祉サービス事業 

責 任 者   伊藤 多恵子 

事 業 所 番 号   介護保険：1475000152 

           障害者福祉サービス：1415000726 

           地域支援事業：1465000485 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

サービス提供責任者 

訪問介護員 

2 

 

2.5 

2 

3 

3 

2 

1 

3 

0 

2 

 

 

 

13 

※配置人数は常勤換算数 

目標（月平均） 

居宅 120 件 予防（10） 

介護 55 件 （12） 

障害 30 件 市単（8） 

その他 25 件 － 

  

居宅介護支援＞ 特定事業所加算継続により、月平均の売り上げ目標を約 2,500,000 円とする。 

その他は、制度外サービス（自費等）地域ニーズに対応し、新たな提案を行っていく。 

月/78,000 円を目標とする。 

 訪問介護＞ 現場での質向上を 1 番の目的とし育成に関する計画を作成、実施していく。 

 特に、ヘルパーの高齢化や外国人ヘルパーの対応についての課題が稼働率に影響している為育成に力

を入れていきたい。 

 

(１) 事業所の基本方針、事業内容 

① 重点目標 

令和 8 年度は、社会全体として AI が身近なものになってきた為、人材不足を補う意味でも AI を

積極的に取り入れて、業務の効率化を図りより質の高いサービスの提供を目指します。 

職員の感情負担が軽減できるように、それぞれの役割の明確化と職場内の連携強化をおこないま

す。 

② 主な取り組み 

ア 居宅介護支援 

（ア） 特定事業所加算の継続により、質の高いケアプラン作成をめざします。 

（イ） スーパービジョンの実施により、お互いの成長につなげ質の向上を図ります。 
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（ウ） 担当件数は一人 35 件を基本とし、個人の意向を尊重した丁寧なプランの作成をおこない

ます。 

（エ） 出来る限り、地域内で困難だと判断されるケースの支援を積極的におこないます。 

（オ） 他機関、他職種との連携（特に医療機関との連携）を積極的におこないます。 

（カ） スマホ等の導入により、早く正しい情報の共有を可能にし、緊急時などに担当以外でも早

急な対応が出来るようにします。 

（キ） 健幸福寿プロジェクトのエントリーに今年度も挑戦します。 

イ 訪問介護 

（ア） 収支の改善、収入増への取り組みを積極的におこないます。 

介護技術のスキルアップを行い、あらゆるご利用者に対応できる事業所を目指します。 

（イ） 家庭支援の視点で、ご利用者自身のみならず、ご家族全体の生活状況にも目を配り、8050

や 9060 問題に積極的に取り組みます。（行政や関係機関との連携） 

（ウ） 人材の育成と、人材確保。（個別の課題に対応した研修の在り方の見直しを行い、一人一人

が自身の成長（成果）を実感できるように努めます。外国人ヘルパーの育成にも継続して

取り組み、地域での差別をなくしていけるよう、また外国人のヘルパーさん達が自信を持

って働き続けられるように取り組みます。 

（エ） 障害者福祉（障害者・児）サービスと介護保険（高齢者）両方のサービスに対応している

為、障害から介護保険への移行の際にも安心してご利用頂けるという強みを、外部にアピ

ールしていきます。 

ウ 共通 

（ア） 感染予防の取り組み 

マニュアルに沿った研修の実施、衛生用品の確保と取扱いの研修、体調管理の徹底、県、

市の最新情報の共有。 

（イ） BCP（災害・感染症）の作成により緊急時の対応及び危機管理の徹底（防災訓練の実施） 

備品などの準備、安否確認の方法について検討する。 

（ウ） 他職種、地域との連携を積極的に行います。 

（エ） 業所内の業務の役割分担を見直し、責任者を明確にします。 

（オ） SDGs の取り組み 

「3」すべての人に健康と福祉を⇒ことぶきでは、高齢者、障害者・障害児への支援に関し

ていかなる状況の中でも、支援を止めない対応を致します。 

「10」人や国の不平等をなくそう⇒ことぶきの訪問介護では、外国人ヘルパーさんを 

雇用しその活躍を応援します（個別の研修の実施、暮らしの相談） 

    （カ） ご利用者、関係機関への感謝、現場のヘルパーへの感謝とモチベーションアップの意味を

込めてことぶきオリジナルグッズの作成、配布をおこなう。 

    （キ）職場環境、業務改善の取り組み（ICT 化等） 

③ 生活支援に関すること 

ア 災害や感染症蔓延時にも出来る限り通常の日常生活を送れるように作成した BCP の内容に基づ

き、地域の状況に合わせた対応を実施できるよう、普段から自己研鑽を心掛け具体的な内容の研修

を実施します。 

イ ご利用者の生活課題を共に考え、環境の改善や QOL 向上の為の取り組みをおこないます。 

ウ 一人ひとりの尊厳を大切に、あくまでもご本人の望む生活の実現を目指します。 

④ 人材育成・確保に関すること 

ア 人材の確保：職員紹介制度、ホームページ、募集ポスター、SNS 求人サイト 

        一度退職したヘルパーのジョブリターン（復帰）の声掛け 

イ 人材の育成：計画的・効果的な研修の実施（全ての職員を対象とする） 
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    個別の研修計画を作成し、年度末に達成度を確認、評価します。 

(ア) 法人の階層別研修＋事業所内研修（情報公表の内容にそったもの・介護技術）＋外部研修

の活用（自己研鑽）ZOOM 研修の実施 

(イ) 現場における OJT の実施（同行訪問研修）、外国人ヘルパーの育成（文化、言葉の違いなどに

ついての理解、接遇、介護技術、職業倫理の理解等）に力を入れていきます。 

(ウ) スーパービジョンの実施、効果の検証  

ウ 現場で必要なスキルを磨くための具体的な研修をおこないます。（個別研修含む） 

エ 働きやすい職場環境への取り組み(ストレスチェックの実施⇒分析⇒改善) 

一人ひとりの職員を財産と考え、働きやすくやりがいのある職場作りを目指します。 

⑤ 他機関、地域、社会資源との連携、サービスの向上に関すること 

ア 事故防止について 

   事故が発生した場合は、速やかに報告することを原則とする（現場→責任者→所長→推進課部

長 内容により必要な場合は川崎市に報告） 

毎月のヒヤリハットの提出と事故があった場合の事故報告の情報共有に努め、その原因の分析

と予防策の検討により、気づきを深め、事故対応マニュアルにそってリスク管理の徹底をおこ

ないます。繰り返している軽微な事故については、勉強会などで取り上げ、原因究明をおこな

い、支援や対応の仕方についての見直しを行います。 

イ コンプライアンス（法令順守）について 

各事業の法令の内容を理解し、しっかりとその内容を遵守できるよう事業所内での業 務内

容の確認を随時おこないます。（法改正時、年 1 回以上の研修実施） 

現場においても、法令の理解と遵守を徹底する為、出来る限り具体的な事例に沿った研修を実

施します。 

ウ 苦情解決・権利擁護について 

法人のガイドラインにそって適切に対応致します。 

苦情：ご利用者の声を真摯に受け止める姿勢で、ご意見、ご相談の内容についても丁寧な対応

を心掛け、頂いたご意見を前向きに受け止めて質の向上につなげていきます。 

苦情・相談受付窓口の担当者名を明確にし、その対応に関してしっかりと責任をもって対応い

たします。 

権利擁護：関わる全ての人（ご利用者、ご家族、職員など）の尊厳を重視し、個人の意思や価

値観を尊重した対応を行います。 

虐待・身体拘束の禁止についての取り組みを徹底し、業務においてのチェックリストに沿った

確認や具体的な事例をもとに、研修の実施を行います。又、ハラスメントに関しても同様に取

り組みを行います。 

エ 個人情報の保護について 

法人の「個人情報保護指針」に基づいた行動をおこないます。個人情報の取り扱いに関して

は、事業所から持ち出す場合には「個人情報持ち出し確認リスト」に記入し、目的の範囲内で

最小限に止め情報提供の際には関係者以外には洩れる事がないよう最新の注意を払います。ま

た、職員に対しては退職後も、業務で知り得た情報を決して洩らしてはならない旨を、書面を

もって徹底いたします。また、研修の中で内容についての周知を行い理解できていないと判断

した場合は、個別に指導します。 

オ 防災管理について 

年１回以上の防災機器の確認と、事業所内の避難訓練の実施。川﨑市の防災マニュアルにそ

った研修等の実施。作成したＢＣＰの内容に沿って、災害時、感染拡大時についての具体的な

対応を検討、必要物品の準備をおこないます。 

 ※全ての内容を、法人の規定、指針、マニュアルに基づいて実行します 

104



１１．川崎市恵楽園 
 
1１-1 養護老人ホーム 

 

㉂令和 8 年 4 月 1 日～ ㉃令和 9 年 3 月 31 日 

開 所 年 月 日   昭和 28 年 5 月 

定 員   140 名 

所 在 地   〒213-0033 

            神奈川県川崎市高津区下作延 2－26－1 

            TEL044-866-2253    FAX044-865-4009 

施 設 概 要  耐火構造 4 階建て 

床 面 積 5067.336 ㎡ 

責 任 者  園長 石渡 学 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

施設長（園長） １ １ 1   

医 師（嘱託医） 1 2   0.05 

主任生活相談員 2 2（兼務） 2（兼務）   

生活相談員 4 4（兼務） 4（兼務）   

主任支援員 1 1（兼務） 1（兼務）   

支援員 8 14 9 3 2 

看護職 2 3 2 0 1 

栄養士 1 1 1   

事務員 2 2 1 1  

清掃員 0 3   0.48 

警備員 0 4   3.24 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

入所 140 120 

 

①  事業所の基本方針、事業内容 

社会福祉法人川崎聖風福祉会が、平成 18 年 4 月に川崎市指定管理者制度により養護老人ホー

ム川崎市恵楽園の運営管理者に指定され、令和 8 年度は 5 期 1 年目、通算 21 年目の運営管理者

として養護老人ホーム川崎市恵楽園の事業を推進します。令和 8 年度 5 期目は当法人が継続して

指定管理を任されました。 

     令和 8 年 1 月 1 日におけるご利用者(入所者)数は 111 名で、定期に開催される恵楽園運営検討会

議により法人と現場職員が一体でご利用者へのサービス向上と社会のニーズに対応し、利用率の

向上等に取り組みます。また、入所されるご利用者の多くは経済的困窮だけでなく、障害をお持

ちの方や要介護認定を受けている方、虐待など様々な生活課題を抱えられています。その中で緊

急入所の受け入れを積極的に行っています。入所後の恵楽園で充実した生活を送れるよう、ご利

用者のニーズを的確に把握し、支援を進めご利用者の満足度を高めて参ります。 

この現状を踏まえて令和 8 年度事業計画を次のとおり策定します。 
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ア 重点目標 

(ア) 専門性の高い職員を育成します。 

(イ) ご利用者の個別性に重点を置いた支援を展開いたします。 

(ウ) 緊急入所の対応がより迅速にできる施設運営を図ります。 

(エ) 施設内の連携だけでなく、外部とも強い連携が出来る施設運営を図ります。 

イ 主な取り組み 

(ア) 専門性の高い職員を育成します。 

Ａ 事業所の理念を全職員と共有します。 

Ｂ 理念に基づいた研修計画を策定し、実施します。 

Ｃ 職員に対し「職務対話」を行い、個別的で効果的な人材育成を図ります。 

(イ) ご利用者の個別性に重点を置いた支援を展開いたします。 

Ａ ご利用者が担当職員もしくは生活相談員との定期的な面接の定着化を図ります。 

Ｂ 社会資源を活用し、個別に応じた活動参加を促進します。 

(ウ) 緊急入所の対応がより迅速にできる施設運営を図ります。 

Ａ 行政担当者と連携し、緊急入所への流れを見える化し、共通した認識を深めます。 

その他にも、ご利用者に住いの場として、安心・安全・快適な生活の場を提供するとともに、

川崎市の社会資源としての役割を果たす為に、ご利用者の意思を大切にして、その人らしい

豊かな生活の実現に向けて良質で適切な支援を行うことに努めます。 

ウ 生活支援に関すること 

(ア) 生活リズムについて 

ご利用者のニーズや意志を確認し、起床から就寝までの身の回りの生活について、安心・

安全・快適な生活、楽しみや喜び、そして、生きる喜びを感じる生活ができるように支援し

ていきます。また、一人で外出するために何らかの支援が必要なご利用者に対しては、臨時

的に実施する「外出、買物」などが出来る機会を提供します。また、業者が施設へ来ての訪

問販売（食品、衣類等）も活用し、自身で商品を選び、購入することが出来る支援をおこな

います。 

更に心身の状態により介護保険サービスなどの社会資源も積極的に活用していきます。 

日常生活（1 日の流れ） 

午 前 

6:00 起床（洗面・掃除・洗濯） 

7:10 嚥下体操 

7:30 朝食 

10:00 健康体操 

10:30 自由時間又はレクリエーショ

ン、各種クラブ活動 

11:40 嚥下体操 

  12:00 昼食 

＊8：00～20：00 外出時間 

 

＊レクリエーションや各種クラブ活動については、感染症対策を考慮し、実施の可否を行います。 

 

(イ) 金銭管理について 

ご利用者の私的財産については、基本的には自己の責任と自己の計画に基づき管理 

することとします。但し、金銭の自主管理が困難な方については、「川崎市恵楽園入所者預

り金等取扱要綱」に基づき、金銭をお預かりし、個人の財産を守るとともに、ご利用者の

午 後 

13:00 入浴時間（一般） 

13:30 自由時間又は各種クラブ

活動 

 訪問販売（金曜日のみ） 

15：00 入浴時間（介助） 

16:40 嚥下体操 

17:00 夕食 

21:00 消灯 
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ご希望を聴きながら金銭管理の支援をしていきます。また、預かった金品等は、年 3 回

（6、10、2 月）ご本人と施設側とにおいて確認を行います。 

(ウ) 生活環境の維持、改善に関すること 

清掃職員や外部委託業者による共用部の清掃やご利用者による清掃時間をつくるなど生

活環境維持を行っています。また、居室のシーツ交換を毎週おこないます。 

(エ) 入浴の機会について 

入浴がご利用者にとって楽しみの一つであり、多くの回数を確保できるよう、基本的には

毎日入浴ができる事とし、今後も環境作りに努めていきます 

(オ) 相談支援について 

担当職員と生活相談員の体制によりご利用者が相談しやすい環境作りと体制を整えてい

きます。 

(カ) その他 

Ａ ご利用者の生活満足度調査（年１回） 

ご利用者が安全で快適に安心した生活が出来るようご利用者本位の支援を目指すこと

を目的として、生活満足度調査を実施します。調査結果を集計し、生じた課題に対して

は、職員会議等にかけて改善に向け対応策を検討します。調査結果及び対応策の公開に

ついては、ホーム会議にて報告及び施設内に掲示し、閲覧できるようにします。 

Ｂ 給食嗜好調査 

食事は生活の楽しみであり、楽しみの増進を図るため、年 1 回、嗜好調査を実施し、

ご利用者の嗜好を把握し、結果を反映させます。 

Ｃ ご利用者のご親族について 

施設に入所されいるご利用者にとっての支えはご親族である事が多く、また、入院等の

手続きなどご親族の協力は不可欠です。今後もご利用者とご親族との関係改善への働きか

けとして、面会や恵楽園かわら版(広報紙)発送などを引き続き行います。 

Ｄ 成年後見人制度の活用 

認知症などで判断能力が低下されているご利用者に対しては、権利擁護の観点から関係

機関との連携により後見人制度の活用を進めます。 

Ｅ 公衆電話の設置 

ご利用者の利便性と要望に応え施設外部との連絡手段の一つとして公衆電話 1 台を１

階玄関ロビー奥に設置しています。ご利用者が親族や友人との連絡や会話に重要な手段と

して設置を継続致します。 

Ｆ 飲料水自動販売機等の設置 

ご利用者の利便性と要望に応え設置しています。今年度も設置を継続致します。 

令和７年度にウオータースタンドを設置しました。 

   Ｇ 給食イベント等に関すること 

      栄養士が中心となり給食とコラボしたイベントの開催や残食の削減対策などを 

行います。当法人の他施設の栄養士と委員会を通じて情報共有しています。 

エ 活動支援に関すること 

(ア) クラブ、サークル活動にについて 

クラブ活動は、心身の機能の低下を予防する手段の一つと位置づけています。 

ご利用者同士の交流の場でもあり、ご自身の生活を豊かなものとするためにもご利用者の

意思を確認し参加を促していきます。 

＊レクリエーションや各種活動は、感染症対策を考慮し、実施の可否を行います。 

Ａ 主なクラブ活動 

（Ａ） 園芸クラブ  
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（Ｂ） カラオケクラブ  

（Ｃ） 折り紙クラブ  

（Ｄ） オセロクラブ（養護すえながと交流） 

（Ｅ）外出・買物ツアー など 

(イ) 余暇活動について 

4 階クラブ室等に本を置き、自由に貸出しをしています。オセロや将棋などが自由に 

楽しめます。余暇を過ごせる環境づくりを進めてまいります。 

 ご利用者が自主的に集まり麻雀やトランプなどで余暇を楽しんでいます。 

 

(ウ) 主な年間行事と活動 

 恵楽園内行事 その他 活動 

4 月 お花見 誕生会 

5 月 端午の節句（菖蒲湯） 

外出活動 

衣類等の訪問販売① 

誕生会 

6 月 運動週間 

外出活動 

避難訓練①（昼間を想定した訓練） 

預り金品確認・報告会① 

誕生会 

7 月 七夕飾り 誕生会 

8 月 夏まつり 

 

健康診断① 

誕生会 

9 月 

 

敬老式典 誕生会 

10 月 外出活動 避難訓練②（町内会との合同訓練） 

預り金品確認・報告会② 

誕生会 

11 月 外出活動 衣類等の訪問販売② 

誕生会 

12 月 ゆず湯 

年末お楽しみ会 

誕生会 

1 月 新年祝賀会 誕生会 

2 月 節分行事 

 

健康診断② 

避難訓練③（夜間想定の訓練） 

預り金品確認・報告会③ 

誕生会 

3 月 

 

ひな飾り 誕生会 

毎月 ホーム会議 祝い膳 

不定期  

 

ボランティアの演奏会等   

保育園、小・中学校との交流会 

 

(エ) その他 

Ａ ホーム会議 

ご利用者の主体的協議機関であるホーム会議を月 1 回開催します。ホーム会議はご利用

者全員が参加する会議であり、ご利用者の意見を集約し、意見、要望等について検討する

場とします。 
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      Ｂ 入所者合同会議（仮称：したい会議） 

       行事等の会議について、ご利用者にも参加していただき、ご利用者が準備の段階か 

ら活動に関与できるようご利用者の主体性を重視した取り組みを行います。 

(オ) ご利用者によるボランティア活動等 

ご利用者ひとり一人の能力に応じて、園内の植栽整備、食事の配膳などへのボラン     

ティア参加、部屋及び周辺の清掃等の環境整備、クラブの自主運営など、様々な場面での

参加の機会をつくります。 

オ 健康管理に関すること 

(ア) 食事について 

食事はご利用者にとって生命を維持し、健康を保持・増進するだけでなく、大きな楽しみ

であり、その役割の大切さを認識し、安心・安全で、喜ばれる食事・給食の提供に努めます。 

Ａ 給食内容（献立・栄養バランス・食形態等）の向上のために管理職・支援職・看護師・

栄養士・給食委託業者(調理師等)から構成する給食部会を月 1 回以上開催し、給食全般に

協議し、検討内容については各部署で連携して改善を図っていきます。 

Ｂ 献立作成にあたっては、適正な栄養量を確保し、季節に応じた食材料を利用し、食の喜

びの増進に努めます。 

Ｃ 次の食品についてはご利用者の嗜好、服薬している薬との禁忌食品がある場合は代替食

を用意します。 

Ｄ 毎月 1 回、昼食に「祝い膳」にて誕生者を祝う会食を開きます。 

Ｅ 季節ごとに「選択食」を実施します。 

Ｆ 日々の具体的な支援として以下の内容を実施して行きます。 

(Ａ) 誤嚥防止策として、毎食前に咀嚼からの飲み込みまでの一連の運動をスムーズにする

構音訓練や舌の動きを良くする嚥下体操、更に唾液の分泌を促す唾液腺マッサージを実

施します。 

(Ｂ) 健康維持のために、身体状況で、塩分・熱量を控えた方が望ましい方については調

理方法や盛付け量の調節を工夫します。 

(Ｃ) 体調のすぐれず普通食（米飯）の食べられない方には、代替食としてお粥を用意し

ます。 

(イ) 見だしなみについて 

洗面や朝晩の着替え、季節の衣服の整理など適宜促します。 

(ウ) 日常の機能訓練、リハビリテーションについて 

必要に応じて、地域の機能訓練に関する公的機関などと連携をとり、専門的視点からご利

用者の身体機能面・生活機能面の維持、向上を図ります。また、体力維持増進活動として、

日課の健康体操や食事前の嚥下体操・外出活動等を行っていきます。また、各種の活動にて、

楽しみながら体力維持の充実を図ります。 

(エ) 感染予防について 

高齢の方が多く共同生活をする場であるため、感染症が広がりやすい状況にあることを常

に認識した対応をしていきます。また、今後も最新の情報を基に感染予防を徹底すると共に、

必要に応じて高津区衛生課をはじめ関係機関と連携をとりながら、迅速で適切な対応に努め

ていきます。 

Ａ 具体的な支援として、以下のことを徹底していきます。 

(Ａ) 毎食事時に、食堂前の自動水栓にて手洗いと手指消毒をしてから食堂に入っていた

だきます。 

(Ｂ) 食堂での密を避けるために、前半と後半の 2 部制とし、間隔を保つためにイスを間引

いて配置いたします。 
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(Ｃ) 毎食後食堂テーブル・イス及び入浴後の浴室、脱衣所を消毒いたします。 

(Ｄ) 外出から帰園時に手洗いとうがいを徹底し、アルコール系消毒剤を配置します。 

(Ｅ) 発熱者が出た場合は、必要に応じて個室にてバイタルチェックを行い経過観察し 

ます。 

(Ｆ) 感染予防対応時は、介助毎に使い捨てエプロンを使用します。 

(Ｇ) 嘔吐物・下痢便等の処理時には使い捨てのエプロン、マスク、手袋等を使用します。 

(Ｈ) ノロウイルスの感染者もしくは疑われる方に対する食事提供に関することは、厨房と

連携を図り、適宜、使い捨て食器での対応をいたします。 

(Ｉ) 健康管理に関する情報をホーム会議等で提供します。また、館内放送を利用し、健

康維持管理を促します。 

(Ｊ) 感染症対策会議を定期的、流行時には随時で行います。 

Ｂ 衛生(感染症対策)管理について 

その他、インフルエンザ、ノロウイルス、コロナ、トコジラミ、疥癬などの感染症に対し、

日頃からの手洗い、うがい、入浴、洗濯、消毒などの予防に関する支援をすると同時に、ご

利用者の状態観察による早期発見、羅患した場合は従来の感染症対策マニュアル（園内での

対応と、関係機関への連絡）に沿って対応いたします。 

 

カ 人材育成・各種会議、部会に関すること 

     人権・倫理・制度・専門分野等について、園内での研修実施、外部研修、他施設実習などに積

極的に取り組み、権利擁護の取組みを一層進めます。「川崎市恵楽園」では、様々な生活課題に

お困りのご利用者が多く、そのため、より質の高い支援を実施できますように職員の資質向上に

努めます。会議や部会のほとんどは恵楽園の養護、デイサービス、居宅が参加しており３部署で

情報共有や協力体制を取り支援を進めていきます。 

（ア）会議について（各月１回） 

Ａ 恵楽園運営検討会議 

       法人本部の職員と管理者を中心とした事業所職員が話し合い、課題点や懸念等を共有

し、課題解決を図ります。 

   Ｂ 調整会議 

       事業所の課題や予定、懸念事項などを他職種で話し合い、入所者の個別性を考慮するな

ど実際の支援現場に近い課題の解決を図ります。 

   Ｃ 全体会議 

     恵楽園内の３事業所に共通、又は関わりのあることについて話し合い、課題解決を図

ります。 

（イ）部会について（定例開催） 

    Ａ 苦情・リスクマネジメント部会 

        園内で発生した事故やヒヤリハットについて検討し、事故防止を図ります。 

     Ｂ ボランティア部会 

        広報、受入れ、フォローアップなどボランティア活動へのサポート全般を検討します。 

    Ｃ 研修・勉強会部会 

        毎月研修会を開催し、職員の資質の向上を図ります。また、市社協や老施協、県 

社協等主催の外部研修を職員が受講し質の高い支援を行います 

     Ｄ 身体拘束廃止・虐待防止部会 

        ご利用者の人権について意識の向上を図ります。 

   Ｅ 事例検討部会 
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        単に問題解決を図るのではなく、支援の視野を広げられるように事例を検討し、支援力

の向上を図ります。 

     Ｆ 防災部会 

        事業継続計画の見直しや防災訓練などを行い、防災意識の向上を図ります。 

     Ｇ 給食部会 

        給食に関わる事を取扱い、ご利用者の満足度を上げる工夫や取組みを行います。 

     Ｈ 医務衛生感染症対策部会 

       新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイルス等に対する予防策について検 

討し、施設内の衛生管理を図ります。 

     Ⅰ 業務改善会議 

        令和 6 年度実施のストレスチェックにより職員のストレスが高い状態と分析されたこと

もあり、改めて職場内のストレスについて分析し、軽減・改善への取り組みをホーム長と

支援係長、リーダーが中心となり実施しました。令和 8 年度も引き続きストレス軽減、改

善の取組みを行います。（令和 7 年度はストレスチェックの改善が見られました） 

 

キ SDGs への取組みに関すること 

（ア） 専門性のある職員の集団組織化 

SDGs の 4、8 の目標の取組みとして、職務対話を実施し、職員個々に応じた研修の機会

と成長を促します。 

（イ） ご利用者の個別性に重点を置いた支援の展開 

SDGs の 3、11 の目標の取組みとして、定期的な面談を通してご利用者の個別性に重 

点を置いた支援を行います。 

（ウ） 緊急受入が出来る施設 

SDGs の 3 の目標の取組みとして、サービスを必要とする方に即応できますように緊急 

受入のシステム化を深めます。 

（エ） 同施設内の連携だけでなく外部とも強い連携が出来る施設 

SDGs の 3、8、11 の目標の取組みとして、施設内外の支援ネットワークを構築し、地 

域の社会資源としての機能強化を図ります。 

 

（７）建物設備整備に関すること 

① 設備維持管理について 

      建物、設備は随所に老朽化が目立ち設備等に不具合が生じてきています。このため、    ご

利用者が安心・安全で快適な生活できるように、自主整備点検及び外部委託等により、    施

設の維持管理を適性かつ効率的且つ計画的に実施します。 

毎 月 エレベータ保守点検、害虫防除作業点検 

隔 月 自家用電気工作物保守点検（年 1 回停電し点検作業） 

年 2 回 自主整備点検（消防設備及び施設整備点検） 

年 2 回 

 

消防設備保守点検、空調設備保守点検、冷温水機保守点検、 

汚水・雑排水槽清掃、配水管清掃、 

汚水・雑排水ポンプ保守点検、給水・給湯ポンプ保守点検、 

昇温器保守点検、浴槽水の水質検査 

年 1 回 電気温水器(貯湯槽)の点検清掃、簡易専用水道検査、受水槽清掃 
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② 修繕計画について 

   指定管理のため大規模修繕等については、積極的に川崎市と協議致します。ご利用者の生活に

支障の出る修繕は支出を抑えつつ優先順位の高いものから実施します。 

 

（８）他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

① 地域交流について 

  近隣の「養護老人ホームすえなが」とクラブ活動を通しての交流会をおこない事業所外でのコ

ミュニティの広がりを促進いたします。また、地域の園児や学生による交流会や体験学習なども

積極的に受け入れます。 

② 他事業との連携による運営について 

      要介護認定を受けられているご利用者への生活支援には、恵楽園デイサービスセン 

ターや恵楽園居宅介護支援センターとの連携は、不可欠なものとなっています。 

ご利用者の意向を確認しながら効果的な利用ができますよう支援致します。 

③ その他 

    ア 広報活動について  

       地域交流のための情報の提供・行事、クラブなど園内活動のおしらせ・特技ボラ募集など広

報紙(法人ふれあい新聞・恵楽園かわら版)や法人ホームページの活用を図ります。また、町内

会の掲示板、回覧も利用させていただく中でより有効性の高い広報を行っていきます。かわら

版は、ご利用者の家族に発送し、園での活動や生活状況をお伝えします。 

       前年度に作成した施設紹介映像は施設を知ってもらうためのツールです。今年度も更新 

      し活用していきます 

イ ボランティアの受け入れについて 

法人広報紙やホームページ、地区広報誌などを活用してボランティアの受入れを進め、ボ

ランティアとして円滑に活躍できる恵楽園としていきます。ご利用者の交流と施設の理解が

より促進されるようにします。 

ウ 実習生、介護体験等の受入れについて 

       福祉系の資格取得のための実習生や教員免許取得に係る介護体験等の受け入れを行います。

実習生との会話を楽しみにしているご利用者もいるなどご利用者への良い刺激と、職員は第三

者の目に触れることの緊張感と指導する立場を通して、自らの業務への取組み方を再認識する

機会とします。 

 

（９）危機管理、安全管理に関すること 

① 事故防止について 

   施設で事故が発生した際には、引継ぎ時等で話し合い、職員間で事故防止策を講じ共有しま

す。また、リスクマネジメント(事故再発防止)部会にて、事故原因等を再検証し、より効果的

な再発防止を図ります。医療機関にかかるなど重大事故が発生した場合には、事故の第一報を

速やかに関係機関へ報告致します。また、法人本部と行政の所管課へは所定の書式にて報告い

たします。 

法人のリスクマネジメント委員会を通して各施設からの事故報告及びヒヤリハット報告書の集

計などを基に事故の発生予防に役立てていきます。 

 防犯カメラも整備し外出による行方不明などの防止や検証に活かします。 

② コンプライアンス（法令順守）について 

   研修や学習会、事例などを通じてコンプライアンスについて意識を高めていきます。 

③ 苦情解決・権利擁護について 
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ご利用者の生活環境改善、また、生活満足度を高めるためにも、ご利用者の意見・要望は大切

であると受け止めます。そのためには、意見・要望を提出し提案しやすいように意見・要望箱を

設置し、ホーム会議等でその利用の促進を図ります。また、意見・要望は、ホーム会議において

回答し、その回答内容を掲示します。 

苦情については、苦情内容の分析をすることでご利用者の訴えを真摯に受け止め対応します。ま

た、苦情解決第三者委員会を年１回開催し、外部の第三者委員と苦情解決について協議いたしま

す。 

また、職員は虐待防止と権利擁護について、「高齢者虐待防止法」や「権利擁護ガイドライン」

を理解、遵守し利用者虐待防止、権利擁護に努めます。 

④ 個人情報の保護について 

  法人の就業規則や個人情報保護規定を職員が会議等で理解を深め、遵守することで利用者並

びに職員に至る個人情報を保護いたします。 

⑤ 防災管理について 

災害を未然に防止することを第一に考え，年３回の定期的な防災訓練に加え、防災設備点検の実

施、「災害発生時の対応マニュアル」における避難方法・経路の安全確保、所轄の消防署に防災訓練

の計画と結果を報告します。災害発生時の連絡体制等の留意事項は次のとおりです。 

ア 当直室と警備員室に、「職員連絡網」「災害発生時の対応マニュアル」を掲示します。 

イ 事務室に、「職員連絡網」「災害発生時の対応マニュアル」「恵楽園防災組織図」を掲示します。 

ウ 職員に、「職員連絡網」を配布して迅速な行動ができる体制を整えます。 

エ BCP の策定と取組みとして職員安否確認サービス（法人対応）の定期訓練を行い法人全体でも

広域災害時の職員参集など備えていきます 

年間訓練計画 

訓練種別 訓 練 内 容 実施月 

総合訓練 

（養護、ﾃﾞｲ） 

昼間災害を想定し、ご利用者、職員の全員が参加し、通報、

避難誘導訓練を実施いたします。 

第１回：６月 

 

総合訓練 

（養護、ﾃﾞｲ） 

昼間災害を想定し、ご利用者、職員の全員が参加し、通報、

消火、避難誘導訓練を実施いたします。この時、消防署に

協力を依頼し、町内会と連携して合同防災訓練を実施いた

します。BCP 関係の訓練も含む 

第２回：１０月 

夜間・夜勤体

制時訓練 

（養護） 

深夜に災害が発生したことを想定し、夕方、当直職員２名

と夜間警備員 1 名で、通報、消火、連絡等の避難訓練を実

施いたします。 

第３回：２月 

    

    オ 火災は生命にかかわる重大なことで防火管理はご利用者の喫煙やトースター利用などに 

も対策をしていくとともにご利用者の理解と協力も欠かせません。 

ホーム会議での意見交換や周知を通じてルール作りや時間を決めての利用、職員の巡視や 

防火設備の点検など徹底してまいります。 
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１１－２ 恵楽園デイサービスセンター 

 

㉂令和 7 年 4 月 1 日～ ㉃令和 8 年 3 月 31 日 

種 別  通所介護 

開 所 年 月 日 2006 年 4 月 1 日 

定 員 30 名 

所 在 地 〒213-0033 

          神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

          TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

床 面 積 デイサービス関連施設 336 ㎡ 

責 任 者 伊藤 陽子 

事 業 所 番 号 1475301097 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

看護職員 

機能訓練指導員 

介護職員 

運転手 

事務員 

1 

1.5 

1 

1 

4 

0.2 

2.0 

0.5 

0.5 

3.0 

0.2 

１ 

0.5 

0.5 

 

1 

   

  

  3 

 

 

 

 

1 

1 

1 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

通所 30 25 

 

１ 事業所の基本方針、事業内容 

（１） 重点目標 

① 機能訓練運動の強化と介護度の維持及び軽減化を目指します。 

② 他機関との連携を強化し、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援に努めます。 

① 恵楽園デイサービスセンターは「ご利用者が希望する介護サービスが利用できる事業所」と    

「地域の健康と笑顔を促進し、安心・安全に通所いただける事業所」を目指して持続可能な社会

づくりに努めます。 

（２） 主な取り組み 

① 川崎市主催の「かわさき健幸福寿プロジェクト」に参加し、ご利用者の要介護度の改善に努めま

す。 

② 養護老人ホームの介護が必要になったご入居者においてはデイサービスの利用をすることにより

生活機能の改善及び保清を行い養護老人ホームでの自立した生活を維持していただきます。 

③ 高齢者介護施設として運動、音楽療法、認知症予防など介護予防に力を入れて取り組み、健康と

福祉をご利用者に提供いたします。ご利用者の健康を維持することで、ご自身の生まれ育った地

域で末長く住み続けられるよう取り組んでまいります。 
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（３）生活支援に関すること 

時間 

8：30 

8：45 

9：20 

 

9：30 

9：45 

 

 

 

10：00 

11：00 

11：40 

 

12：00 

12：30 

13：00 

 

14：30 

14：40 

15：00 

15：15 

15：30 

   

16：00 

 

16：30 

 

        

17：00   

ご利用者 

 

 

利用開始（7 時間以上 8 時間未満のご利

用者） 

水分補給、健康チェック 

午前入浴開始 

利用開始（5 時間以上 6 時間未満のご利

用者）送迎到着 

水分補給、健康チェック 

朝の会、ダンベル体操 

午前入浴終了 

体操、口腔体操 

 

昼食 

歯磨き 

午後入浴開始 

個別活動 

午後入浴終了 

ボール体操 

おやつ 

セラバンド体操 

排泄 

帰宅準備 

5時間以上6時間未満のご利用者の送迎 

7 時間以上 8 時間未満のご利用者 

帰宅・食堂へ 

排泄、手洗い 

 

 

職  員 

ミーティング（ご利用者の出欠確認等） 

送迎出発 

養護ご利用者お迎え 

トイレ誘導、お茶出し 

送迎到着、お茶出し、健康チェック 

午前入浴介助 

 

時間排泄介助 

活動の進行、助言 

トイレ誘導 

体操、口腔体操 

トイレ誘導、昼食準備 

昼食介助（交代休憩）服薬介助 

口腔ケア 

排せつ介助、着脱介助、入浴介助  

連絡帳記入、個別活動支援 

ボール体操、おやつ準備 

おやつ介助 

助言、介助 

全員排泄誘導、介助 

ご利用者への全体連絡、帰宅準備介助 

トイレ誘導 

 

送迎出発、見送り 

手芸介助、片づけ 

ご利用者排泄、手洗い介助 

養護ご利用者食堂へ誘導 

片づけ 

送迎帰着、ミーティング（報告、確認等） 

退勤 

（注意）行事、活動内容、天候によっては日課表の変更が有ります。 

 

① 生活環境の維持、改善に関すること 

ご利用者の心身の状況、希望や身をおかれている環境に変化があった場合等、ご家族との相談

や介護支援専門員への連絡により速やかにより良い環境作りを目指します。 

② 送迎サービスについて 

送迎のエリアは原則、高津区内とします。デイサービスセンターとご自宅の間を送迎いたしま

す。この送迎は周囲の道路使用状況に合わせることといたします。ご自宅前までの送迎を原則と

しますが、必要な場合は居室までの送迎をいたします。 

送迎車両内には、万一突発的な事態が発生した場合に備え、緊急連絡網と携帯電話を常備いたし

ます。また、送迎車には事故防止やトラブル予防のためにドライブレコーダーを導入しておりま

す。 

③ 入浴サービスについて 
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プライバシーに配慮し、一人ひとりの身体の状態を観察し、変化が見られた場合はご本人、ご家

族、介護支援専門員に連絡いたします。 

浴室内で２名、脱衣場で２名の職員が介助いたします。介助にあたり、事故が起こらない様、安

全には十分注意しながら入浴をしていただけるようにいたします。また、入浴行為の自立にむけ、

動作が獲得できるように支援します。 

麻痺等の身体状況により、一般浴が困難な方にはリフト浴がご利用できます。体の変化により、

入浴が困難となった場合や危険と思われる場合には、看護師判断のもと入浴の中止や、シャワー浴、

清拭に変更することがあります。 

脱水予防のため、入浴の前後には水分摂取をおすすめします。浴室へは車椅子からシャワーチェ

アに乗り換えて入る必要があるため、入浴が可能な方は原則、介助で立位が可能な方とします。 

④ 相談支援について 

生活相談員がご利用者・ご家族をはじめ関係機関への報告・連絡・相談・面接を確実に行いま

す。ご利用者の生活課題を発見し、情報共有を図ることで課題の早期解決・予防に努めます。 

 

（４）活動支援に関すること 

① クラブ、サークル活動について 

          今後も多種のボランティアに来て頂きご利用者に楽しい時間を提供します。 

② 余暇活動について 

利用者個々の身体状況を考慮したレクリエーションやクラブ活動、各種の季節行事等 を実

施し、利用者の心身の活性化を図り潤いと張りのある生活が送れるよう援助します。 

③ 主な年間行事 

行事、活動等は年間予定表を作成し、各担当者を決め、担当者を中心に日常生活動作  の

維持向上につながるような活動を行います。 

 行事 体重測定期間 給食 

4 月 桜花見外出 6 日～24 日 花見膳・甘茶 

5 月 鯉のぼり壁画・菖蒲湯 4 日～22 日 端午の節句用食事 

6 月 紫陽花見学外出（妙楽

寺） 

8 日～26 日  

7 月 七夕行事 6 日～24 日 七夕膳 

お祭り膳（季節のメニュー） 

お盆（おはぎ） 

8 月 夏祭り行事 3 日～21 日  

9 月 敬老会行事 7 日～25 日 敬老会・お祝膳 

お彼岸（おはぎ） 

十五夜（月見そば、だんご） 

10 月 体力測定集計 5 日～23 日  

11 月 体力測定発表会 2 日～27 日 芋煮（季節の食事） 

12 月 年末お楽しみ会、柚子湯 7 日～25 日 年末お楽しみ会食事 

ケーキ 

年越しそば 

1 月 新年会行事、初詣 

（溝ノ口神社） 

4 日～22 日 元旦・お祝膳 

2 月 節分会行事 8 日～26 日 節分（海苔巻き） 

3 月 ひな祭り行事 8 日～26 日  
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（５）健康管理に関すること 

① 食事について 

温冷カートにより適温で美味しく食事を楽しんでいただきます。 

疾病のために食事制限が必要な方に対しては、主治医の指示のもとに栄養士と相談のうえ、カ

ロリーの調整や副食、おやつの変更などを個別に対応いたします。一般食が摂りにくい方に対

しては、ご飯をおにぎりやお粥に変更し、副食は刻み食や極きざみ食、とろみなどで食べやす

い状態にした上で配膳いたします。自力で摂取できるように、使い勝手のよいスプーンやフォ

ーク等の自助具を用意し、必要に応じてエプロンを用意いたします。 

お一人で食事摂取が出来ない方は、食事介助いたします。 

経管栄養のご利用者も可能な限り受け入れていきます。 

② 身だしなみについて 

地域のボランティア活動の受入の一環として理美容サービス（有料）をご利用者の希望日をお伺

いして行います。 

③ 機能訓練、リハビリテーションについて 

リハビリ意欲の継続に繋がるよう個々の心身の状態に配慮し、機能訓練士の指示のもと機能訓練

プログラムを計画し実施します。 

ご利用者全員で行うセラバンド体操・リハビリ体操・ダンベル体操・カラオケ体操・口腔体操は毎

日実施します。また、怪我や病気に配慮し残存機能の維持や日常生活上でできる機能訓練として、

サーキットトレーニング・イージ・ウォーク（下肢筋力運動）・階段昇降・平行棒等を行います。

また、体力測定においては、毎月実施して利用者のニーズや目標に合わせてリハビリ運動プログラ

ムを実施していきます。 

日常生活の基本的な動作(起居、移動、食事、着脱衣等)の維持につながるように訓練、助言を

行います。また訓練は、食事、入浴、活動プログラムなどを通して、ご利用者が楽しみながら

行えるように配慮いたします。 

④ 感染予防について 

手洗い場は液体石鹸やペーパータオルなどを設置し、感染症・食中毒を予防する設備や体制を

整備し、平素から対策を実施いたします。感染症拡大防止対策として場合によっては、玄関に

消毒マットを設置、ご利用者の座るテーブルにアクリル板を設置いたします。また、来所時に

は検温、マスク着用、手指消毒を行っていただきます。職員の防止対策といたしましても、マ

スク・フェイスシールドやガウン、医療用ハット着用を厳守し飛沫などによる感染拡大防止に

努めます。ノロウイルス感染症についてはご利用者への感染防止を徹底すると共に、感染症発

生時には「感染症・食中毒の予防・まん延防止に関する指針」に基づき、迅速で適切な対応に

努めていきます。 

 

（６）人材育成・確保に関すること 

① 職員学習会について 

恵楽園養護の園内研修の参加や職員会議等で勉強会を実施します。 

② 各委員会（恵楽園内部会）について 

ア 恵楽園全体の運営や各事業所との取り決め、摺合わせや情報共有を目的とした 

各種部会に参加いたします。 

イ 運営会議（係長会議） 

月 1 回、運営や各種業務等について本部事業部長、園長、係長、デイ所長、居宅所長が

話し合います。 

③ 職員の連携と質の向上について 
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職員会議で日々の業務や問題点、季節行事等の議題を取り上げ、勉強会の場を設け、情報の交

換や共有など行いスキルアップを目指します。 

また法人理念を踏まえ、職員として支援スキルの質の向上を目指し、毎月１回 

以下の予定にて３事業所合同研修を行います。また、法定研修としてメディパスアカデミー 

での動画研修の活用もし、３事業所研修とは別日に事業所研修として行います。 

 

月 研修内容 講師など 

４月 認知症及び認知症ケアに関する研修  内部講師 

５月 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修  内部講師 

６月 感染症・食中毒及び蔓延防止に関する研修 外部講師 

７月 高齢者虐待・身体拘束の排除のための取組に関する 内部講師 

８月 休講  

９月 非常災害時の対応に関する研修（ＢＣＰ） 内部講師 

１０月 接遇に関する研修  内部講師 

１１月 倫理及び法令順守に関する研修 内部講師 

１２月 緊急時の対応に関する研修  内部講師 

１月 プライバシーの保護の取組に関する研修 内部講師 

２月 事故発生又は再発防止に関する研修 内部講師 

３月 権利擁護に関する研修 内部講師 

 

② 外部研修について 

川崎市総合福祉センター等で開催される 福祉職員向けの研修を活用し、職員のスキルアップ

を目指すとともに、デイサービス職員として必要な知識の習得に努めます。 

 

（７）建物設備整備に関すること 

① 設備維持管理について 

消防設備及び施設設備点検を自主整備点検として行うほか、管理業務を専門業者に委託し、

適切に建物及び設備の維持管理に努めます。 

 

（８）他法、他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

① 地域交流について 

地域に開かれたデイサービスを目指し、地域のボランティアの方を積極的に受け入れていきます。ま

た、実習生や学生の職場体験等の受け入れも行います。 

② 他事業との連携による運営について 

ご利用者のニーズに対し適切な対応ができるよう、介護支援専門員または、地域包括支援セン

ターを通じて介護保険法で定められた他事業と連携を深めて参ります。また、チームケアとし

ての川崎健幸福寿プロジェクトに参加に努めてまいります。 

 

（９）危機管理、安全管理に関すること 

① 事故防止について 

介護サービスを必要としている方々は概して事故・緊急事態に対して自ら対応するという能

力の点で弱い立場にあり、一旦ことが起これば生命の問題に直結するため、普段から「どのよ

うな事故、緊急事態が起こりうるか」を想定し、職員同士「ヒヤリハット」を報告し合い検討

することによって「事故防止」につなげます。 
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② 苦情解決・権利擁護について 

ご利用者お一人おひとりと結ぶ契約書に苦情受付責任者及び担当者を明確にし、苦情が発生

した場合には早急に調査し解決に向けて迅速に対応いたします。事故、ヒヤリハットの 報告

があった場合は、その都度、解決策を職員間で話し合って決め、記録に残します。万一事故が

発生した場合は、ご利用者に対して最善の努力をもって対応いたします。損害賠償は施設損害

賠償保険で行います。事故の結果ご利用者が病院を受診された場合は、県にも報告します。 

③ 個人情報の保護について 

個人情報保護法に基づき、個人情報の取り扱いには充分注意いたします。 

④ 防災管理について 

恵楽園養護に準じ、年３回の定期的な防災設備点検に加え、自主点検の適宜実施、防災講習

会への参加、「災害発生時の対応マニュアル」における避難方法・経路の安全確保、所轄の消防

署に防災訓練の計画と結果を報告します。 

発生時の連絡体制等の留意事項は次のとおりです。 

ア 事務室に、「職員連絡網」「災害発生時の対応マニュアル」「恵楽園防災組織図」を掲示します。 

イ 職員に、「恵楽園防災組織図」「職員連絡網」を配布して迅速な行動ができる体制を整えます。 

ウ 法人の全常勤職員の連絡簿を整備し広域災害に備えます。 

 

年間訓練計画 

訓練種別 訓 練 内 容 実施月 

総合訓練 

（養護、デイ） 

昼間災害を想定し、ご利用者、職員の全員が参加し、通報、

避難誘導訓練を実施いたします。 

第 1 回：6 月 

総合訓練 

（養護、デイ） 

昼間災害を想定し、ご利用者、職員の全員が参加し、通報、

消火、避難誘導訓練を実施いたします。この時、消防署に協

力を依頼し、町内会と連携して合同防災訓練を実施いたしま

す。 

第 2 回：10 月 
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1１-3 恵楽園居宅介護支援センター 

 

㉂令和６年 4 月 1 日～ ㉃令和７年 3 月 31 日 

種 別  居宅介護支援 

開 所 年 月 日 2006 年 4 月 1 日 

所 在 地   〒213-0033 

           神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

           TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

責 任 者 伊藤 陽子 

事 業 所 番 号 1475301105 

職員配置計画            

職種 
正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

1 

1 

0 

2 

0 

0 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 要介護 要支援 

件数 １１５ ２０ 

１ 事業所の基本方針、事業内容 

 （１）重点目標 

① 介護が必要になったご利用者が、可能な限り住み慣れたご自宅で、ご利用者の望む暮らしが送れ

るように支援します。 

② 養護老人ホームのご入居者においても、介護保険サービス等の利用をすることにより、生活機能

の改善を行い養護老人ホームでの自立した生活を維持できるように支援します。 

③ 地域の連絡会に加入し、研修会に積極的に参加します。また、所内でのミーティングや内部研修

を計画的に行い、介護支援専門員一人ひとりのスキルアップに努めます。 

④ ケアマネジメントクオリティの向上を行い、特定事業所運営を推進できるように事業 

所内の ICT 化を進め、より良い支援ができる環境を整えます。 

⑤ 登録・認証している「かわさきＳＤＧｓパートナー」法人の１事業所として、17 の目 

標のうちの第 3 番「すべての人に健康と福祉を」の目標を踏まえ、地域の高齢者が健康 

的な生活が送れ、適切な保健医療・福祉サービスが利用できるように事業所運営を行い 

ます。 

 

 （２）主な取り組み 

法令を遵守し、介護保険制度の理念にのっとり、ご利用者が要介護状態になった場合でも、居宅にお

いて自立した日常生活を営まれるために、ご利用者の立場に立って適切なサービスがうけられるよう

に必要な支援をいたします。ご利用者の心身の状況、置かれている環境に応じて、適切な保健医療サー

ビス及び福祉サービスが、多様な事業者から提供されるように配慮します。また、市町村、地域包括支

援センターや他の関係機関と連携し、困難事例やターミナル（終末期）のご利用者も積極的に受け入れ

ていきます。自己決定による意思を伝えることが困難なご利用者に対しても利用者の最大福祉、最大利

益を考えながらご利用者のニーズが導き出せるような努力をします。 
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① 居宅サービス計画書の作成 

介護保険サービス等のフォーマルなサービスに偏らず、インフォーマルなサービスも取り入れ、

ご利用者ができる限り自立された生活が送られるような居宅サービス計画の作成に努めてまいり

ます。また、作成した居宅サービス計画書はご本人、ご家族、サービス事業者に提示します。 

② サービス担当者会議の開催 

居宅サービス計画の作成時、担当者から専門的な意見を求めるためサービス担当者会議を開催

します。要介護認定更新、要介護状態区分変更の認定をうけられた利用者の状況に大きな変化が

生じ、ケアプランを変更する場合にも開催します。 

③ モニタリング 

少なくとも月に一回ご利用者の居宅を訪問し、居宅サービス計画にそったサービスが提供され

ているか、目標がどの程度達成されているか、新たなニーズが発生していないかをお伺いすると

ともに、その結果を記録し、必要時計画の見直しを行います。 

④ 介護保険施設や病院との連携 

ご利用者が介護保険施設へ入所を希望されたときまたは入所が必要となったときには、介護保

険施設を紹介するなど、ご利用者の身体的、精神的な状態を勘案して適切な対策を講じます。ま

た、入退院時、入所時退所時は、施設または病院の担当者と積極的に連携をとり、担当者会議等を

開催し、入退院時連携加算をとれるようにします。ご利用者の生活が途切れなく続けられるよう

に支援します。 

⑤ 苦情解決 

契約書に苦情受付責任者及び担当者を記載し、苦情に対しては、早急に調査し解決へ向けて迅

速に対応します。また、サービス事業者に対する苦情については、その事業者に是正するよう要請

します。必要に応じて県、市、国民健康保険団体連合会への苦情申し立て書の作成代行などの支援

を行います。 

⑥ 申請の援助 

要介護認定の申請やその他書類の申請の代行を行います。 

⑦ 給付管理 

各サービス事業者の実績を確認し、給付管理票を毎月作成し、国民健康保険団体連合会へ送付し

ます。予防介護の方は地域包括支援センターへ実績を報告します。 

⑧ 記録 

記録は川崎市の条例に基づき５年間適切に保管します。 

 

（３） ご家族との連携 

ご家族との面接や相談は随時行うことに努めます。ケアプランの実施状況を定期的に報告し、

必要に応じてご利用者が最適なサービスを受けられるように、ご家族の協力をお願いするととも

に、ご家族の介護負担の軽減にも努めます。 

 

（４） 個人情報の保護 

個人情報保護法に基づき、個人情報の取り扱いには充分注意します。 

利用者及び家族の個人情報を使用する場合は利用者、家族の同意を事前に得るようにし 

ます。 

 

（５） 養護老人ホームに入所されている方への支援 

養護老人ホームに入所された要介護認定されているご利用者に対して、ケアプランを作成

し、養護担当職員と協力しながら要介護状態が改善できるように努めます。 
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（６） 障害者支援 

介護保険利用者の中で、障害者サービスが必要な方には、障害者地域相談支援センターと協力

し障害者のサービスが利用できるようにします。また、今後は計画相談が受けられるように研修

への参加も検討していきます。 

 

（７） 地域での連携 

川崎市介護支援専門員連絡会に入会し、情報収集に努め、居宅サービス計画に反映します。ま

た、地域の連絡会の運営や研修会の開催、市町村の認定調査にも協力します。 
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１２．障害者支援施設  桜の風 もみの木 

 

種 別    自立（生活）訓練  

          宿泊型自立訓練   

          短期入所      

          地域生活推進事業  

開 所 年 月 日  2013 年 4 月 1 日 

定 員  自立（生活）訓練 20 名/日 

          宿泊型自立訓練  20 名/日 

          短期入所      5 名/日 

          地域生活推進事業  2 名/日 

所 在 地  〒211-0035 

           神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1 

           TEL044-920-9006   FAX044-788-7968 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 3 階建て 

床 面 積 4929.38 ㎡ 

責 任 者   小林  勇 

事 業 所 番 号   1415200680 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 ― １ １ ０ ０ 

サービス管理責任者 1.0 １ １ ０ ０ 

生活支援員 3.0 10 ５ ０ ５ 

看護師 1.0 １ １ ０ ０ 

地域移行支援員 2.0 ２ ２ ０ ０ 

体験宿泊支援員 1.5 ２ ２ ０ ０ 

事務員 ― １ １ ０ ０ 

嘱託医 ― １ ０ ０ １ 

※配置人数は常勤換算数 

利用目標（月平均） 

 定員 目標 

宿泊型 ２０ １８ 

生活訓練 ２０ １０ 

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

桜の風もみの木は指定管理 3 期目に入り、この 12 年間の実績を踏まえながら川崎市における精

神障害者支援の拠点としての役割を一層強化し、新たな地域のニーズにも対応できるよう取り組

んで参ります。 

（２） 自立（生活）訓練事業/宿泊型自立訓練事業 

① 基本方針 

精神障害や知的障害をお持ちの方に、地域生活に近い居室設備を提供し、自立（生活）訓練事

業と宿泊型自立訓練事業を昼夜一体の支援として行いご利用者の日常生活能力の維持・向上を図

ります。 
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また、地域定着支援として、地域移行後の生活で必要な社会生活力の獲得するために必要な生

活相談を行います。さらに個別の特性に応じた地域資源の紹介や活用、関係機関、関係者が連携

して地域生活をサポートできる体制をご利用者とともに構築して参ります。 

② 重点目標   

桜の風 もみの木は、ご利用者に地域生活に近い環境の場を提供するとともに、個別に応じた

自分らしい地域生活の実現に向けて良質で適切な支援に努めます。 

また、新たな評価基準として「社会生活の自立度評価表（SIM）」を導入して項目ごとの自立度に

対して少なくとも利用初期と終了時に評価をして変化を測り、地域生活へのサポート体制のより

よい構築に努めます。 

③ 利用対象者 

ア 医療機関での急性期の疾病治療を終了し、回復期後半から維持期の精神障害等をお持ちで、

地域での生活を希望し、ADL 等が概ね自立している方を受け入れます。 

イ 若年層（18 歳）の利用ニーズも増えてきており、支援機関との連携強化と支援スキルの向上を

図り、受け入れへの対応を適宜行います。 

④ 生活支援に関すること 

ア 生活リズムについて 

地域生活に近い居住環境を整え、基本的な生活習慣、社会生活に必要とされる知識や経

験、生活リズムの確立、関係者との信頼関係の構築のための支援に努めます。 

イ 金銭管理について 

１か月単位の金銭管理や通帳の管理等、ご利用者自身で行うのが難しい方や不安のある方に

対し、ご利用者からの依頼を受け、施設で通帳や金銭をお預かりし、管理方法の助言や支援を

行います。 

ウ 生活環境の維持・改善に関すること 

地域生活に向けてどのような支援を必要としているのかを「社会生活の自立度評価表

（SIM）」を用いて評価し、関係機関、支援者とのネットワークの構築に向けた支援を致しま

す。 

エ 相談支援について 

地域生活に向けた生活相談を実施し、多様な情報を整理し、ご利用者の方々に分かりやすい

手法で提供するとともにご家族を含めて助言、支援を行います。利用対象者に、おおむね週に

１回の定期的な面接を実施し、ご利用者が取り組んでいる課題への振り返りの他に、ご利用者

の不安や困り感・今後の予定などを確認していきます。また、状況により臨時面接を行います。 

オ その他 

（ア） もみの木ミーティング（開催日：第１・３水曜日 14:00～15:00） 

ご利用者が主体的に施設生活を送る事ができますように議題などは基本的にご利用者か

らの提案事項を扱います。 

（イ） 同行支援 

社会経験が乏しく外出先へ単独で実行することが難しい場合などに職員が同行し見守り

やアドバイスなどの支援を行います。 

⑤ 活動支援に関すること 

ア 主な年間行事（地域の団体との共催を含む 

（ア）誕生会（年 4 回） 

（イ）行事湯（毎月数回） 

（ウ）バスハイク（他施設合同） 

（エ）その他 季節行事（お花見 / 七夕 / 納涼祭 / 花火大会 / ハロウィン / 

 クリスマス会 /  節分 / 温泉行事 など） 

124



イ その他 

ピア活動 

宿泊型自立訓練を卒業し、地域で生活を営まれている方に地域生活へのアドバイスや情報

提供、Q＆A などの交流を行いご利用者への自立意欲の維持/向上を図ります。 

ウ ボランティアによる活動 

午後の活動として、折り紙教室などボランティアによる活動機会を設けます。 

⑥ 健康管理に関すること 

ア 食事について 

ご利用者の食事をする楽しみの増進を図るため嗜好調査を実施し、ご利用者の嗜好等の把握

に努めます。 

イ 感染予防について 

（ア）集団生活の環境整備として、適宜、感染症の予防・拡大防止に努めます。 

（イ）インフルエンザ流行時期を見据えて予防接種を励行します。 

（ウ）共同事業体の育桜福祉会と共に情報共有し、感染防止に努めます。 

ウ その他 

 嘱託医との面接（隔週火曜日：14:00～16:00） 

入所前から医学的視点を取り入れ、ご利用者に応じた適切な支援に努めます。 

また、入所後もご利用者への支援を通して職員へのスーパーバイズの場として嘱託医と連携を

図ります。 

⑦ 地域交流について 

「なかはら会」など地域の他機関を含めた社会資源と連携し、ご利用者が地域や各種団体へ積

極的に参加でき交流が深められますよう支援致します。 

（３） 短期入所事業  定員５名（緊急ショート 1 枠） 

① 基本方針 

主に精神障害をお持ちの方が地域生活を続けていくために、ご本人もしくはご家族が「休息

できる機能」として、また宿泊型自立訓練を経て、一人暮らしを始める方へ「徐々に地域生活

へ慣れていくことができる機能」、さらに地域に住まわれている方の「一人暮らしの疑似体験が

できる機能」として、居室設備を短期間提供致します。近年は「親亡き後」を見据えて、宿泊

型自立訓練への移行を希望する方も増えており、より利用しやすい仕組みや受け入れ準備を進

めます。 

② 緊急一時保護事業 

家族の疾病、事故、冠婚葬祭など突発的かつ急を要する事由の時には、緊急避難的に居場所を

提供します。 

③ 利用対象者 

主に精神障害をお持ちで ADL がおおむね自立されている方。 

短期入所の支給決定がなされている方。 

④ 生活支援に関すること 

ア 生活環境の維持改善に関することについて 

ご利用者のニーズに沿った静かな安息的な環境の提供に努めます。 

イ 相談支援について 

生活全般にかかわる相談項目に対し、適宜ご利用者に丁寧でわかりやすい手法にて支援致

します。 

ウ その他 

服薬確認 

個別による確認方法により服薬の確認・声掛けなどの支援を致します。 
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⑤ 活動支援に関すること 

ア 主な年間行事（地域の団体との共催を含む） 

＊自立（生活）訓練事業/宿泊型自立訓練事業と同じ 

イ 体験プログラム 

独り暮らしへの体験的利用のご利用者に対し、地域生活をしていくイメージ作りと課題抽

出が見込めるプログラムを実施し、生活評価を行います。 

⑥ 健康管理に関すること 

ア 食事について 

ご利用者の食事をする楽しみの増進を図るため嗜好調査を実施し、ご利用者の嗜好等の把握

に努めます。 

イ 感染予防について 

（ア）集団生活の環境整備として、感染症の予防・拡大防止に努めます。 

（イ）インフルエンザ流行時期を見据えて予防接種を励行します。 

（ウ）インフルエンザ流行時期には来所時に検温など行い発熱されている方にはご家族等に連絡

し自宅療養を依頼致します。 

（エ）共同事業体の育桜福祉会と共に情報共有し、感染防止に努めます。 

 

（４） 地域生活体験宿泊事業（川崎市単独事業） 定員２名 

① 基本方針 

地域生活に向けて一定期間体験的に利用するなかで「生活評価」を行い地域生活への課題・訓

練内容の明確化を図ります。 

② 利用対象者 

 市内に住所を有する精神障害をお持ちの方で、短期入所の利用要件を満たさない精神科病院等

に入院している方もしくは障害支援区分が非該当の在宅で生活している方のうち主治医が体験

宿泊の利用を適当と判断し、かつ体験宿泊をの利用を希望している方。  

③ 生活支援に関すること 

ア 服薬確認 

個別による確認方法により服薬の状況と併せて心身の安定の維持を支援致します。 

イ 相談支援について 

ご利用者の心身の様子に応じて臨時面接をおこなうなどの個別に応じた支援をおこないま

す。また適宜、関係機関との連絡、情報交換なども行います。 

ウ その他 

 振り返り面接 

体験宿泊終了時に面接をし、宿泊期間中の振り返りを行います。また次回の体験宿泊に向けた

課題などを提案して入院先等でも地域に向けたイメージづくりへの取り組みを支援致します。 

④ 活動支援に関すること 

ア 主な年間行事（地域の団体との共催を含む） 

＊自立（生活）訓練事業/宿泊型自立訓練事業と同じ 

イ その他 

（ア）体験プログラム 

地域生活をしていくイメージ作りと課題などを抽出が見込めるプログラムを実施し、生活

評価を行います。 

（イ）同行支援 

社会経験が乏しく外出先へ単独で実行することが難しい場合などに職員が同行し見守り

やアドバイスなどの支援を行います。 
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（５）人材育成・確保に関すること 

① ケース会議について 

毎週火曜日の午後に行われる職員会議にてケース処遇などの検討会を行います。また、早期

に対応が必要な場合には臨時で所内ミニカンファレンスを行い適切な支援に努めます。 

② 職員学習会について 

所内研修（職員学習会）を毎月１回の頻度で行い、法令順守の徹底と日頃の支援や業務上の知

識・技術の習得に努めます。また、各職員が外部研修を受講し学んだことを伝達し、職員間での

共有を図ります。 

③ 各委員会等について 

ア 共同事業体運営調整会議（年２回） 

桜の風共同事業体として、両法人にて運営に関わる事案の検討、事業運営状況の報告など

を話し合います。 

イ 三役会議（毎月） 

各事業の予定や懸念材料などを話し合い、円滑な事業運営を図るため、施設内の調整等を行

います。 

ウ リスクマネジメント委員会（毎月） 

施設内の防災、事故防止、感染症予防に関わる事項について検討、協議致します。 

エ 食事委員会（隔月） 

ご利用者への食事提供、給食に関わる事項について検討、協議致します。 

オ 職員会議（毎週） 

もみの木ユニット運営に関わる事項やご利用者支援等について検討、協議致します。毎週火

曜日に開催致します 

カ SFA 会議（毎月） 

日中活動の予定や実施状況等を確認し、利用者個々の課題や懸念事項について検討致します。 

キ ピアボラ班(毎月) 

日中活動の充実や外部ボランティアの募集、受け入れ、また、ピアサポーターの育成ともみ

の木の活動へ受け入れなどを係長が中心となり支援職員が検討、実施致します。 

④ 職員の連携と質の向上について 

指定管理者募集要項でもある職員配置基準の「福祉専門職員配置」を満たすために職員への資

格取得を促します。 

⑤ 外部研修について 

先駆け的な取組みや取り巻く状況の理解を深めるために「全国障害者リハビリテーション研究

集会」に職員１名を派遣致します。 

専門性の高い社会生活力プログラム、ソーシャルスキルトレーニング（SST）などの外部機関への

研修は、計画的な職員派遣により対応できる職員を増やします。 

また、関係機関の協力による医療観察法関連の研修を行います。 

⑥ 職務対話について 

      職員の専門性の向上を図るために職務対話を通じて職員個々の学習計画を深めます。 

     また、職務上の悩みを共有し、軽減または解消に取り組みます。 

⑦ その他 

職員の心身の健康を図るために、定期健診を実施致します。心身の相談などは法人の安全衛生

委員会を通して、産業医が相談を受ける事が出来る体制を職場として整えて参ります。 

（６）建物設備整備に関すること 

川崎市と共同事業体である育桜福祉会と協議を行い、適切な設備維持管理に努めます。 
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（７）他法、他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

① 他施設との連携等に関すること 

市内外の宿泊型自立訓練施設との連絡連携を図るために「神奈川県生活訓練施設連絡会」等へ

の参加を積極的に参加致します。 

また、行政を中心とした「川崎市精神障害者地域移行・地域定着支援推進会議」にも参加をし、

地域の社会資源として役割を担って参ります。 

② 家族会との交流 

地域の家族会（あやめ会）と事業説明会や見学会などを通して、地域に根差した事業所として

発信力の強化を図ります。 

③ SDGｓの推進について 

法人で登録している「かわさき SDGｓパートナー」として、ご利用者の地域移行を進めるにあ

たりプログラム等を通して、ご利用者と共に理解を深め、SDGｓの推進に努めます。 

（８）危機管理、安全管理に関すること 

① 事故防止について 

事故発生時には、行政・関係機関・法人への概要と原因、予防策を書面で報告をします。必要

に応じて関係機関と話し合う場を設け、再発・事故防止に努めます。 

② 防災管理について 

災害による被害を最小限に抑えるために、施設全体として定期的に防災避難訓練、地震防災訓

練を行い災害に備えます。職員に「職員連絡網」を配布し災害時においても迅速な連絡ができる

体制整備に努めます。また、作成した BCP 資料を周知します。 

(９) 個人情報の保護について 

川崎市の個人情報保護条例及び法人の規定に則り、業務上知り得た個人情報などが漏れない

ように徹底いたします。また、職員が退職した後も同様に個人情報などに対して守秘義務を課

します。 

(１０) 苦情解決、権利擁護について  

   ① 苦情解決について 

苦情受付責任者及び担当者名を事業所内に提示します。ご意見・要望・苦情に対しては、ご

利用者の生活環境改善のためにも、ご意見・ご要望が出しやすいように「ご意見箱」をリビン

グに設置致します。また、投書されたご意見などについては、毎週開催される職員会議で話し

合い、その回答内容を書面化し掲示致します。 

② 虐待防止委員会について 

虐待防止委員会を設置、運営し、法人が定める「虐待防止及び身体拘束禁止・対応指針」を

遵守し、共同事業体の育桜福祉会と共に虐待防止に努めます。虐待防止・権利擁護などの研修

を実施します。また、職員セルフチェックを実施し、虐待防止等に活かしていきます。 

③ サービスの質の向上への取り組みについて 

ア 利用者満足度調査の実施について 

施設を利用するご利用者に対して、安全で快適に生活が出来るようご利用者本位の支援を目

指すことを目的として実施致します。調査結果は集計後、川崎市へ報告致します。また、施設

内に掲示、配布するなどご利用者にも公開致します。 

イ 川崎市へのモニタリング及び評価報告 

ご利用者によりよいサービスを提供するために、川崎市に対して定められた期間毎にモニタ

リング報告を行います。 
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